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			必勝ダンジョン運営方法⑩

			雪だるま

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン　小久江厚（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第２３６掘　わが身ダンジョン也

			第２３７掘　敵と書いて、路傍の石どうでもいいと読む。

			第２３８掘　エナーリア聖都襲撃事件!!

			第２３９掘　事件のまとめと今後の方針

			落とし穴40掘　子供と思い出

			第２４０掘　筒抜け

			第２４１掘　聖女の願いの残り

			第２４２掘　情報を集めに地獄へ

			第２４３掘　生贄と悪巧み

			第２４４掘　学府編　完

			第２４５掘　将を射んと欲すれば先ず馬を射よ……ではなく、将の首を取ればいい

			第２４６掘　だから、無駄

			第２４７掘　人の恋路を邪魔する奴は……

			第２４８掘　ＴＨＥ　ＨＥＲＯ

			第２４９掘　冒険が始まる!!

			第２５０掘　先輩の経験談

			第２５１掘　フラグは乱立し水も滴る

			第２５２掘　大魔術師出陣

			第２５３掘　主人公の使い道

			番外編　どきどき学園３　約束の校舎で

		

	
		
			　

			第２３６掘：わが身ダンジョン也

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　現在はエナーリア王城の一室。

			　客室として与えられた場所で、嫁さんたちと集まっている。

			　ジェシカだけは、ミフィー王女の護ご衛えいでミストと一緒にいる。

			　まあ、男の俺が、未婚の女性部屋でずっと待機ってのは、あれだしな。

			「で、これからどう動くのかしら？」

			　セラリアが、俺に抱き着いたまま聞いてくる。

			「とりあえず、俺とセラリア、デリーユ、ルルア、リーア、ピースは、この場に待機。霧きり華かたちが報告をくれることになってるから、落ち着いて聞かないとな。それと、建前上は護衛なわけだし」

			　そう言うと、セラリアたちが頷いた。

			「エリス、ラッツ、ミリーは城下町で情報収集を頼む。集める情報は、特に指定しない。まあ、気になるところを攻めてみてくれ。３人ならできるだろう？」

			「はい、任せてください」

			「ええ、もちろんですよ、お兄さん」

			「ユキさん、どーんと任せてくださいな」

			　この３人は、過去に旅人、冒険者、ギルドの受付をしていたこともあって、一般人相手の交こう渉しようスキルが高い。貴族やら危なそうな組織の情報収集については霧華たちにお願いしているので、残るは一般人相手ということだ。

			　しかし、この一般の人々の情報というのも馬鹿にできない。

			　噂にすぎない話だとしても、噂が出回る限りは、どこかにその噂の元があるということ。

			　しかも、世間の一般の人々に拡散するほどのことだ。

			　いかに霧華たちが情報収集を徹底しても、城下町に住む一般人たち全員が見知っていること以上の量の情報を集められるわけがない。

			　霧華たちが把は握あくしていない情報が、噂話として転がっている可能性がある。

			　というわけで、この３人には情報収集をお願いしたのだ。

			「エージルには話を通しているし、通行許可証ももらう予定だ。３人はエージルに顔を覚えておいてもらった方がいいな。色々便利だろうし。あとは、なるべく情報収集は３人一緒に動いてくれ。戦力的には単独でも心配ないと思うが、不測の事態が起こらないとも限らない。だから、フォローし合える状況の方がいい」

			　３人も分かっているようで、特に質問もなく頷く。

			「あとは、俺の贔屓ひいき目めで見ても嫁さんたちはとても美人だ。これからしばらくエナーリアで過ごすことになるが、偉い立場を利用して、セクハラなんかを強要する奴が出てくるかもしれない。そういった場合は、全力で回避してくれ。それで問題になろうと、俺がどうにかする。だから、俺のためだと思って、間違っても体を触らせたりしなくていいから」

			　そう、これは言っておかないといけない。

			　魔力枯こ渇かつの原因を探るためとはいえ、嫁さんたちを他の男に渡すような真似はしない。

			　というか、そんな奴がいたらぶっ潰す。

			　で、改めて嫁さんたちを見ると、全員がにやけていた。

			　ええ、そんなセリフを言った自覚はありますとも。

			　嫁さんたちを誰にも渡さないってのは、本心ですから。

			「ええ、無論よ。この心、体、全部あなたのモノなんだから」

			「その通りです、旦那様。万が一、私たちに手を出そうとする輩やからがいれば……」

			　セラリアとルルアのその言葉とともに、嫁さん全員が息を吸い込み……。

			「「「消します」」」

			　命の灯まで消すこたぁ、ねえだろ。

			「うん、そこまでやるなよ」

			　落ち着くんだ。

			　セクハラで死罪とか、日本でもないから。

			　いや、地球上のどの国でもないから。

			「「「えー」」」

			「えー、じゃない。この城を血の海に沈めるつもりか。というか、国自体を滅ぼしかねない勢いだな。国が滅びた理由がセクハラだとか、スゲー原因だな、おい」

			　これも国が滅びる３つの原因の１つ、女って分類になるのか？

			　いや、違うだろう。

			　ちなみに残り２つは、甘い言葉を言ってくる人と、金、マニー。

			「さて、注意事項は話したし、今後の予定を話すぞ」

			　そ、今までのは注意事項。確認ってやつだ。

			　表向きの外交対応や情報集めは、本来の目的が阻そ害がいされないようにするためだ。

			　このエナーリア聖国に来た一番の目的は、ここにある遺跡、ダンジョンの接収にある。

			　魔力枯渇の原因を調べていた前任者の記録、物資、その他色々がないかを確認するためだ。

			　皆の目の前に、いつもの監視ＭＡＰを表示する。

			　このエナーリアのダンジョンＭＡＰだ。

			　前任者は、地上部分まではダンジョン化していなかったらしい。だから、霧華から報告を受けたあと、俺が地上の建物すべてをダンジョン化した。

			　ま、ウィードの外街と同じくＤＰ吸収率は凄すごく悪いが、こうやってＭＡＰを広げて情報を得られるのは便利だよな。

			「何度か目を通したけど、街並みはロシュールやガルツってレベルね」

			「そりゃ、この大陸でも有数の大国だしな」

			「で、お兄さん。ダンジョンの方は、どうなんですか？　何か進展は？」

			　ラッツが疑問を発すると、他の皆も俺の言葉を待つように視線を集める。

			「残念ながら、聖剣使いたちが、このダンジョンを占拠した時に色々整理したみたいだな。大聖堂の地下構造は、ピースの話した通りダンジョンだった。聖剣が置いてあったとされる部屋も見つけたが、全部上層だ。隠し通路からメインのダンジョンを捜索したが、当時の雑貨が残ってるぐらいで、資料の類たぐいはなかったみたいだな」

			「……みたいですか」

			「そう、ルルアの言う通り、みたいだ。霧華たちには雑貨にしか見えなかった物も、俺たちが調べればなにか分かるかもしれない。だから、護ご衛えい役についてはローテーションを組んで、残りのメンバーには、ダンジョン内に潜って品物の鑑定作業をしてもらう予定だ。あ、ダンジョン内の物は各部屋にそのまま置いてあるから、持ってこないように」

			「え？　なんでじゃ？」

			「現場を維い持じするってことかな？　たとえば、俺が朝起きて布団を敷きっぱなしだったら、敷きっぱなしの布団を見た人は近くにいるのかなとか考えるだろ？」

			「なるほど。そういった生活の跡から、どういった形でダンジョンを放ほう棄きしたのかが分かるってことじゃな？」

			「そういうこと。だから、面倒かもしれないがダンジョンの各部屋に直接足を延ばしてくれ。一応、トラップ系は解除してあるが、ダンジョン機能で設置されたトラップだけだからな。扉の上に挟はさまれた本が降ってくるとか、そういったトラップはそのままだから注意だけはしてくれ」

			「いえ、そんなトラップは脅威ではないのでは？」

			　ピースがそんなことを言うと、全員から視線が集まった。

			　どう見ても、冷ややかな視線だ。

			　無論、俺も含めて。

			「いいですか、ピースさん。ユキさんが言ったのは、あくまでも冗談レベルのトラップですが、本に毒を塗った小さな刃が挟んであったら、それだけで危険度が跳ね上がります。いくらこの体がドッペルだとはいえ、痛覚もありますし、この体も死にます。ましてやピースさんは、ドッペルではなく自分の体１つです。油断するなとユキさんは言っているんですよ」

			　リーアが代表してピースに説明する。

			　いや、見た感じ説教だな。ピースの方は縮こまってるし。

			「ま、リーアの言う通りで、調べ物は慎重にしてくれ。まあ、そう言ったお手製トラップも、霧華たちがほとんど排除してくれてるとは思うけどな」

			「そう言えば、霧華たちは今何してるのかしら？」

			「ああ、彼女たちのほとんどは城のお偉方を監視していて、面倒事を起こさないように、起こされても対応できるように動いている。残りは、ダンジョンの案内と街での情報収集だな」

			　俺がそう答えると、ドアがノックされた。

			「ユキ、通行許可証を持ってきたよ」

			　エージルが早速持ってきてくれたみたいだ。

			「おう、開いてるから入っていいぞ」

			「それじゃ遠慮なく。と、おや、これは僕はお邪魔だったかい？」

			　あ、傍はたから見れば、嫁さんたちを部屋に呼んでるってことは、そういうことだよな。

			「いえ、さすがにこんな日が照っているうちからしないわよ、エージル」

			　セラリアが俺から離れて、エージルに言う。

			　いや、お前、魔王城攻略後は暇ひまだからって真昼間からやってたじゃねーか。

			「するにしても、邪魔が入らないようにするわ」

			「さすが、セラリア。プリズムを圧倒しただけはあるねー」

			　そう、エージルの言う通り、セラリアはプリズム将軍と勝負をして圧勝している。

			　エナーリア王都近くで合流した際、プリズム将軍がセラリアを見て強いと感じたそうな。

			　それで、魔剣なしの剣勝負を休憩がてらやったのだが、言わずもがなプリズム将軍が勝てるはずもなくセラリアの圧勝で幕を閉じた。

			　まあ、幸いなのは「惜しい、魔剣が使えれば」とプリズム将軍が嘆いていたので、周りの一般兵には彼女の方が総合的に上だと思われていることだ。

			　いや、プリズム将軍本人も含めてか。

			　……実際には、一軍を以って正面からぶつかり合ってもセラリアは崩せない。

			　搦からめ手ありなら、勝負にすらならないだろう……。

			「で、許可証はユキに渡せばいいかな？」

			「あ、待ってくれ。今日、城下町に遊びに行くのが何人かいるんだ。よければ、城門まで案内してやってくれないか？」

			「ん、いいよ。お安い御用だ。僕も城下町で買い物する予定だったしね。よければ、城下町の案内もするよ」

			「おや、部下を使わずにエージルが、わざわざ買い物をするんですか？」

			　ラッツが不思議そうに首を傾げる。

			　ラッツの言う通り、普通、将軍という身分の人はそうそう身軽に動けないものだ。

			　買い物など、部下に任せてしまえばいい。

			　そんな暇ひまがあるなら、働けと言われる立場である。

			「ラッツと一緒だよ。自分が使う物は自分の目で見たいしね」

			「なるほど。研究の方ですか。私もなにか面白い品物があれば教えて欲しいですし、お願いしてもいいですか？」

			「むしろ、喜んでお受けするよ。部下たちと買い物に行っても、話についてこれなかったり、将軍様がーとか言われるのがおちだからな。で、他には誰が行くんだい？」

			　そう言ってエージルが、こちらを見る。

			「ああ、あとはエリスとミリーだ」

			　俺が言うと、２人がエージルへと近づいた。

			「よろしくお願いします」

			「よろしくね。エージル」

			「２人ともよろしく。どこか行きたい場所があれば言ってくれ。案内するよ」

			「ありがとうございます」

			「じゃ、ユキさん行ってきますね」

			「お兄さん、お土産みやげ買ってきますねー」

			　そう言って、３人がドアから外へ出ていく。

			　エージルの案内があるなら色々安全かなーって考えていると、ドアのところで振り返ったエージルと視線が合った。

			「ユキ、心配しないでいいよ。ちゃんと君のお嫁さんたちぐらいは守れるよ」

			「おう、男前だな」

			「……可愛かわいいと言って欲しいね。これでも女なんだよ。じゃ、行ってくるよ」

			　そして、ドアの外へと去っていった。

			　４人が立ち去ってわずかな沈ちん黙もくのあと……。

			「エージルさんが守られる立場ですよねー」

			　とリーアが切り出し、全員が頷いた。

			　何か違う気もするが、確かに、実力的にはエージルに守られる３人ではない。

			「さて、３人が情報を集めてくる間に、俺たちもダンジョンを捜索しないとな。じゃ、いったんダンジョンの内容を改めて説明するぞ……」

			　そんなこんなで軽く説明をしたあと、リーアとピースにはさっそくダンジョンの調査に乗り出してもらった。

			　残りは、ミフィー王女の護ご衛えいということで待機だ。

			　ちなみに、残り組はセラリア、ルルア、デリーユ、ジェシカで権力者相手の布陣。

			　この４人で権力者相手の対応を話し合う予定だったのだが、ジェシカがミフィー王女の所に出ずっぱりなんで、とりあえず３人と話し合うことになった。

			「まあ、ここの常識もロシュールとかとあまり変わらないみたいだし、そこまで緊張することはないと思うのよね」

			「ですが、聖都と名乗っているからには、リテアと同じように何かしらを祀まつって信仰としているはずです。そこら辺のタブーなどがないか、プリズムさんとかに聞いた方がいいかもしれません」

			「確かにのう。宗教国家だと、作法なんかには特にうるさいからのう」

			　こんなふうに、お偉方の相手の対応を話し合っていると、コールから緊急警報が鳴り響いた。

			　俺を含め、全員が咄嗟に画面を確認する。

			　このエナーリア王都での敵味方の区別は、まだハッキリつけていない。

			　ダンジョンＭＡＰ上には、貴族や城内の人間は黄色、城下町の人間は白、王様や重要そうな人物は紫、俺たちは青で表示されるようにしてあり、敵を意味する赤は、ある条件下でしか現れないようにしている。

			　そして、ある条件とは……。

			『主様!!　王城内部、城下町、壁の外、あちこちにレベル１００前後の魔物が出現しています!!』

			　特定のレベルを超える者のみが、赤で表示されるのだ。

			　レベル90以上はエナーリアには存在しないはずだから、明らかに異常事態だ。

			「霧華、どこから出てきた？　分かるか？　ＭＡＰを監視していた奴はなんて言っている？」

			『ＭＡＰを監視していたのは私です。ですが、兆候は見られませんでした。いきなり現れたとしか……』

			「いきなり現れたか。とりあえず、さっそく周りがうるさくなってきたな」

			　ちょっとドアの外に意識を向けると、叫び声や怒号が聞こえてくる。

			「ミノちゃん、そっちはどうだ？　出てきた魔物と一緒に退治されてないか？」

			『そこは大丈夫だべ。あんちゃんたちより先にエナーリアに入って仲良くしてきたから、一緒に魔物を退治してるべよ。……でも、まずいべよ。このレベルだと、おらたち以外対応できないべ』

			「まだ動くなよ。こっちで色々調べるから。その場を維い持じしろ」

			『了解だべ』

			　どこから来た？

			　俺はＭＡＰに視線を這わせつつ、ラッツたちに連絡をとる。

			「ラッツ、無事か」

			『無事ですよ。でも、なんですかこの団体様は。数はそこまで多くないですが、レベル的にここの一般人じゃ蹂じゆう躙りんされちゃいますよ!!』

			「エージルと協力しつつ魔物を排除してくれ。原因は俺たちが探る」

			『お願いします。って、こらぁ!!　親子に手出してんじゃねーぞ!!』

			　爆音が響いて通信が切れる。

			　いや、ラッツさん、豹変しすぎですって。

			『ユキさん、なにが起こってるんですか!?』

			「原因は不明。だけど、正体不明の魔物さんがあちこちに湧わいてきてる。だから、リーアはＭＡＰを監視して敵の数や種類を調べてくれ。俺たちは原因を探ることに集中するから」

			『分かりました。幸いダンジョン内には敵が湧いてないみたいですからね』

			　よし、状況把は握あくはリーアたちに任せていいだろう。

			「で、あなた、なにが原因か分かるの？」

			　セラリアがそう言いながら、ドアの横で剣を構えている。

			「さあ、さっぱり。俺の管理下にあるダンジョン内で俺の制御下じゃない魔物を呼ぶとか、自分自身で召しよう喚かんするくらいしか方法はないんだが、レベル１００台の魔物を召喚できる人物も道具も、監視ＭＡＰにはないんだよな……」

			　どういうこっちゃ？

			　……まさか、俺の監視の外から召喚のプロセスを組んで、わざわざ遠距離に魔物を呼び出してるのか？

			　なんつー魔力の無駄遣いな。

			「のう、ユキ。とりあえず、魔物たちをユキの制御下に置くというのはどうじゃ？」

			「いや、相手は何かしらの目的があってこんなことをしてるんだろうから、いきなり手駒の魔物を奪ったら、どう出てくるか分からなくなる」

			「……そうか。あっさり止めても、下手人の正体が分からないと同じことを繰り返すか」

			「そういうことだ。だから、ルルアは、この街全域を範囲にした回復魔術の準備をしておいてくれ」

			「分かりました。多くの人を救うために手に入れた力を使う時が来たのですね」

			「ああ。でも、この大陸は魔力の消費が凄すごいからな。使うタイミングは考えてくれ。長くは維い持じできないぞ」

			「はい、心得ています」

			　ルルアがウィードの大陸で広域回復魔法を使えば、実に６時間近く、致ち命めい傷しようまで回復できる術式を展開できる。

			　つまり、即死しない限りはすぐ復活する無敵の軍団を組織することができるわけだ。

			　ある意味、嫁さんたちの中では飛びぬけた力を持っている。

			『主様!!』

			『ユキさん!!』

			　俺が話していると、霧華とリーアから同時に連絡が来た。

			『『エナーリア聖都の外、反応!!』』

			　俺も咄嗟にその方向のＭＡＰを見る。

			　赤い点が、凄すごい速度でまっすぐ城に向かってきている。

			　ＭＡＰ表示で、レベル１５０超え。

			　これが本命、首謀者か？

			　でも、この程度のレベルじゃ、この大陸だとあれだけの魔物を呼べるはずがない。

			　魔力が馬鹿高いタイプか？

			　そう思って、赤い点をタップして鑑定をすると……。

			「なっ!?」

			「うそっ!?」

			「正気か!?」

			　それを見たセラリアたちは絶句し、俺もあんぐり口を開けることになった。

			　ステータスは平凡、レベル１５０だろうって感じの数字だ。

			　しかし、種族がおかしいことになってる。

			　

			　名前：スィーア・エナーリア

			　性別：女

			　職業：エナーリアの祖、聖剣使い、裏切りの13

			　種族：ダンジョン人族

			※体にダンジョンコアを埋め込んで、ダンジョンがなくともダンジョン機能を行使できる種族。でも、ダンジョンみたいに土地がないから、弄いじれるのは自分の体ぐらいよね。便利な点は、魔力のタンクを持ち歩いているようなものだから、いつでも魔物や武器を呼び出せることかしら？　ただし、膨大な魔力を制御して行使する力がなければ、自壊する危険があるのでおすすめはしないわよ。あれかしらね、戦車の砲弾を拳銃で撃つ感じ？　砲身ごと木端微塵!!　あ、でもユキならやれるかもね。ｂｙルナ

			　

			「やらねーよ!!」

			　こんな時まで、あの駄女神は……。

			　しかし、そこまでするか？

			　ルナの話を信じるなら、自分の体のどこかに召しよう喚かん陣を描き込んで、そこに魔力を流して魔物を呼び出し、スキルでエナーリアに転送したってことだ。自壊、自滅の危険を抱えて。

			　いったい、なにが彼女をそうさせた？

			　……これは、彼女を抑えることが大事だな。

			　ステータスを見る限り、ピースとやり合ったうちの１人みたいだし。

			「よし、リーアと霧華は他に彼女の仲間がいないか、監視範囲を広げて捜索」

			『『はい!!』』

			「俺たちは彼女を迎えうつ。他の皆は、今後のためにも魔物を退治してエナーリアの人たちに好感をもたせるぞ」

			『『『了解!!』』』

			　さて、タイミング的に色々見計らっていたみたいだが、俺たちがいた時に実行したのは間違いだったな。

			　そっちが何を考えているのか知らんが、それもひっくるめて、俺たちが動きやすいように利用してやろう。

		

	
		
			　

			第２３７掘：敵と書いて、路傍の石どうでもいいと読む。

			　

			　ｓｉｄｅ：ジェシカ

			　いったい何が起こっている!?

			　いきなり城のあちこちで、叫び声と怒号が響き始めました。

			　私はミストと一緒にミフィー王女様の護ご衛えいを務めていましたが、いきなりエナーリア城内が豹変しました。

			　咄嗟に、扉の前で剣を抜き、いつでも不届き者が来てもいいように備えます。

			　ミストもミフィー王女様を窓から引き離し、自分は窓側で緊急事態に備えています。

			「どうですか、ミスト？」

			「いえ、窓は残念ながら城外へ向いていないので、特に何も見えません」

			「……そうですか」

			　くそっ、場所が悪い。

			　この位置では、情報が何も入ってきません。

			　いや、ユキたちに連絡を取れればいいのですが、この状況ではミフィー王女様やミストに色々ばれそうです。

			　それをユキたちも把は握あくしているからこそ、連絡してこないのでしょうが……。

			「いったい何が起こっているのですか？」

			「……分かりません。しかし、私たちが危険な状況にあるのは間違いありません」

			「ええ、ジェシカの言う通りです。私たちが停戦交こう渉しように来たこのタイミングでの騒ぎ。おそらくは、停戦に反対する勢力が城内で暴れていると見ていいでしょう」

			「そ、それなら、護ご衛えいのユキ殿たちと合流するべきでは？」

			「いえ、この状況で、いまだミフィー王女様がいるこの部屋に敵が来ていないということは、敵が王女様の居場所を把握していないか、ユキたちが敵を止めている可能性があります」

			　そう、本当に危険なら、ユキは迷わず真っ先に私を助けに来るはずです。

			　私の旦那様は、そういう人です。

			　だから状況から考えて、私でどうにかなる相手ということ。しかも、２人を守りながらどうにでもなるレベル。

			　ここは、この場で事態の推移を見守るべきでしょう。

			「ミストの言う通り、敵がこの場に来ていない以上、ユキたちが動いてくれているはずです。逆に、ミフィー王女が動けば守りにくくなるので、連絡が来るまではここで防衛に徹するべきでしょう。不安なのは分かりますが、ここはじっとこらえるべきです」

			　私はそう告げて、ミフィー王女様をじっと見つめます。

			　ミフィー王女様、ここが踏ん張りどころです。

			　ここを乗り切れば、きっと停戦が結ばれます。

			「……分かりました。ユキ殿たちを信じ、ここで待ちます。ミスト様、ジェシカ、どうか私を守ってください」

			「「はっ」」

			　おそらく、これがミフィー王女様の護衛としての最後の戦い。

			　最後くらいは、ユキの妻ではなく貴女が憧れた騎士でいましょう。

			　あ、でも敵が来なかったらどうしよう……。

			　ユキが連絡すらしてこない以上、どうでもいいレベルの敵ってことですからね……。

			　うわ、どうやって騎士らしい姿を見せたらいいんですか!?

			　ちょっと、ユキ、私に見せ場を残してください。

			　お願いします。

			　願いよ、届いて!!

			　そう、扉に顔を向けて、ミフィー王女様たちにばれないように祈る私でした。

			　

			　ｓｉｄｅ：ラッツ

			　まったく、いきなりデーモン系ですかね（？）が湧わいてくるとは。

			　おかげで、情報収集がてらエナーリアを観光する予定がパーですよ!!

			　というか、なにが目的でしょうか？

			　手あたり次第、人を襲ったり街を破壊したりしていますが……。

			『ラッツ、無事か』

			「無事ですよ。でも、なんですかこの団体様は。数はそこまで多くないですが、レベル的にここの一般人じゃ蹂じゆう躙りんされちゃいますよ!!」

			　私が鑑定をかけた結果、レベル92のグレーターデーモンでした。

			　なぜか、わらわらと増えてるんですよね。

			　私たちには雑ざ魚こに等しい敵ですが、このレベルだと一般人どころかここの兵士でも相手になりませんし、魔剣使いでやっと１匹倒せるかどうかですよ。

			　つまり、エナーリア崩壊の危機です。

			『エージルと協力しつつ魔物を排除してくれ。原因は俺たちが探る』

			「お願いします……って、こらぁ!!　親子に手出してんじゃねーぞ!!」

			　お兄さんと話をしている間に、馬鹿な魔物が仲睦まじい親子に手を伸ばしていました。

			　今や、私も一児の母。

			　だから、その場面を見て、同じ子を持つ母としてブチ切れました。

			　即座に手持ちの槍やりを投擲、頭を消し飛ばして母と子供を助けました。

			「大丈夫ですか？」

			「はい、ありがとうございます!!　本当に、ありがとうございます!!」

			「ままー、うわーん!!」

			　母と子はひしっと抱き合って泣いています。

			　よかった。

			　親子は一緒にいてこそですね。

			「さて、お兄さんからの連絡は聞きましたか？」

			　私は壁に突き刺さった槍を引き抜いて、後ろにいるはずの２人に声をかけます。

			「はい、無論です。と言うより、この無作為な破壊……戦争より度し難いですね」

			「……あの光景は一度だけでいいわ。今はユキさんがくれた力がある。今度こそ、守ってみせるわ」

			　振り返ると、２人とも魔物の首を両手に持って笑っています。

			　いや、私と同じようにキレてます。

			　エリスは、私同様、母という立場ですからね。

			　ミリーに子供はいませんが、私たちの子供はミリーの子でもあります。その意味では、彼女も立派な母親です。

			「……はあっ、ふうっ、えっと、なんで３人はそんなに強いのかな？　僕でも結構ぎりぎりだったんだけど」

			　と、視界の端にエージルさんがいました。

			　すっかり忘れてましたが、一緒に来てたんでしたね。

			　結構ボロボロですけど、なんとか魔物は退治できたようですね。

			　ふむ、これなら戦力として見てよさそうですね。

			「「「傭よう兵へいですから」」」

			「いや、説明になってないからね!!」

			「まあ、そこはどうでもいいです」

			「よくないよ!!」

			「落ち着いてください、エージル。現在、見ての通り魔物があちこちで暴れています。どこか近くに避難できる場所はないですか？　この母子が、また襲われるようなことがあってはいけませんし」

			「あ、うん。それなら大聖堂がいい。魔物に対する聖なる守りがあるって言われているし、大事の時には、大聖堂に集まるよう国民には言ってあるから」

			　なるほど、なら……私たち３人は、顔を見合わせて頷きます。

			「では、エージルさんは、いったん私を大聖堂まで案内してください。この母子も一緒に連れて行きます」

			　エリスがそう言います。

			「いいけど、２人はどうするんだい？」

			「私たちは、魔物をぶっ飛ばしつつ、人々を助けて大聖堂へ行くように言って回ります」

			　ミリーはそう言って、片手に持っていた魔物の首を空中に放り投げると、剣で細切れにしました。

			　ありゃ、ずいぶんキレてますね。

			　ま、これでエージルが引き留めることはないでしょう。

			「あ、うん。大丈夫そうだね。あ、あははは……。情けないけど、頼むよ!!　すぐに、エリス君も連れて戻ってくるから。皆聞いてくれ、魔剣使いのエージルだ!!　魔物が攻めてきた!!　皆は大聖堂に移動してくれ!!　私が皆を守る!!　だから、誘導に従ってくれ!!」

			　エージルがそう叫ぶと、恐怖で無作為に逃げていた人たちが、一斉に大聖堂がある方向へ走り出します。

			「……ほお、伊達に将軍というわけではないのですね」

			「みたいね。私たちの初陣の時よりは、全然上だわ」

			　しかし、人の流れができたことによって、それを狙う魔物が出てきます。

			　それに気が付いた人々が、絶望で足を止めています。

			　ま、仕方ないですよね。

			　ですが魔物たちは、すぐにその場で崩れ落ちました。

			　いや、よく見ると頭部がありませんでした。

			「さあ、皆さん進んでください!!　皆さんのことは、私とエージル将軍が守ります!!」

			　エリスが弓を持ち、矢を放ったのです。

			　さすが、森の狩猟民族と言われるだけありますね。

			　エリスが人々を誘導しながら、集まってくる魔物を即座に撃ち殺していきます。

			「そこっ!!」

			　おや、あれって１００メートルは離れてません？

			　弓であそこまで狙撃するのって、銃より難しくないですか？

			「さあ、早く!!」

			「はっ、皆落ち着いて移動してくれ!!　僕とエリスが守るから!!」

			　２人の声で我に返ったのか、人々は移動を開始します。

			「戻ってくるまで頼みます」

			　エリスはレベルで上げた身体能力をフル活用して、常識外れの運動能力で縦横無尽に飛び回っています。迫ってくる魔物を倒しながら、私たちに声をかけて遠ざかっていきました。

			「さて、私たちも行きましょうか」

			「ええ。しかし、敵は広範囲。二手に分かれましょう」

			「分かりました。でも、無理は禁物ですよ？　お兄さんが泣いちゃいます」

			「分かってる。と……」

			　ミリーの姿がいきなり消えます。

			　いえ、私には見えてますけど、ああ……なるほど。

			「離れろ!!　親父がいないんだ!!　俺が……俺が姉ちゃんや、母ちゃん、家族を守るんだ!!」

			　視線の先には、家族を背にしてズタボロになって戦っている少年がいました。敵わないと分かっていても、家族のため、大事な人のために力を振り絞しぼっています。

			　馬鹿な魔物ですね。

			　わざと手加減して遊んでいるのでしょうが……。

			　ゴトン。

			　そんな音がして、少年の目の前で魔物が崩れ落ちました。

			「え？」

			　ゴトン、ゴトン、ゴトン。

			　その後も立て続けに、周りを囲んでいた魔物たちの首が崩れ落ちていきます。

			　無論、それをやってのけたのは……。

			「……よく頑張ったわね。さあ、ここは任せて大聖堂に逃げなさい」

			　優しい顔をして、ミリーが声をかけていました。

			「あ、ありがとう!!　さあ、母さん、姉ちゃん、行くぞ!!」

			　少年は目の前で起きた出来事に圧倒されることもなく、すぐに家族の安全を確保するべく、その場を離れました。

			　ふむふむ、将来が楽しみな少年ですね。

			　１匹空を飛んでいた魔物がその少年たちを追おうとしましたが、即座にミリーに斬り飛ばされます。

			「……あの家族に、あんな思いはさせないわ。さあ、かかってきなさい。いえ、逃がさない」
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			　そう言ってミリーは空中を跳び回って、敵を斬り倒していきます。

			「まったくミリーもエリスも、もうちょっと人目をですね……」

			　私がそう言いかけると、叫び声が響いてきました。

			「ウサギちゃんが!!」

			「なっ、戻ってきなさい!!」

			　視線を向けると、母親の手を払いのけ、落としたウサギの人形を取りに戻ってくる幼い少女の姿が見えました。

			「よかった……。え？」

			　人形を無事拾った少女を、暗い影が覆おおいました。

			　少女が影に気付いた瞬間には、目の前で魔物が爪を振り上げています。

			「いやぁぁぁぁぁぁあ!!」

			　母親の絶叫が響きました。

			　普通であれば、少女は物言わぬ遺体になっていたことでしょう。

			　普通であれば……。

			「よっと」

			「え？」

			　ああ、いけませんね。

			　私も、エリスやミリーたちのことは言えません。

			　片腕に少女を抱いて、もう片腕で魔物をめった刺しにしていました。

			「お人形さんは無事でしたか？」

			「うん。ありがとう、お姉ちゃん。これはね、お母さんが買ってくれた宝物なんだ!!」

			「そうですか、それはよかったですね。じゃ、次は落とさないように、しっかり持っててくださいね」

			「うん!!」

			　そっと降ろすと、少女は母親に走り寄り、きつく抱きしめられます。

			「さあ、ここは私が引き受けます。皆さんは大聖堂へ」

			「ありがとうございます!!」

			「おねーちゃん、頑張ってー!!」

			　少女が母親に抱えられながら、こちらに手を振ってくれました。

			　いやー、可愛かわいいし、あの時の少女を思い出しますね。

			　少女たちが走り去ったのを確認して振り返ると、目の前には、私の力量をやっと理解したのか、それなりの魔物の団体様が集まって来ていました。

			「あんな声援を受けたんです。手加減はできませんね」

			　私が一歩踏み込むと、団体様が一歩下がります。

			「おや？　逃げられるとは思わないことですよ。おそらくは、そこに隠れている人に呼び出されたのでしょうが……」

			　そう言って、槍やりを投擲します。

			「ガッ……!?」

			　槍は隠れていた敵ごと壁を貫きました。

			　隠れていた敵は、たまらず大通りへ、私の目の前へと飛び出してきます。

			「女性の方でしたか」

			　即座に、その女性に鑑定をかけると……!?

			　ダンジョン人族？　これはまた厄やつ介かいな。

			「くそっ、なぜだ!!　貴女のレベルはせいぜい70。なのに……なぜ私が投擲された槍ごときで、ここまで……」

			「馬鹿ですねぇ。誰が手の内を明かすと思います？」

			　なるほど、隠ぺいスキルでレベルを隠していたのがよかったみたいですね。

			　さて、戦闘中は無駄な会話をしてはいけません。

			　さっさと、逃げられないようにしておきますか。

			　ということで、魔力封じの槍やりを彼女に数本ばかり突き刺しておきます。

			「あぐっ!?」

			　これで、転移とかを使って逃げられることはないでしょう。

			「……!?　転移、できない!?」

			　ああ、おバカですね。

			　敵わないと思った瞬間に退くべきでしたね。

			「そこで、しばらくじっとしててください。聖剣使いのキシュア・ローデイさん」

			「!?」

			　じゃ、私は残った魔物狩りでもしますかね。

			　今のやり取りを目にした魔物たちが、私に絶対敵わないと悟ったのか、背を向けて逃げ出しています。

			「いい的ですよ」

			　その後は、アイテムボックスから投擲用の槍を次々に取り出し、雨のように投げつける私でありました。

			　あ、お兄さんにこのへっぽこ聖剣使いのことを知らせないといけませんね。

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「ラッツか？　今さ、そっちに厄やつ介かいなのが……、あ、もう捕縛した？　うん、それならいいや。とりあえず魔物は減ってきてるし、ルルアを大聖堂にやって怪け我が人はそこで一斉に治すように言ってる。今、俺がどこにいるかって？　えーっと、エナーリア王都近くの森だな。そこに厄介な反応があって……あ、大丈夫。もうこっちも押さえてるから」

			　連絡をとりながら、横目でその厄介な反応の主を見る。

			　そこには、コサックダンスをする女性の姿があった。

			　ついてきたセラリアが、可哀想かわいそうな者を見るような目で見ているが、この女こそ紛う方なき今回の騒動を主導したリーダー、スィーア・エナーリアだ。

			　聖剣使いであり、エナーリアの祖であり、過去にピースと戦いを繰り広げた人物である。

			　あ、デリーユとピースは、ミノちゃんたちと一緒に城内の鎮圧に乗り出したところだ。

			　監視はリーアだけにして、霧華はちょっと別の用事で動いてもらっている。

			「……あなたが動いたのだから、まともな戦闘になるとは思っていなかったけど……さすがにこれはやりすぎじゃない？」

			　セラリアは彼女のコサックダンスに見かねたのか、俺にそう言ってくる。

			「……くっ、なぜか体がい、言うことを……!?」

			　当の本人は、至って真剣に自分の体が言うことを聞かないのを解除しようとしているのだが、傍はたから見るとひたすらコサックダンスをしているだけなので、ギャグにしか見えない。

			「やりすぎか？　街を魔物に襲わせて怪け我が人や死人を出し、城内での停戦交こう渉しようをぶち壊しにしようとしたんだ。それを、今のところコサックダンスを踊らせるだけで許してやってるんだ。本来ならタコ殴り拷ごう問もん直行で、斬首するところだと思うぞ？　それと、女性としての尊厳も粉みじんにしてやってな？」

			「……そうなのだけど、何か……何か間違ってると思うのよ」

			　ま、セラリアの疑問ももっともだ。

			　それを狙ってやってるんだから。

			　こういう大騒動を起こす奴は、真面目に対応すると、勝つにしろ負けるにしろ生きるにしろ死ぬにしろ、その結果を前にして自分勝手に悦に浸る奴が多い。

			　――これが結果か仕方ない……なんて言ってな。

			　だから、まずはそこをぶっ壊す!!

			　俺を相手にして、まともに敗北できると思うなよ!!

			　ラッツが捕まえたもう１人の聖剣使いと合わせて、たった２人で「ファンファンウィーヒッタス◯ーッステー」をやらせてやる。スリ◯ーとかも考えたけど、大御所すぎるしな。

			「で、なんで彼女がここまで言うことを聞いてるのかしら？　触っただけにしか見えなかったけど？　……しかも、下腹部を」

			「いや、下腹部って大事な所じゃないからセーフだろ。っと、言葉で説明するより見せてもらった方がいいな。コサックダンスしたまま下腹部を見せてくれ」

			「だれ、っが……くそ!!」

			　スィーアがコサックダンスをしながら器用に上のシャツのボタンを外し、下のズボンも脱ぎ始める。

			　形の良い胸が露わになって激しく揺れている。

			　同時にセラリアの目が鋭くなった。

			「……おい、上の服をめくるだけでいいだろ!!　なんで全部脱ぐんだよ!?」

			「あ……」

			　なるほど、命令は受け取った本人が解釈して行動を起こすのね。

			　つまり、この彼女は俺が下腹部を見せろと命令したことを、エロいことをするから全部脱げという意味に受け取ったわけだ。

			「……なるほど。そこにダンジョンコアがあったから、あなたがいきなり痴漢行為に走ったわけね？」

			「いや、制御を奪うとどうなるのかなーって思ったんだけど……」

			「それで、この結果ね。……で、スィーアさんとしては、夫に慰なぐさみ者にされると思って全部脱いだわけね。エロいわね」

			「エロくないです!!」

			「全裸で踊っているあなたに言われてもね……」

			「……ううっ」
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			　あ、泣いた。

			　ま、自業自得だし。

			『主様、こっちは抑えました』

			「お、なら証拠を持って登城してくれ。俺たちも向かう」

			『分かりました』

			「さて、セラリア、こいつらのおかげで色々と面倒はあったが、こっちも色々できた。あとは仕上げだ。行こう」

			「分かったわ」

			　そして、俺たちはその場を離れようとしたのだが……。

			「あの!!　私はほったらかしですか!?　せめて、せめて服を!!」

			　スィーアが必死の形相で叫び声を上げている。

			　うむ、いい感じだ。

			「大丈夫、誰もいないし。後で君の友達にも来てもらって、同じように裸にしたあと、２人でファンファンウィーヒッタス◯ーッステーをやらせるから」

			「何ですか、それ!?　って、キシュアもやられたんですか!?　なんて出鱈目な!!　ま、魔物に襲われます!!　だから、こんな所に放置するのはやめてください!!」

			「大丈夫、レベル１５０もあれば問題ないだろう。ま、心配だし、コサックダンスかファンファン以下略をしながらの撃退を許そう」

			「いやーーーー!!」

			　というわけで、後で伝え聞いたところによると、その彼女の叫びがエナーリアの城まで届いたとかなんとか。

			　さらに、エナーリア中に、外で全裸で踊っている美少女を見かけたという噂が流れたのだが、まあ、俺に責任はない。

			　しかし、彼女たちはコサックダンスとかファンファン以下略のことは知らないはずなのに、こうして踊れるってことは、俺を介して記憶ないし知識が移ってるってことだよな。

			　なるほどなるほど、良い情報だ。

			　さて、残りのお仕事を頑張りますか。

		

	
		
			　

			第２３８掘：エナーリア聖都襲撃事件!!

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　さてと、もう１人の聖剣使いも送ったことだし、あとは大聖堂に顔を出して、そのあと城で止めだな。

			　しかし、さすがに街中で全裸になれと言うのはアレだったから、服を着たままスィーアのいるところに送った。

			　スィーアの方もずっと全裸はさすがに可哀想かわいそうになってきたので、２人が合流したら服を着るように命令しておいた。

			「と、あそこが大聖堂か」

			「そうみたいね。人がいっぱい」

			　セラリアと小走りで大聖堂に近寄るが、とてもじゃないが中に入れる様子ではない。

			　大聖堂の周りは人で溢あふれている。

			　大聖堂の前にある噴水の広場まで人が溢れているのを見ると、怪け我が人が次々に大聖堂の中に運ばれているといったところか？

			「あ、ユキさん、よかった」

			「お、ミリー、どうした？」

			　ミリーが俺を見つけて近寄って来たんだが、どうも様子がおかしい。

			　ラッツは要救助者がいないか探しにいっているし、ミリーはここの護ご衛えいで……。

			「あれ？　そう言えばエリスはどうした？　あと、ルルアは到着していないのか？」

			　エリスも要救助者の捜索に行ってるのか？

			　そう言えば、ルルアが広範囲の回復魔術を使っているなら、すでに怪け我が人はいないはずなんだが……。

			「それで問題が起きてるんです。こっちに来てください」

			　俺とセラリアは手を引っ張られるようにして、大聖堂の裏へ向かう。

			「これは、ミリー様」

			　途中、大聖堂の護衛役らしき兵士が、なぜか様づけでミリーに呼びかけてきた。

			　同時に訝いぶかし気な表情で、こちらに視線を向ける。

			「こちらの方々は？」

			「私の夫と妻の１人です。問題ないので通してください」

			「はっ」

			　そう言って兵士が扉を開けるが、やはり俺のことを凝視している。

			「……この男が、ミリー様たちの？」

			　あ、そういうことですか。

			　ええ、どうせ釣り合っていませんとも。

			　俺はどっからどう見てもフツメンですよ、自覚はあります。

			　そこはいいとして、ミリーの後を追って祭壇らしきものが設置された場所に辿り着いた。

			　視線をあちこち向けていると、変に人が集まっている場所が目に入る。

			「エリス、ルルア、ユキさんが来てくれたわ!!」

			　ミリーが集まっている人々に声をかけると、人だかりの中からエリスとルルアが飛び出してきた。

			　それと同時に、２人の腕を掴んでいた奴らが、ふっ飛んで壁に叩きつけられる。

			　……え、なに？

			　ステータスの違いを忘れて勢い余った感じだろうが、怪我人を増やしてどうするよ？

			「さわるなっ!!」

			「そうです!!　私たちは治療をしに来たのです!!」

			　そう言いながら、２人が俺の両腕に抱き着いた。

			　この２人は嫁さんたちの中でも胸はでかい方、というかルルアが１番でエリスが３、４番なので腕に思いっきり胸が当たる。

			　でも、２人とも人前でこんなことはしないタイプなんだが？

			　と思考していると、すぐになぜか怪け我が人ではなく、神官服を着た人たちがわらわらと辺りを取り囲んだ。

			「貴様!!　聖女様たちから離れんか!!」

			「不敬だぞ!!」

			「そうです、早く離れてください!!」

			　いや、片方は聖女様で間違いないけど、元な。

			　で、なんで嫁さんとくっついているだけなのに、他人に口出しされないといけないんだ？

			　宗教的なルールかなにかか？

			　でも、目の前には神父さんもシスターさんもいるしな……。

			　俺が混乱していると、エリスとルルアが叫んだ。

			「この人が私たちの旦那様なんです!!」

			「そうです。もう子供もいますんで、聖女なんかになるつもりはありません!!」

			　２人の言葉に辺りが静まり返った。

			　いったい、なに？

			　なにが起こってる？

			「よく分からんが、まだ怪我人はいるし、ルルア、さっさと一緒にやってしまうぞ」

			「あ、はい」

			「エリスとミリー、セラリアは回復しきれない人がいないか確認」

			「「はい」」

			「分かったわ」

			　というわけで、ルルアと一緒に大聖堂と外の広場を覆おおう範囲で回復魔術をかけた。

			　おなじみのエフェクトが出るので、怪我している人も回復魔術を使っているのが分かって安心できるはず。

			　この大陸じゃ、ここまでの回復魔術なんて存在しないだろうから騒ぎにはなるだろうが、恩を売れるんだから問題ない。

			　……ああ、エリスやルルア、ミリーも回復魔術を使ったから、こんなふうに色々崇められてるわけか。

			　しかし、処置の邪魔をするってどういうことだ？

			　あとで、詳しく話でも聞いておくかな？

			　余計な面倒事で嫁さんに手を出されたら、勢い余ってエナーリア自体を潰しそうだし。

			「ふう、ルルア、まだ余裕はあるな？」

			「はい、大丈夫です」

			　とりあえず、見た感じ怪我人たちの傷は治ったようだ。

			　まあ、見た目だけなんで、エリスたちが戻ってくるのを待つ。

			「大丈夫みたいね」

			「はい、治っていない患者は、私たちの手で治しました」

			「あとは、大聖堂の人たちでもどうにかなると思います」

			　３人とも問題なしの報告。

			「よし、ならラッツと合流して城に戻るぞ」

			　俺がそう言って外に出ようとすると、神父さんから声をかけられた。

			「待ちなさい。君が本当に聖女様の夫であるなら、権力者に、特にあのエナーリアの王族に関わるべきではない」

			　いや、嫁さんたちは聖女じゃないって。純潔は散らしているし、ここのメンバーの多くが、子持ちですよ……。

			「あの、王族たちは聖女様、聖剣使い様たちを……」

			「あ、ユキじゃないか、様子を見にきたのかい？」

			　神父さんがなにか言いかけたが、現れたエージルの姿を見るなり口を閉ざした。

			　……「聖女様だ、わーい、利用してやろう」って感じじゃないな？

			　どういうこった？

			　しかも、さっきのセリフは王族への謀む反ほんとも取れるぞ。

			　……霧華たちに関係を洗わせるか……と、エージルに返事をしないと。

			「ああ、でも問題なさそうだな」

			「うん、って言いたいんだけど、正直ユキのお嫁さんたちのおかげだよ。本当に、とんでもない強さだね」

			「ラッツ、外を回ってたみたいだけど、どうだ？」

			「ええ、魔物は片付けましたし、あとは人手がいりますね～」

			「そっか、なら俺たちは引き上げよう。これ以上、違う国の人間が色々やるのはまずいからな。そうだろう、エージル？」

			「あ、うん。あちゃー、本当にまずいね。僕も城に一緒に戻るよ。報告と、部隊を派遣してもらわないといけないし」

			　そう、成り行きで色々助けはしたが、これ以上は内政干かん渉しようと受け取られる可能性がある。

			　つまりは、停戦をよしとしない相手にとっては、ちょうどいい非難できる案件になってしまう恐れがあるのだ。

			　まあ、俺はこの騒ぎに乗じて手を回させてもらったけどな。

			「と、すいません。神父さん、というわけで俺たちはジルバ帝国の一団なんです。何か色々話があったようですが、ここにいると変な意味に解釈されかねませんので、後日改めて許可を取ってから伺うかがわせてもらいます」

			「あ、ああ。その時にゆっくりお話しいたしましょう。その奥様たちも、ご一緒に」

			「分かりました」

			「……って、ユキ、この人は大神官様だから!!　失礼だよ!?　す、すいません!!」

			　エージルが慌てて、神父さんに頭を下げる。

			　いや、見た感じ変にゴテゴテした服着てるなーと思ったけど、大神官か。地球で言うところのロー◯法皇みたいな？

			「いえ、頭を上げてください、エージル殿。私たちもユキ殿の奥様たち、エリス様、ルルア様、ミリー様たちに助けていただいたのです。この騒動でお互い名乗る暇ひまもありませんでしたし、お互い様ですよ。と、ユキ殿が言われたように、お礼を申し上げたいので、こちらに来る許可を陛下にいただけますかな？」

			「分かりました。ちゃんと正式に訪問できるように取り計らいます。あとは、僕が城に戻り次第、すぐに人員や資材を運ぼうと思います。一度こちらに集めますので、その後の差配をお願いしてもいいですか？」

			「はい、お任せください。このような事態になっても迅速に動いてくれる陛下には感謝いたします」

			　大神官の爺とのやり取りを終えたエージルとともに、俺たちは城へと足を向ける。

			　まあ、お城の中も大混乱なんで、兵を派遣できるか分からないけどね!!

			　一応、ミノちゃんたち魔物部隊とデリーユ、ピースが敵を一掃してて、すでに仕上げ状態だとは思うけどね。

			　で、城へ戻る途中に霧華とすれ違った。

			　別行動というか、お城の連中には霧華の存在は内緒だしな。

			「主様、これが例の物です」

			「ありがとう。あとは、場所を押さえててくれ」

			「はい」

			　さて、準備は整った。

			　あとの仕上げは俺次第か。

			　

			「さあ、大人しく斬られるがいい!!」

			「大臣なにを……」

			「陛下、正気に戻ってください!!　彼奴らは停戦なぞ望んでいません!!　このように、あの汚らわしい魔物たちと手を結んで、陛下を亡き者にしようとしたのですぞ!!」

			　さーて、玉座の間に戻ってみれば、案の定、停戦否定派がこの機に乗じてミフィー王女とミノちゃんたちを一気に追い詰めてるね。

			　で、囲まれているミフィー王女が必死に弁明していた。

			「陛下、私たちはそのようなことを企んではおりません!!」

			　まあ、それぐらいしか言えんな。

			「ならば、どうしてミフィー王女は魔物に襲われなかった!!　なぜ、この陛下がおわす玉座の間に帯剣した護ご衛えいを連れてきた!!」

			　いや、普通にこの乱戦の中なら、王の周りが一番安全な場所だろうよ。

			　合流しようとするのは当然だと思うけどな。

			　というか、ミフィー王女は城内の詳しい地理を知らないし、とりあえず王の間に行くしか選択肢がないだろうよ。

			「なーにを言っとるか。妾わらわたちが魔物を一掃してきたからに決まっておろう。何のための護衛と思っておるのか」

			「それも怪しいのだ!!　我らの精鋭ですら怪け我がを負っているというのに、お前らは傷一つ負っていない!!　まさに、城を襲った魔物と手を結んでいた証拠ではないか!!　また、魔物の部隊も同様だ!!」

			「大臣、貴様っ!!　我らと必死に戦って、ここまで来たミノタウロス将軍たちに向かって、その口の利き方はなんだ!!」

			　あ、ミノちゃんたちと一緒にいたハインさんが切れた。

			　あの人に手伝ってもらおうと思っていたから、さすがに冷静さをなくしてもらっては困る。

			「あのー、いったい何が起こってるんですか？　魔物を退治してよかったねって感じじゃないですが？」

			「ちょっ、ユキ!?」

			　この空気の中で飄ひよう々ひようと発言した俺に、エージルが目を白黒させている。

			　まだまだ甘いな。

			「はっ、白々しい!!　お前たちが、この惨状を引き起こしたと言っておるのだ!!　ええい、なにをしておる、さっさとそいつらを捕らえんか!!」

			　大臣はそう言って周りの兵に指示を出すが、肝心の王様が迷っている様子なので、兵士たちは顔色を窺うかがうばかりで動かない。

			　さーて、仕上げを開始しますかね。

			「えー、なに言ってるんですか？　俺たちは停戦しに来たのに、そんなことするわけないじゃないですか。まあ、そこは置いといて、さっき街に行った嫁さんたちが心配で追いかけたんですけど、その時になんか変な物を拾ったんですよ。これ、読めますかね、ハイン殿」

			　俺はそう言って、手に持った紙をわざと見せびらかすようにひらひらさせながら、ハインさんに渡す。

			「そ、それはっ!!　か、返せ!!」

			「なにをそんなに慌てているのだ、大臣？　むっ、これは……なるほど。ユキ殿、感謝いたしますぞ」

			「いえいえ。落とし物を拾ったんですが、誰の物か分からない以上、信頼のおける人に相談して渡すのがいいでしょう？」

			　そう言ってハインさんにニヤリと笑いかけると、ハインさんもニヤリと笑みを返す。

			「なるほど、その通りですな。いやー、これは私にも分かりませんな。そうだ、陛下なら分かるやもしれません。ほら、この通り武器は置きました。どうか誰の物か見ていただけませんかな？」

			　くっくっく、分かっていやがるぜ、この爺さん。

			　あと、大臣、お前分かりやすすぎ。

			　さて、周りの嫁さんたちも、俺とハインさんのやり取りを白い眼で見始めた。

			　さすがに付き合いが長いから分かってるよな。

			　そう、この状況は俺が仕組んだ。

			　いや、大臣さんが自爆してくれたのよ。俺は悪くなーい。

			　で、その大臣の様子とハインさんの演技から察したのか、王様もわざとらしくその紙を受け取る。

			「ふむふむ。なるほどな、これは本人に詳しく聞かねばならぬな？　なあ、ノク大臣。ローデイ国の印とエナーリア王都の襲撃を協力すると書いてあるな、お主の署名入りで」

			「そ、それは何かの間違いでございます!!　そうだ、あ奴らが私を陥おとしいれるために仕組んだのです!!」

			「ほう？　まあ、わざわざジルバから来た護ご衛えい殿が、お主とローデイ国の密約の書類を拾ったのは不思議かもしれんな」

			「そ、その通りです!!　そのような書類が道端に落ちているのは不自然です!!」

			「確かに。ユキであったな？　この書類はどこに落ちておった？」

			　さてと、次のセリフでどんな反応するかね？

			「いや、普通に道に落ちてましたよ？　だって、城下町も魔物の襲撃があって、あちこち壊れてますし。多分、そのノク大臣の家も襲われたんじゃないんですか？　というか、ついでにノク大臣の身の潔けつ白ぱくを証明するために、屋敷を調べてはどうですか？」

			「ふむ、確かにそうだな」

			「そ、それはっ」

			　おいおい、あからさまに動揺してるな、おい。

			　霧華が前もって調べてくれたおかげで、この大臣が他国とよからぬことをやっているのは知っていたが、屋敷を家探ししてなにか出てくるような下手をうってるのか？

			　こりゃ、霧華に証拠を置いてきてもらう必要はなかったか？

			　わざわざ前もって、魔物を呼び出せるマジックアイテムとかを渡したりしたのに。

			　しかし、アレだよな。

			　俺たちがエナーリアの重鎮たちと仲良くなるための生いけ贄にえが必要だったわけだが、偶然、スィーアたちが街を襲ってくれたおかげで、ある意味助かった。

			　だって、俺たちがエナーリアの人たちをわざと襲わなくて済んだし。

			　いや、実行するにしても、城の人だけにとどめるつもりだったけどね。

			　城下町まで魔物が出現してくれたおかげで、暗躍がしやすかったわ。

			「どうした？　お主が本当にエナーリアへ反していないのならば、調べられても問題はあるまい？」

			　で、王様のその言葉が止めとなったようだ。

			「くそっ!!　ローデイの奴らめ、失敗しおって。覚悟しろお前ら!!　今日から私がエナーリアの王となるのだ!!」

			　そう言って、俺経由とは知らず渡されていた魔物を呼ぶマジックアイテム――見た目は黒い水晶だ――を掲げる。すると、今まで暴れていたのと同じ魔物、グレーターデーモンが現れた。

			　いやー、使う魔物まで同じだったから、あの時は驚いたよ。

			　でも、その後、ダンジョンを使っていたのが分かって妙に納得した。

			　グレーターデーモンは、一定の魔力が溜まると分裂、というか仲間を呼ぶみたいなことができる。つまりは、低コストでたくさん魔物が揃えられるのだ。

			　余談だが、ウィザード◯ィのグレーターデーモン狩りは間違いでなかったということだ。

			　まあ、そんなことしても、たかだかレベル90の魔物が集まったところで……俺と嫁さんたちには意味がないけどね。

			　ドサドサッ。

			　そんな音が響いたあと、最後に軽い音で、トッと何かが落ちる音がする。

			「ぎゃぁぁぁああぁぁあ、私の腕がぁぁぁぁぁあ!!」

			　叫んでいるノク大臣を取り押さえて、呆けている王様たちに言葉をかける。

			「あの、この大臣さん、どうします？」

			「はっ!?　た、助かったぞ。大臣を捕らえよ!!　そして、大臣の家を捜索するのだ!!」

			「「「はっ!!」」」

			　これで合法的にお偉いさんに俺たちの実力も見せられたし、ちょっかい出してくる奴は減るだろう。

			　あとは、外でファンファン（以下略）を踊っている２人を回収して、調べ物をして……あー、まだやることが多いな。

			　あ、でもこれだけは言っておこう。

			　真実は、いつも１つ!!

			　そして、俺は悪くなーい。

		

	
		
			　

			第２３９掘：事件のまとめと今後の方針

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　俺はなぜか、エナーリア聖都にはるばるやって来たのに、紙の山に埋もれている。

			　出張先ってさ、軽く資料整理するぐらいで、基本は交こう渉しよう先との話し合いが重要なはずなんだけどな。

			　まあ、エナーリアの地下にダンジョンを作った？　いや、復興させたわけだから、ある意味支店を作ったってことになるんだろうが……。

			「えーっと、この関連資料はどこだっけ？」

			　俺はそう言いながら、紙の山を探る。

			　あー、もう、見つからない。エナーリアのダンジョン内に急遽仕事場を作ったので、ウィードの仕事場とは勝手が違うのだ。

			　くくく、まったくダンジョンは増えるばっかりで、調べることも山ほど。

			　その一方、人手はまったく足りてない。

			　なんで、社長ポジションの俺が事務作業をしないといけないんだよ。

			　こんな会社、日本だとすぐ潰れるぞ。

			　社長ってのは、資金繰りで方々に顔を出すのが仕事なんだ。社員と一緒になって雑務をしてるとかないわー。

			　まあ、財源、もといＤＰについては十分確保してあるんで、資金という面ではほぼ問題ないのだが……魔力枯こ渇かつ問題に関してはまったく解決の目途が立っていないが、下手に人手を増やすわけにはいかないんだよな。

			　会社の例えで言うと、秘密プロジェクトを実行中って感じ。よその会社に感づかれないように、秘密裏にやる必要があるのだ。

			　だから、関わる人も必然的に信頼のおける人に限られる。

			　しかも現状は、この世界基準で考えると、お互いが知らないような大陸の間を行き来している前代未聞の状態だ。

			　もしも地球上で、まったくの未開の地や大陸なんかが見つかったら、見つけた国は利権のために秘匿するに決まってる。

			　まあ、現実的には隠し通せないだろうから、最初に見つけたことを宣言して権利を主張し、仲間になってくれる大国と利権を分け合うのが理想的だよな。

			　ははっ、改めて地球の価値観で現在の状況を考えると、本当にトンデモないことをやってるよな。

			　そんなことを考えながら紙束を探るが、資料が見つからない。

			「あれー、ないぞ？」

			　確か、ここに置いておいたはずなんだが……。

			　そう、確かに昼食をとる前には、ここら辺に置いてあった。

			　さすがに、ボケるにはまだ早い歳だが……やはり資料が見つからない。

			「なにしてるんですか？」

			「ええ、リーアの言う通りです。なにをしているのですか？」

			　一緒に書類仕事をしていたリーアとジェシカが、揃って声をかけてきた。

			　さすがに、引き出しを１個ずつ開けだしたら気になるよな。

			「いや、これの関連資料を机の上に置いておいたと思うんだけど、ないんだよ」

			　そう言って、ぴらぴらと１枚の紙を見せる。

			「ユキさんが、資料をなくすなんて珍しいですね」

			「……大丈夫ですか、具合でも悪いのでは？」

			　そう発言をすると２人とも真顔になって席を立ち、近寄ってくる。

			「落ち着け、具合なんて悪くないから。というか俺が具合が悪かったとして、どうするつもりだ」

			　真顔で迫る嫁２人に寒気がして、俺も席を立ってドアの方へ後ずさる。

			「なに言ってるんですか？　具合が悪いなら、お布団で寝てないといけないんですよ？」

			「リーアの言う通りです。ユキが倒れることは、世界の破滅と同義だということを忘れないでください」

			「ジェシカの言う通りですよ。こうやって逃げようとするから、やっぱり私たちが一緒に寝てあげないといけないようです。ね、ジェシカ」

			「その通りです。書類仕事は後でもできます。資料をなくしてしまうような状態で仕事を続ける方が問題なのです」

			「ぐっ」

			　リーアの一緒に寝たい発言はともかく、ジェシカの仕事効率が落ちてるんだから休めやって意見には反論できん。

			　でも、本当に覚えがないんだよ。

			　さすがに、この機密だらけの資料をなくすなんてことはないんだけどな……。

			「おーい、ユキ。この資料返すぞ……って、何をやっとる？」

			　突如、ドアが開かれ、デリーユが紙をひらひらさせながら入ってきた。

			「……お前が勝手に持って行ったのか」

			「ん……ああ、すまぬな。ユキは昼ごはんに出ておるし、妾わらわたちも状況把は握あくがしたかったのでな。で、なんでリーアとジェシカがユキに襲い掛かろうとしておるんじゃ？　というか、妾も混ぜろ」

			「お前のせいで襲われそうになってるんだよ!!　資料を持ち出すな!!」

			　デリーユを引き寄せると、頭に手を置き髪をわしゃわしゃする。

			「わ、悪かった。妾が悪かったからやめるのじゃ。髪が乱れるぅぅぅ!?」

			「というわけで、デリーユが持っていってただけで俺の具合は悪くない。だから座ってくれ」

			「「ちっ」」

			「おい」

			　本当に俺の嫁さんたちは油断ならん。

			「で、デリーユは状況把は握あくがしたかったって？」

			「ああ、そうじゃ。城の襲撃から凡そ３日じゃが、いまだ城、城下街は色々騒がしいからのう。下手に出歩くわけにもいかんし、エリスたちと話して、前もって集めていた情報でも……とな」

			「なるほどな。でも、これはエナーリア聖都襲撃の報告書と資料だぞ？」

			「その顛てん末まつについても把握しておいた方がよかろう。結局、ユキが１人で色々やってしまったんじゃから」

			「いや、それは、皆には準備が整ったら伝えるつもりだったけど、そこの２人がいきなり動き始めたからな、その暇ひまがなかった」

			　そう言って仕事場の端を指差す。そこには、みかん箱を机代わりにしながら、今までの経緯を正座で書かされている今回のエナーリア聖都襲撃事件の真犯人がいた。

			　今回の件は、表向きには大臣の謀む反ほんということになったが、実際には俺がまとめて利用して、どっちも潰した形だ。

			「いやー、酷ひどい事件だったな」

			「いや、ユキが一番酷いがな」

			「「うんうん」」

			　嫁さんたちは、俺がスィーアに全裸ダンスをさせたことを知っている。

			　ちなみに、服を着せたあとだが、ピースにも仇敵にあたるスィーアたちの姿を遠目に見せた。結果、ピースはファンファン（以下略）を踊っている２人を見て泣き出した。

			　もう大泣きだ。

			　なにがいけなかったのか、「私は、私は……なぜ……」ってそんな声が聞こえてきたけど、すぐに察した嫁さんたちがピースを慌てて連れて行った。

			　なぜ、いきなり泣き出したのか嫁さんたちに聞いてみたんだが、答えが曖あい昧まいでよく分からなかった。

			　セラリアだけが唯一、遠い目で……。

			「きっと、人生を否定されたような感じなんでしょうね……」

			　と、そんなことを言っていた。

			　いや、どこに人生を否定される要素があったよ？

			　ピースの仇かたきともいえる敵を捕まえて、ファンファン（以下略）を踊らせてたのに。

			「で、資料を読んで理解はできたか？」

			　そうそう、資料を持って行ったのは、状況を知りたかったから。

			　嫁さんたちには相談しないで行動を起こしたからな。ここ３日間は忙しかったし、資料が説明代わりになるなら楽だ。

			「うむ。エリスやラッツもおったしのう。バッチリじゃ」

			「いや、それは自分で読んで分からなかったから、エリスとラッツが教えてくれたってことじゃないか？」

			「細かいことはいい。妾わらわもしっかり理解できたから万事ＯＫ」

			「まあ、分かったならいいさ。２人には説明した方がいいか？」

			　リーアとジェシカは説明を聞いていないはずだ。分からないなら、ここで説明した方が手間が省ける。

			「お願いします。私はずっとダンジョンで監視役でしたし」

			「私もお願いします。何も知らされてなかったので、デリーユとピースが来るまで、ミフィー王女様とずっと部屋で待機していただけですから。ほとんど、気が付いたらことが終わっていた状態です」

			　２人が職務に忠実だったから、俺も色々心配しないでやれたんだよな。

			　どっちかがいなかったら、人手が足りていない状況だったし、城下街の被害はもっと大きかったかもしれない。

			「よし、なら説明をしよう。デリーユも、ここでもう１回聞いていけ。エリスやラッツの見解とは違うかもしれないしな」

			「分かった」

			「そこのみかん箱で報告書を書いてる２人も、休憩して聞いていいぞ。そっちの動きがどう使われたのかが分かるから」

			「……ううっ。なんで、こんなことに」

			「スィーア、しっかり気を持つんだ」

			　なんで、俺が虐いじめてるみたいになってるかな……。

			　俺は悪くないのに。

			　さて、あれから３日経ったし、今までの流れを復習しよう。

			　俺自身も、振り返ることで新たに気が付く事実があるかもしれない。

			「じゃ、まずは俺が取ろうとした作戦な。今回の目的は、停戦を速やかに締結させて、俺たちが自由になる時間を増やすことだ……」

			　そう言いつつ、ホワイトボードに書き込み始める。

			　皆が真剣な表情でホワイトボードを見ながら、俺の話に耳を傾けている。

			　実際、やってることだけ見れば地味なんだよな。

			　目的は言った通り、停戦を速やかに締結させて、俺たちが自由になる時間を増やすこと。

			　これは、魔力枯こ渇かつの原因を探るためだ。

			　でも、停戦を締結させただけで、俺たちが安心して調べ物に没頭できるかと言われれば不安要素が多い。停戦に反対している勢力が、その気持ちを燻くすぶらせたままでいるわけで、勝手に動き出す可能性が高いからだ。

			　停戦反対派に色々ちょっかいを出されると、俺たちの立場上、面倒なことこの上ない。

			　だから、その燻っている連中を利用しようと思ったわけだ。

			　停戦反対派にとっては、ちょうど責任を擦り付けられるミフィー王女がいるいい機会なのだ。自分たちが責任を問われない方法があれば、この状況を利用しない手はないだろう。

			　ということで、先にエナーリア聖都に潜入してもらった霧華たちに、不満を持っていそうな重鎮たちを調べあげてもらい、なおかつ他国とやり取りをしている連中を選定してもらったわけだ。

			　その選定にドンピシャで引っかかったのが、ノク大臣。

			　エナーリアとは同盟関係にある隣国ローデイと色々やっていて使いやすかった。

			　霧華がこっそり失敬したローデイとのやり取りの手紙をコピーおよび編集してやった。適当に騒ぎを起こすから、そっちに渡した魔物召しよう喚かんのアイテムで罪をミフィー王女へ擦り付けるべしってな。

			　で、俺たちはそれを利用して、停戦賛成派と一緒に共闘して停戦否定派の代表を撃破、お互いの理解が深まり、戦友として受け入れられ、残っている不穏分子も動きにくくなる……という予定だった。

			　が、結果は知っての通り。どこかの革命家さんかなにか知らんが、最後は全裸で踊ったりしていた奴らが城や街に魔物を放って、大騒ぎを起こした。

			　おかげで、どのタイミングで実行しようかなーと思っていたところを、急遽、アドリブで色々とやる羽目になったのだ。

			　まあ、スィーアたちが盛大にやってくれたので、大臣の家をぶっ壊しても問題なかったし、証拠の品を渡しても不思議がられなかった。

			　これが城だけの出来事だと、なんで大臣の密約を知っているのか追及されるだろうから、もっと工作をする必要があったのだ。

			　結局、城ではミノちゃんたちとデリーユ、ピースがハインさんと協力して魔物を倒して兵を助けたし、街ではエリス、ラッツ、ミリー、ルルアが大活躍。最後に、大臣が苦し紛れの抵抗で魔物を召しよう喚かんしてくれたんで、それを餌にエナーリアの王様や重鎮たちへ俺たちの実力を見せられたというわけだ。

			　これによって、俺たちにケンカを売るなら、この前の魔物以上の被害が出るぞって脅おどしにもなったってこと。

			「こんな感じで、結果的には俺たちが動くためにはありがたい状況になったわけだ。いやー、不幸中の幸いってことだな」

			　長い説明を終えてホワイトボードから離れる。

			　しばらく嫁さんたちは説明を頭の中で反復している様子だったが、それが終わるとともに横にいるスィーアたちへ目を向けた。

			　そこには、両手で顔を覆おおって泣いている２人がいた。

			「ううっ、なんで、なんで……」

			「……完かん璧ぺきな作戦が……」

			　うん、ドンマイ。

			　そっちもおそらく、この停戦に乗じて色々やろうと思っていたんだろうが、実力で勝る俺たちがいたのが不幸だったな。

			「ということで、俺たちはこれからエナーリアの復興を手伝って好感度を上げ、後で色々動きやすい環境を整える下地を作りたい。まあ、裏で色々調べはするけど、仲良くなって悪いことはないからな」

			「なるほどのう」

			「分かりました」

			「実に、理に適ったやり方だと思います」

			　３人とも理解したのか頷いている。

			「で、デリーユ、エリスたちから聞いていた見解とはなにか違いがあったか？」

			「いや、概おおむね同じじゃよ。でも、こうしてユキの本音を聞いてみると、やっぱりユキじゃなーと思うのう」

			　……俺らしいね。褒ほめ言葉だと思っておこう。

			　さて、そこで泣いている哀れなピエロたちに、もう１つ教えておかないとな。

			　あ、ちなみにピースの存在は知らせてないので、この２人はいまだに俺たちが何者でなぜ負けたのかも分かっていない。

			　だから、まだ希望を持っているかもしれないが、その件についてはついでに折っちゃおう。

			「それで、そこの２人の聖剣使いさんや。言っておくが、助けなら来ないから。いや、来てもどうにもならないから」

			「……な、なんでですか!?」

			「……やめろ、スィーア。挑発して、私たちからなんらかの情報を得ようとしているのだ」

			「そ、そうね。私たちはあなたたちの脅おどしに屈したりはしません!!　私たちを倒したところで……」

			　スィーアがお約束の言葉を言おうとしたので、セリフを被せる。

			「あの時、１人遠くから監視していた聖剣使いがいてな。ちょっと細工をさせてもらったから」

			「「え？」」

			「そいつが、無事に俺たちのことを報告してくれれば、楽に迎げい撃げきできるんだよな。まさか、ばれてないとでも思ってた？」

			　２人があんぐり口を開けている。

			　そりゃ、あんだけ大規模なことをしたんだ。失敗するにしろ成功するにしろ、状況を監視して報告する奴がいるのが当たり前だろう。

			　というか、そこに気が回らないレベルなら、俺たちの敵、つーかおもちゃにすらならん。

			　ちなみに、その監視役の聖剣使いは、すでに俺の指揮下だったりする。

			　まあ、自覚はないけどな。

			　そっと近づいて、気が付かれないように支配下においたから、本人としては普通に俺たちのことを報告したと思っているだろう。

			　敵さんの作戦も筒抜け、面も拝み放題。

			　戦いはすでに始まっているのだよ。

			「ベータン一帯に攻めてきてくれたら、ありがたいんだけどな。一応、主戦力はこっちに集めてるって辺りに流布してあるし、２人が無事なのは確認させたから、ベータンのメンバーを誘拐でもしようと考えるだろうし……」

			「そ、そうだ!!　お前がどこまで知っているのかは知らないが、お前たちの仲間はもう助からない!!　移動速度が違うからな!!」

			「そうです!!　悪いことは言いません。私たちを解放すれば、仲間が助かるかもしれませんよ!!」

			　うん、普通に考えれば転移が使える彼女たちに速度で敵うはずがない。

			　が、２人を見つめる嫁さんたちの目は変わらない。それどころか、さらに哀れなものを見つめる目になっている。

			「……ユキ、容よう赦しやないのじゃな」

			「……えーっと、私たちも追いつけますし……」

			「……トーリたちが、この程度のレベルで負けるはずがありませんね」

			　３人の言葉で目が点になる２人。

			　そう、わざと情報を流したのだ。

			　さっさと片付けるため、あとは無駄な魔力拡散を防ぐため。

			　どんな目的があるのか知らんが、レベルが高い魔物を出して魔力を各地に散布されると何が起こるか分からん。

			　だから、管理している場所で済まさせてもらおう。

			「ふははは、せいぜい足あ掻がいてくれることを祈るよ。それはそれでいい情報収集になるしな」

			　そう言ったところで、はっと気付く。

			　……ん、なんか今の俺って。

			「なあ、今の俺って悪役っぽい？」

			「「「うん」」」

			　ああ、お約束の負けフラグを立てたっぽいな。

			　仕方ない、もっと作戦を何重にも割り増ししないといけないな。

		

	
		
			　

			落とし穴40掘：子供と思い出

			　

			　ｓｉｄｅ：セラリア

			「あーうー」

			　私の腕の中には天使がいる。

			　私の指先をぱっちりと開けた目で追いかけ、小さな両手で捕まえては遊んでいる。

			　生まれてから３か月近く経ったが、サクラの可愛かわいさはとどまるところを知らない。

			　目をしっかり開けた時なんか、娘の瞳ひとみの綺き麗れいさは世界一だと思ったくらいだ。

			「う？」

			「どうしたのかしら？」

			　娘の視線の先へと目をやると、そこにはラッツとその娘のシャンスがいた。

			　シャンスという名には、地球のどこかの国の言葉で幸せという意味があるらしい。

			　……と、そんなことはどうでもいい。

			　娘の視線は、おそらくシャンスのある場所に向いている。

			　私だって、サクラがいなければシャンスのあそこを触りたいもの。

			　２人とも私たちの可愛い娘だが、サクラとシャンスにはある明確な違いがある。

			　それはウサミミだ。

			　シャンスは兎人族のラッツの娘だから、兎人族特有のウサミミと丸尻尾しつぽがあるのだ。

			　分かってはいた。当然、子供にもそれがあると。

			　しかし、それは経験を伴っていなかった。

			　あの小さな可愛かわいらしい容姿に、可愛いウサミミがついてるのだ。

			　初めて、それを見た瞬間、私は鼻血を出した。

			　可愛すぎたのだ。

			　サクラも私と同じように、可愛いものが好きに決まっている。

			　だから、シャンスから目が離せないのだろう。

			　世間でたびたび獣人の子供の誘拐が起こるのも納得だ。

			　今後を考えると、トーリ、リエル、カヤ、シェーラの子供がケモミミつきだから……うーん、とても楽しみだわ!!

			「うー」

			「おや、シャンス、どうしましたか？」

			　あら、シャンスの方もこちらを見ているみたい。

			　ラッツも合わせてこちらに視線を向けた。

			「なるほど、お姉さんが気になりますか？」

			「あーあー」

			　シャンスが声を出しながら、こちらに手を伸ばす。

			　その様子を見て、ラッツが頷いて近寄ってきた。

			「セラリア、いいですかね？　シャンスがサクラお姉ちゃんに興味津々なもので」

			「いいわよ。でも、こんな小さな時から姉妹って認識があるのかしら？」

			「さあ、どうでしょう？　と、シャンス、貴女のお姉ちゃんですよ～」

			「サクラ、貴女の妹のシャンスよ。可愛いわね」

			　そう言って、サクラとシャンスを顔合わせさせる。

			「うー？」

			「あー？」

			　別に、これが初めての顔合わせというわけではない。

			　だが、子供たちにとっては毎日が新鮮なのだろう。

			　可愛い瞳ひとみを真ん丸にしてお互いを見つめ合っている。

			　もう、この２人の姿も可愛いわ。

			　写真を撮らなくちゃ。でも、両手が塞がってるのよね。

			　誰か、いないかしら？

			　そう思って辺りを見回していると、パシャっと音が聞こえた。

			　私とラッツが慌てて音がした方を向くと、愛しい夫がカメラを片手に微ほほ笑えんでいた。

			　まったく、子供ができてからというものカメラが必需品になったわね。

			　ついでに言うと、夫の横でも、妹のエルジュがカメラを片手にはぁはぁ言っている。

			　……うん、我が妹ながらその興奮の仕方はないと思うわ。あとで、お話ししましょう。

			「あーあー!!」

			「あうー!!」

			　……っと、子供たちから目を離しているうちに何かあったみたい。

			　視線を戻すとサクラとシャンスが、お互いに体を触って遊んでいた。

			　しばらくその光景を、微笑ましく見守っていたのだけれど……。

			「うー!!」

			「あうっ!?」

			　サクラが、突然、シャンスのウサミミに手を伸ばし、思いっきり握りしめた。

			「あうーー!!」

			「ふぎゃぁぁーーー!!」

			　獣人族のケモミミは、とてもデリケートだ。大人でも触られるのを嫌がる。

			　幼子であればなおさらだ。

			　大声を上げて泣き出すシャンスに、さすがに私も慌てた。

			「こら、サクラ、やめなさい!!」

			「ふぇ!?　ふぎゃぁぁーー!!」

			　私の声に驚いたのか、サクラがびっくりしてシャンスの耳から手を放すと泣き出した。

			　その隙をみて、咄嗟に私とラッツはお互いに距離を開ける。

			「よしよし、お耳は大丈夫みたいですね。痛くないですよ～」

			　ラッツがそう言って泣きじゃくるシャンスをあやす。

			　私もおいたをして泣いているサクラをあやしながら、ラッツへ頭を下げた。

			「ごめんなさい、ラッツ」

			「いえいえ。しかし、子供はどう動くか想像もつきません。本当に目が離せませんね」

			「ええ、本当に」

			　まだ、ハイハイもできないのに、なんでウサミミをガッシリ握ってしまうのかしら。

			　本当に可愛かわいいモノ好きでと言うなら、末恐ろしいわね。

			　

			　まだ幼い我が娘たちは、少し遊ぶと疲れてすぐに寝てしまう。

			　ちゃんと各々専用ベッドに寝かしつけて、仕事に戻りましょう。

			　ちなみに子供の世話に関してだが、仕事中はキルエやその日の当番の妻がしてくれる形になっている。

			　で、今日は私の当番ではないのだけど、何というか、その時タイミングよくベビー室に私だけが残っていた。

			　トイレに行きたいということで、私が代わりに残ったのだが、その時に１人の子供が起きて泣き出した。

			「エリア、どうしたのかしら？」

			「ふぎぁぁぁぁーー!!」

			　エリスの娘エリアが、突如泣き出したのだ。

			　すぐに抱き上げて様子を見るが、オムツの交換というわけではないし、いったいどうしたのだろう？

			　だが、疑問はすぐにとけた。

			　抱きかかえたエリアが、私のおっぱいに手を伸ばしだしたのだ。

			　なるほど。察しがついた私は、すぐにおっぱいをあげることにする。

			「んく、んく……」

			　予想通り、エリアはすぐにおっぱいに吸い付き大人しくなった。

			　うん、お腹が減ってたのね。

			　たくさん飲んで大きくなるのよ。

			　優しく頭を撫でながら、必死におっぱいを飲む姿に微ほほ笑えむ。

			　私のお母様たちもこんな気持ちだったのだろうかと、子供を授かってから何度も思う。

			　お母様は、幼い私たちを残して逝いってしまうことをどれだけ悔やんだだろうか。

			　私だったら、そんな状況に耐えられそうにない。たとえ子供の前だろうと、何とか生き残りたい、子供の成長を見届けたいと泣き叫ぶ日々を送るだろう。

			　でも、私のお母様たちはそんな素振りをいっさい見せず、最後まで私たちの優しい母でいてくれた。

			「いつか、あなたたちの顔を見せに行かないといけないわね」

			「う？」

			「ごめんなさい。ゆっくり、おっぱい飲んでていいのよ」

			「うー、んく、んく……」

			　そう、いつか、ロシュールの王家の墓へ、そこに眠る母たちに我が子たちを見せにいこう。

			　生身で行くから心配だが、夫も否定はしないだろう。

			　我が子たちを見せた後、色々なことを話そう。

			　まずは、愛しい夫とのおかしな出会いからだ。今までずっと剣を振って生きて来たのに、夫にいきなり台なしにされたことや、気が付けば世界を背負う夫と一緒に歩いていくと決めたこと、神様と気軽に話していること……。

			　ふふっ、お母様たちは、こんな嘘みたいな話についてこられるかしら？

			「あら、セラリアが当番でしたか？」

			　いつの間にかエリスが現れていた。

			　確か、今日はエリスとリーアが当番のはず。

			「いえ、ちょっとキルエが席を外したから戻ってくるまでの代わりよ」

			「なるほど、と、エリアですか。すいません」

			「いいのよ。エリスだってサクラの世話をしてくれるでしょう。というか、全員、私たちの娘よ」

			「そうですね」

			　エリスが私の隣の椅子に腰を下ろす。

			「今でも不思議な感じです。この子が自分のお腹から生まれた。そして、この子のお父さんがユキさんだって」

			　エリスは、私のおっぱいを飲んでいるエリアを見てそう微ほほ笑えむ。

			「なにを言ってるのかしら。私たちの中で、一番ユキと頑張ってたのはあなたでしょう」

			　そう、このエリス、大人しそうな顔をして、夜の方はユキがへろへろになるくらい頑張るのだ。何度か見たことあるが、さすがの私もあれはできそうにない。

			「い、いえ、そういうことではなくてですね。……その、奴ど隷れいから解放されてから、ようやく２年とちょっとになるかってところで、あの時からさほど時間は経っていないと考えると、とても不思議なんです」

			「ああ、そういうことね。……確かに、大忙しだったわ」

			「はい」

			　エリスの言う通り、この２年ほどは大忙しだった。

			　もう、私たちがやってきたことは、伝説に残る勇者さまたちの偉業を超えてしまっているのではないだろうか？

			　私がダンジョンに向かってから、わずか半年でロシュールから独立し、建国。その後、魔王を倒して、さらに新しい大陸の調査に乗り出している。

			「でも、大忙しなのに、こうやって自分たちの子供を産んで、育てることができている。凄すごいですよね」

			「ええ、普通なら私たちも子供は乳母たちに任せきりで、仕事ばかりでしょうし」

			「それどころか、そもそも私はセラリアとも会うことはなかったでしょう。奴隷に落ちた時点で、人生は決まったようなものでしたから」

			「普通はね。でも、夫がいた」

			「はい。最初に出会った時、私は皆の代わりにユキさんと話したんですよ。あの時は、もう、少しでも怒りを買ったら、その場で斬り捨てられるか動物の相手でもさせられるかもと思ってましたよ」

			「確か、ラビリスにダンジョンマスターってことがばれて、そのまま話をしてたんだっけ？」

			「ええ、おかげで生きた心地がしませんでした。でも、身がまえていたところを、蓋をあけて見れば旅館での好待遇の生活が待っていたわけです」

			「あははっ、それは驚くわね。まったく、その時から夫は変わらないわね。と、エリアは寝ちゃったみたいね。エリス、あとはお願いするわ」

			「あ、はい。お仕事頑張ってください」

			　そっとエリアをエリスに渡して部屋を出る。

			「うーん、子供たちに癒いやされたし、お仕事頑張りましょう!!」

			　私は軽くガッツポーズをして、溜まっている仕事を片付けに仕事場へ向かう。

			　

			　これまで色々とやってきたが、実際のところ、ユキの本当の目的に関してはほとんど進んでいない。

			　いや、まだまだ気が遠くなるほどの時間がかかる使命なのだ。

			　その手助けになるのなら、私も精いっぱい頑張ろう。

			　きっと、それが我が子たちの幸せな未来に繋がるのだから。

		

	
		
			　

			第２４０掘：筒抜け

			　

			　ｓｉｄｅ：ニーナ

			　暗い部屋を蝋ろう燭そくの明かりが照らしている。

			　部屋の中では、現在、椅子に座った仲間たちが、私からの報告を黙って聞いている。

			　……私は、あの信じがたい結果をなんとか伝え終えた。

			　重苦しい空気の中、リーダーが口を開くのを待つ。

			　そう、私だって信じられない。

			　かつての大戦――あの壮大な愚から、すでに４００年以上。

			　人はいまだ愚かな争いをやめず、確実にあの日から衰退している。

			　物理的にだ。

			　年々騎士たちの平均レベルは下がっているし、大規模魔術どころか、ちょっとした魔術ですら使えない人が多くなっている。

			　また、魔物が減少したことにより、人々は絶対的強者と戦う経験がまったくなくなった。

			　私たちは、その腐りきった人々を排除するために、今まで溜めに溜めたＤＰを使ってグレーターデーモンを呼び出した。これによって、確実にエナーリアは無人の国となるはずだったのだ。

			　だが、結果は違った。

			　人々を殺しつくすために、魔物を分散させたのがまずかったのか。いや、あれを撃退される可能性を考えていなかった。

			　違う、きっと魔剣使いとかいうゴミなら、多少はやるだろうと思っていた。

			　だが、数で簡単に押しつぶせると考えていた。私も、スィーアもキシュアも。

			　しかし、エナーリアには別の何かがいた。

			　その何かを、状況を監視していた私は目撃した。

			　空をわが物顔で飛んでいるグレーターデーモンが、みるみる落下していく。

			　それを成しているのは、おそらく最低３人。

			　１人は黒髪の人族、ハッキリと姿が見えた。

			　空を飛んでいるグレーターデーモンに飛びついては首を撥はね飛ばし、そのまま次へ飛び移っていく様子が視認できたのだ。

			　もう１人は、おそらく弓を使っている。なぜなら、私の所まで矢が飛んできて、地面に突き刺さったから。

			　これほど遠くまで飛ぶのなら、近距離で撃たれたものは生きてはいまい。

			　最後の１人は槍やり使い、これも、私の所まで槍が飛んできた。

			　すぐさま私は戦場にいる２人へ連絡を取ったが、信じられないことに、すでに敵に捕まったという。

			　意味が分からない。作戦が漏もれる要素はなかった。

			　しかし、隠れて確認しに行くと、本当に２人はロープで縛しばられて跪ひざまずいていた。

			　それで私は、２人の近くにいる男の顔をしっかりと覚えて、仲間たちの下へと報告に戻ったのだ。

			「……信じられん。と言うのは簡単だな」

			　リーダーのその声で、私はあの時の記憶から引き戻される。

			　私以外の仲間も、一斉にリーダーの方を向いた。

			「だが、ニーナがここにいて、スィーアとキシュアとはまったく連絡がとれない。情報に多少違いがあれど、作戦が失敗したことには間違いあるまい。想定したものとは違う方向だが、私たちがこれから行うことに変更はない。成功しようが失敗しようが、それでも続けていく。それが、私たちの方針のはずだ」

			　リーダーの言葉に全員が頷く。

			　そう、想定とは違った。

			　しかし、別に止まる理由もない。

			「まあ、スィーアとキシュアを捕らえたとされる人物を調べる必要はあるな。２人が犯人だと突き止めた理由も含めてだ。何らかの理由があるはずだ。それを調べてから、２人が生きているのであれば救出作戦を展開しよう。まあ、殺されていれば、ダンジョンコアを回収すればいいだけだ。……生きていた方が、私たちの作戦は楽になるがな」

			　その言葉で、いったん辺りに静寂が戻る。

			　ゆらゆらと蝋ろう燭そくの火だけが揺れている。

			「では、ニーナは引き続き、スィーアとキシュアを捕らえた人物の情報を集めてくれ。……そうだな、万が一のためにレイラも一緒に行ってくれ。くれぐれも無理はするな。情報を集めるだけでいいから、勝手な行動を起こすな。情報が揃ったあと、またこうやって会議を行い、確実にことを成す。他の皆は予定通り、自分たちの担当の場所で行動を起こしてくれ」

			　私たちは、リーダーの様子を見て満足そうに頷く。

			　その後、リーダーが少し気構えを解いたようで、張りつめた緊張感が緩んでいくのを感じた。

			「不謹慎ながら、私はこの事態を嬉しく思っているのかもしれん……」

			　笑いながら、そんな不思議なことをリーダーが呟つぶやいた。

			「なぜでしょうか？」

			　１人がそう聞く。

			　リーダーが少し難しい顔をしてから口を開いた。

			「……自分でも計りかねているんだ。私たちの仲間を捕らえた者たち、それが本当にいるとすれば、私たちの最大の障害となるだろう。この大地から人という種を消そうとしているのだから当然……」

			　確かに、スィーアとキシュアを実力で捕らえたというのなら、私たちの障害となりうるでしょう。

			　リーダーの言う通り、私たちの目的はこの大陸の人々の絶滅なのですから。どこかで、確実にまたぶつかることになります。

			「だが、それが不意に昔の自分たちに重なって見えてな。いや、存在を聞いただけだから、重なって聞こえた（？）が正しいか。あの日の、無知だった私たちに。……きっと皆、分かりあえると信じて剣を握った。そんな敵がまだいるのかと思うと、少し嬉しくてな。まあ、加減なんかはしない。ピースのように敗北してしまえば、私たちがここまで生きた理由がない。……その敵に相対した時に、自分たちの若さと無知を悟らせるよう、心をへし折って消してやろう。あの時の自分を見るのは嫌だからな」

			　なるほど、確かにあの時の自分を見るのは嫌ですね。

			　でも、リーダーのその気持ちも分かります。

			　あの時、信じて剣を持った……。

			　それと似た敵だとしても、きっと私たちの計画に賛同してくれるとは思いません。

			　その知識すらないのですから……。

			　さあ、やることは決まりました。

			　私はその障害となりうる敵を徹底的に調べ上げ、ピースの二の舞になることだけは防ぎましょう。

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　そんな感じで敵さんの会議は終わりを告げた。

			　とりあえず、俺が言いたいのは１つ。

			「……お兄ちゃん、ねむい～」

			「兄様～、うにゅ」

			「ユキ……、んん……」

			　いつものちびっこ３人は、無理やり俺についてきた結果、この状態だ。

			　……即ち。

			「何時だと思ってやがる。こんな時間に会議とか馬鹿だろ？」

			　現在の時刻は深夜３時。

			　異世界だろうが地球だろうが、ほとんどの人々は寝ている時間だ。

			　宴会場の隅っこで正座をしている聖剣使い２人の方を見る。

			「い、いえ。そんなことを言われましても……」

			「そ、そうだ。私たちには関係ない」

			　た……く、４００年以上も経ってなんでこんな時間に……。

			　ん、ああそうか。

			「早起きがすぎるってところか？　年寄りだし、中身はお婆ちゃんか」

			「やめてください!!　歳は重ねていますが、外見も中身も少女です!!」

			「そうだ!!　酷ひどい言いがかりはやめてもらおう!!　あいつらの中身が年寄りなだけだ!!」

			「そ、そうです!!　私たちはちゃんと寝てる時間ですし、彼女たちが年寄り臭いだけです!!」

			　……うーん、これって仲間を売ったって言えるのか？

			　仲間のことをババア宣言とか、内部分裂しそうだな。

			「まあ、お婆ちゃんの戯言はどうでもいいとして、ピースはどう思う？」

			　俺はさっきの会議の内容をピースに聞いてみる。

			　だって、相手さんは全部ピースの知り合いだしな。

			「……え？　ええ、全員、ババアでいいのではないですか？　だって、若いか年寄りかって年齢で決めるものでしょう？」

			「「ピースゥゥゥ!!」」

			　ここで思わぬ裏切り者が現れたか。

			　いや、その若いか年寄りかの話じゃないんだけどな。

			「お前たちがなんで年寄りを毛嫌いしているか分からんが、私もその年寄りに入るしな。ただし、私たちを年寄りというカテゴリーに入れるのは、本当のお年寄りに対して失礼にあたるかもしれないが」

			「え、なんで？」

			「どういうことだ？」

			「お前たちも、ウィードの街を多少見て回っただろう。そこで生きる人たちから年寄りと呼ばれている人たちこそ、本当のお年寄りだ。今までしっかり生きてきて、経験を重ね、生活の基盤をずっと守ってきた人たちだ。ただ感情に身を任せて、血に濡れた私たちと同じにするのは失礼だろう」

			「「……」」

			「お前たちも、一度公園にいるお年寄りと話してみるといい。私たちが感情に任せて命の奪い合いをしてきたあいだ、彼らは必死に村を守り、作物を育て、子を守り、次代へつなげていった。それがきっと分かる。まあ、私がこうやって高説を垂れるのも失礼なんだがな。私も教えてもらった身だ」

			　うんうん、ピースをウィードに連れて来て正解だな。

			　ちゃんと勉強すれば、できる子だったんだよな。

			「ま、そこはどうでもいいんだがな。俺の聞き方が悪かった。ピース、あの会議についてはどう思う？」

			「ん？　ああ、そういうことですか、申し訳ない。おそらく、スィーアとキシュアが言ったように、この大陸の人々を絶滅させるつもりでしょうね。……私がした過ちを繰り返すとは、よほどのことがあったのでしょう。かつて自分たちが守ろうとしていた人を滅ぼすのですから……」

			「「……」」

			「何があってそうなったのかはいずれ聞くとして、とりあえずは、スィーアとキシュアの言った通りに敵さんは動いているわけだ」

			「ええ、人をこの大陸から消す。それを確実に行おうとしています」

			　ピースがそう言って、周りが静かになる。

			　人を大陸から消す、絶滅させるね……。

			　まあ、エージルが言っていた手記の話からすれば、人々に絶望したんだろうけど。

			　分かりやすいと言うか決断が早すぎると言うか、人類に絶望して、地球つぶしを実行するってのはね……。

			　いや、規模は小さいけど内容は似たもんだし。

			「さて、諜ちよう報ほう活動に加えて、ピースとスィーアたちの話で敵さんがこの大陸の人を絶滅させてしまおうとしているのは分かったが、俺たちはとりあえず、エナーリアでの調べ物を続ける。あとは、人脈の強化だな」

			「えっ!?　ユキさん、それじゃ、新大陸の人々を見捨てるの？」

			　リエルがとても悲しそうな目でこっちを見てくる。

			「いやいや、見捨てるつもりはない。だが、一応、俺たちの立場は傭よう兵へいだ。しかも、ジルバと契約中。これじゃ、他国へ飛びまわれないし、乾坤一擲で敵さんの集まってるところを襲撃して倒せればいいけど、しくじれば潜伏されて追うのが難しくなる。かといって、敵の秘密を話して各国に協力を要請することもできない。基本的に聖剣使いの裏話はタブーというか、国が隠しておきたい汚点だしな」

			「うー、ごめんねユキさん。ちょっと感情的になっちゃった。そっか。今できるのは、なるべく色んな国と仲良くして、有事の時には駆けつけられるようにすることなんだね」

			　リエルは俺の話を聞いて、好き勝手に動くのが難しいこと、国との関係が厄やつ介かいなことに気が付いたようだ。

			「そういうこと。まだ、国々はスィーアたち聖剣使いが動き出していることすら知らない。それに注意しろって言うのは不可能なんだ。だから、俺たちはエナーリア内で友好関係を広げて、すぐに動ける態勢を整えるのが大事だ。まあ、相手は残り７人。同時に色々動かれると、俺たちはかなりキツイ。正直、一網打尽にできないことはない。というかできると思うけど。それじゃ、意味がない。スィーアとキシュア、その仲間たちがなぜここまでのことを起こしたのか、各国の代表は知るべきだ。俺たちがなあなあで済ませていいことじゃない」

			「そっか、仲直りは大事だよね」

			「ああ」

			　うん、リエルの言っていることは正しい。

			　すっごく眩しい答えだ。

			　すんなり仲直りすることは厳しいと思うが、自分たちの祖先がしてきたことをひた隠しにしてたんだ。

			　そのツケってのを、身をもって知るといいクスリになると思う。

			「だが、これを知っているのは俺たちだけだから、被害は最小限に防ぐぞ」

			「「「はい」」」

			　よし、あとは敵さんの動きを、ニーナを通して詳しよう細さいに調べて被害を調整する。

			　そうすれば、俺たちが各国への貸しを作れるし、優位に動ける。

			　まあ、もう動きだしてるみたいだし、数か国は潰れる覚悟をしておかなきゃな。

			　人手は足りてないですから。

			「よし、今日の緊急会議は終わり!!　さっさと寝よう!!」

			「「「うん」」」

			「あと、そこのお婆ちゃん２人は、湯呑とか片付けておいてな」

			「「お婆ちゃんじゃない!!」」

			　オチもついたことだし、さっさと寝よう。

			　明日も早いんだ。

			　しかし、情報が筒抜けなのはいいが、この時間帯に会議を開かれるのは困るわ。

			　今度から録画にしてもらおう……。

		

	
		
			　

			第２４１掘：聖女の願いの残り

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　あーうん。

			　俺が完全にオマケね。

			　あの時はルルアと一緒に範囲回復魔術使ったけど、ルルアに全部持っていかれたか。

			　うん、分かるよ。

			　聖女様と一緒に来た男が、大規模な回復魔術を使えるとは思えないよね。

			　ルルアが全部やったと思うよね。

			　だってさ、俺が完全にほったらかし状態だもん。

			「聖女様、どうか私の子供を見てください!!」

			「お願いします!!　娘が、娘が高熱を!!」

			「後生です!!　どうか、夫の傷を見てください!!　崩落に巻き込まれて……」

			　まあ、外に出れば一般市民に見つかるわけで、あれだけ活躍した嫁さんたちは通りすがりの一般人とはいかなかったようだ。

			「分かりました。ですが、こんな往来の真ん中で治療をするわけにはいきません。大聖堂へ向かいましょう」

			「すいません、道を開けてください!!　これじゃ身動きが取れませんから!!」

			　ルルアとミリーがそう言って対応するが、周りを見れば山ほど患者（？）と思しき人がいるわけで、大聖堂には入りきれないんじゃないか？

			　そう思って、一緒にもみくちゃにされているエリスとラッツに声をかける。

			「エリス、ラッツ、これじゃ色々と大変だ。すまんが、２人は外回りで怪け我が人の治療を頼む。やばそうなのは、大聖堂に行くように言ってもらえればいいから」

			　俺がそう言うと、一斉に周りの人から視線が集まる。

			　……「なんだこの男？」って感じですけどね。

			「くぉら!!　人の旦那に不ぶ躾しつけな視線向けるんじゃねーですよ!!」

			「私たちの夫に失礼な態度をとるなら、治療はしませんからね!!」

			　その言葉で一斉に人が退いた。

			　いや、なにに驚いてるんですかね。

			　俺のことを興味津々な目で見るのはやめてください。

			「さあ、とりあえずルルアとミリーの治療がいい人は大聖堂へ。私たちの治療でいい人は、広場の方へ来てください」

			「その後、家から動けない人の訪問にあたります。ついて来てください」

			　そう言って、ラッツとエリスが人だかりを連れていく。

			　それで少し人が少なくなって、ルルアとミリーが残りを大聖堂に連れていく。

			「護ご衛えいを頼めばよかったな……」

			「本当にね。まあ、でもいいんじゃない？　予定通りではあるでしょ？」

			「まーな。予定通り、二手に分かれたよな。ニーナとお手伝いさん」

			　そう、あれから２日経って、ようやく正式に神官の爺様に会うことを許されたのだ。

			　まあ、あの大騒動から５日で大聖堂が再開できたことを考えると、結構、無理をしたんだろうなとは思う。

			　それで、予定通りどこかの秘密結社さんのメンバーが、宣言通り城から出た俺たちに張り付いてきた。

			　何と分かりやすいんでしょう。

			　ね、簡単でしょ？

			　と、言わんばかりの尾行である。

			　とりあえず、俺は絵心がなかったので、「ね、簡単でしょ？」は理解できなかった。

			「あなたね、せめてもう１人の名前ぐらい憶えておきなさいよね」

			「いや、なんでかな、どうも今回の敵は名前が覚えられないんだよ。真っ向から名乗り合ったわけでもないし、こうパッとした美人でもなかったと思うし……」

			「……あなたは、美人か不細工かで覚えが左右される人じゃないでしょうに、正直に言いなさい」

			「うん、あんまり興味ない」

			「はぁ……。でも、そんなふうにやる気のない感じじゃなかったら、今頃、彼女たちは生きてはいないでしょうけどね」

			「……」

			「なにせ、ピースの話が正しければ、前任者のダンジョンマスターを殺した相手。……私たちにとっては、即座に排除しなければいけない存在よ。相手の持っている情報の価値は認めるけど、生かしておく理由はないわね」

			　セラリアの言う通り、安全確保を優先するならさっさと殺してしまう方がいいのだが、上手くいけば情報と人手の問題が解決できるのだ。

			　スィーアたちと話した感じ、こうした行動を起こしたのはなにか理由があってだろうし、相互理解が進めば上手く仲良くなれると思うんだが……嫁さんたちにとっては、俺の命を危険にさらす可能性、実績のある相手だからな。

			　酷ひどい扱いをして同情を誘っておかなかったら、今頃、屍しかばねだったろう。

			「まあ、あなたの酷い対応のおかげで、殺す結論を出す前にスィーアたちと話すことができた。それが狙いなのは分かるけどね。本人たちは話したがらないけど、前任者を殺めた件については相当な理由があったみたいね」

			「殺しても、敵さんの怒りを買うだけだしな。殺すのは真実を知ったあとでも、敵さん全員を捕縛した後でもいいだろ」

			　そう、始末するのはいつでもできる。

			　問題は、なにがあって前任者が殺されたかだ。

			　ダンジョン運営についてのトラブルなら、俺も同じ失敗を犯す可能性があるからいきさつを知りたい。また、もしも魔力枯こ渇かつの原因に関係しているようならなおさらだ。

			　殺したくて殺したわけじゃないのは、分かり切っている。

			　何がどうなった結果、人の絶滅を願うことになったのかも知らんが、こっちはこっちの事情があるので好きにやらせてもらいます。

			「ひとまず、敵さんは宣言通り俺たちを監視してる。こっちはルルアたちをおとりにして、のんびり大神官と話でもしよう」

			「……こっちは敵の情報をほとんど手に入れてるのに、相手はいまだルルアやミリーたちの存在しか知らないのよね」

			「実質、あの騒動の最中では、空中を飛びまわって魔物を殺していたミリーしか目撃されていない。まあ、分かれたエリス、ラッツに監視の１人がついて行ったし、その後、俺たちのことを多少は調べたんだろうよ。とはいえこっちは隠してるわけじゃないんだし、さっさとベータンのことまで調べあげて、攻めてきて欲しいんだがな」

			「それが一番早く終わりそうよね。私たちが手を伸ばしていない場所で暴れられると、抑えようがないし面倒くさいわ」

			　そう言った意味でも、２人を生かしているんだけどな。

			　管理外の土地で魔力が拡散してドラゴンでも大量発生したら、もう大変だしな。

			　と、そんなことを話していると大聖堂に辿り着いた。

			「ようこそ、お待ちしておりました」

			　あの時の爺さんが部下をたくさん引き連れて待っていた。

			「お出迎え、どうも。で、見ての通り、色々ついてきちゃったので、中で治療していいでしょうか？」

			「ええ、さすが聖女様たちですな。どうぞお使いください。シスターたちをつけますので、どうか民をよろしくお願いします」

			　爺さんはそう言うと、シスターたちに指示を出してついてきた患者たちを中に案内し、整列をさせてこちらがやりやすいように手伝ってくれた。

			「とりあえず、俺たちは大神官さんと話してくるから、ルルアとミリーはこっちをお願いな」

			「はい、任せてください」

			「分かりました。そっちはお願いします」

			　２人はここに残って、患者の治療と追跡してきているニーナの足止めを行う予定だ。

			　で、俺とセラリアは、この大神官が話したかったことを聞くかね。

			「では、お２人はこちらへ」

			　俺たちは、大聖堂の奥へ招かれた。

			　……真下をダンジョン化してあるんで、ここは俺たちの庭も同然なんだけどな。

			　無論、監視役としてリーアとデリーユがスタンバイしてる。

			　ちなみに、もう１人の護ご衛えい役のジェシカは、ミフィー王女の護衛中だ。

			「どうぞお座りください」

			　応接室らしき部屋に案内され、お互いにソファーに座った。

			　控えていたシスターがお茶を入れてくれる。

			　無論、紅茶だ。

			　緑茶はないんだろうな……。

			　そんなくだらないことを考えつつ、毒が入っていないのを確認して紅茶を飲む。

			　うん、やっぱり緑茶がいいわ。

			「で、先日、お話ししていた『エナーリアの王族に関わるべきではない』との言葉は、どういう意味でしょうか？」

			　俺がお茶に関する不満を心の中で呟つぶやいている間に、セラリアが本題を切り出した。

			　そうだよねー、セラリアは紅茶派だから気にならないよねー。

			　ここエナーリアに来てから、飲み物は紅茶オンリーですよ。

			　ベータンにいた頃は自分勝手にできたけど、エナーリアではそれができない。

			　しかも、一応来賓として来ているから、「あ、俺自分で飲み物を持ってきてるんで」ってできないんだよ!!

			　分かるか、この日本人なのに、四六時中紅茶を飲み物として流し込まないといけない気持ちが!!

			「ははっ、そんなに急がなくても……と言いたいところですが、お互いの立場上、あまり長く話すのもよろしくないですな。手早く済ませましょう。よろしいですかな？」

			「構いませんわ。ねえ、あなた」

			「……ああ」

			　うん、緑茶が飲みたい。

			　アイテムボックスから出して流し込みたい。

			　いや、麦茶でもいいから。

			　だから、さっさと話を終わらせようぜ。

			「エナーリアの王族に関わるべきではないと言った件ですが、単刀直入に申します。彼奴ら目はただの簒奪者。聖女様から、いえ、勇者様たちから聖剣を取り上げ、国を奪い、奴ど隷れいのごとく扱ったその子孫たちなのです」

			「……どういうことでしょうか？」

			　セラリアが大神官の話に目を丸くしている。

			　エージルが言った手記の内容と同じだ。

			　どこからこの話を仕入れたんだ？

			「これは、大神官の私や高位の神官しか知りませんが、このエナーリアができた頃から伝えられていることなのです。いえ、エナーリアを作り上げたスィーア様からの最後の言葉なのです。スィーア様と同じ卓たく抜ばつした癒いやしの力を持つ存在が現れるようなことがあれば、その人は聖剣使いの可能性がある。だから、自分のような末路をたどる前に逃がして欲しいと」

			「すいません。ちょっと理解が追い付きません。国を作り上げた王とも言える人が最強の武器を取り上げられ、国を奪われ、奴隷のように扱われたのでしょうか？」

			「おお、申し訳ない。少し急すぎましたな。では、勇者様たちのことの起こりから……」

			　話は、エージルから聞いた内容とほとんど同じだった。

			　違うのは、スィーア本人から伝え聞いている分、内容が詳しかったことだ。

			　たとえば、聖剣を奪われた経緯は、保管しましょうと言って渡したら紛失したとか、国を奪われたのは、どう考えても嵌はめられたからとか、なんというか人間不信になるような話ばかりだ。

			　この大聖堂も、実際にはスィーアを閉じ込めるために作られたものらしい。

			　で、スィーアは同じように国に裏切られた仲間に助け出されて、今日に至っていると言う。

			「私が思うに、聖女様たちは純粋すぎたのだと思います。国々も、最初からスィーア様たちを陥おとしいれるつもりはなかったと思うのです」

			「なぜでしょうか？」

			「……今話したことは、主にスィーア様のお話だけです。国側からの視点はまったくありません。しかし、当初、スィーア様は国のトップだったのです。それも、数年は普通に国を治めていました。ですが、その後に今言ったような出来事が起こったのです。おそらく、国として飲むわけにはいかない政策でもあったのでしょう。たとえば、亜人との融和政策とか……」

			「なるほど、さっきのお話からすると、亜人のとの確執はその時からあった。だが、それを強硬に推し進めようとしたがためと？」

			「ええ、私も今やエナーリア教のトップです。色々と、国の見たくもない部分も見てきたつもりです。その経験から考えると、当時のエナーリアの人間も、きっと国として破綻しかねないと思ったのでしょう。そうでもしなければ、最強と言われたスィーア様たちに対してそこまでのことはしません」

			「確かに、この大陸を救った相手を敵に回すようなことは、よほどのことがない限りはあり得ませんね」

			　……ふーむ、爺さんの言う通り、国としても結構な綱渡りをしているのは確かだよな。

			　下手すれば、勇者たちから敵認定されて国そのものを滅ぼされかねない。

			　うわー、こりゃ国の歴史も漁らないとだめかな。

			　スィーアたちの言い分を鵜う呑のみにするわけにはいかなくなったな。

			「話は分かりました。しかし、あなたはそれでもエナーリア王族とはいまだに繋がっている。にもかかわらず、エナーリア王族のことを悪く言って見せた。これはどうしてですか？」

			「簡単ですよ。為政者の１人として、エナーリア王族とは繋がってないといけませんし、政治もある程度は理解しております。が、あなたたちが聖女様の再来である可能性がある以上、スィーア様と同じような結末をたどって欲しくなかったがためです」

			　なるほど、立場を理解して、スィーアの願いを伝えたというわけね。

			「あとは、私たち次第ということですか」

			「はい。そもそもその必要すらなさそうでしたが。あなたたちは、ジルバで独立した傭よう兵へい組織だと聞きましたぞ？」

			「ええ、そんな所です」

			「それなら、謀はかりごとに利用されても器用に立ち回れそうですな。ですが、あなた方が聖女様、勇者様の再来という可能性がある以上、他国で変な動きがあってもおかしくない。それだけは注意してください。一応、エナーリア聖都の人々には術に長けた傭兵だと言い聞かせております。聖女と呼ばれるのは、まあ我慢してください。ですが、他の国の貴族からすれば……」

			「俺たちが勇者の末裔で、利用価値があると思うかもしれないわけですね」

			「そういうことです」

			　なるほどね。

			　これから調査でよそに行く時にはっちゃけると、勇者関連でトラブルに巻き込まれる可能性が高いってわけか。

			　ああ、真面目にニーナになんとかしてもらって、ベータンに敵の勇者たちを集めて一網打尽にする方がいいな。ベータンの人々なら、まあそんなもんだろうで済ませてくれるだろうし。

			　くそ、やっぱり面倒ばかり起こるな。

			　で、そのあとは大神官に、エナーリアの貴族の中で付き合うのはやめた方がいい相手とかを教えてもらって別れた。

			　さーて、さっさと緑茶でも飲んで、書類と今後の方針を決めないとな……。

		

	
		
			　

			第２４２掘：情報を集めに地獄へ

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　結局、あれから色々と情報を集めたが、エナーリア王族の方にも聖剣使いの真実は伝わっているようだった。

			　だが、詳しく調べるには国にケンカを売りかねない話だし、確定情報でもない。一国のみの情報では心もとない。

			　多角的な視点からの話が必要で、もっと情報の量が必要だ。

			　俺たちの前任者がどう失敗したのかを把は握あくしていないと、自分たちが二の舞を演じることになりかねない。

			　まあ、嫁さんたちに背中からバッサリってのは、指定保護があるからまずあり得ないと思うけど。

			　というわけで結論としては、よその国へ出向いてまた色々調べようという話になった。

			　だが、現在は建前上、俺たちはミフィー王女の護ご衛えいなのだ。

			　停戦関連の交こう渉しようが終わらない限り動きようがない。

			　そして、エナーリアに来て１週間は経つが、まだ停戦云々の話はない。

			　聖都で大騒動があったばかりだしな。

			　ジェシカから聞いた話では、エナーリア中枢は、今回の件を利用して停戦否定派を徹底的にしらみつぶしに潰しているらしい。

			　自国の恥というか、足を引っ張られるのは勘かん弁べんだしな。

			　この場合、横やりを入れられる前に素早く停戦を締結してしまうか、徹底的に万難を排してから臨むかってところだよな。

			　いや、すでにミフィー王女と俺たちジルバの目の前で大失態を犯してるんだから、停戦否定派を排除してまーすってアピールしないと色々問題なわけか。

			　まあ、完全に停戦否定派を排除するなんてのは不可能だろうし、あと数日もすれば停戦条約の締結交こう渉しようが始まるだろう。

			「しかし、ミフィー王女はこのまま予定通りに嫁入りするとは思えないんだよな」

			「なんでだい？」

			　俺の言葉に反応したのは、エージル。

			　最近の大騒動の後始末に追われている１人である。

			　悲しいかな、相方のプリズム将軍は俺たちの支援の範囲外で王様たちを守っていたらしく、その時に重傷を負ってしまった。

			　王様や重鎮たちも含めて俺たちが治療したのだが、その際に安静を言い渡し、しばらく休養するように言ったのだ。

			　最高戦力の１人が倒れたのだから、国としてはさっさと回復することを優先するわな。

			　で、このエージルがプリズムの代わりに色々働いていて、俺たちの接待役も受け持っている。

			　というか、エージル以外が不要に近寄るのを王様が禁じたんだと。

			　停戦否定派がいる以上、俺たちにケンカを吹っかけてご破算にしようとする奴がいるかもしれないという可能性を考慮してだ。

			　俺たちにケンカを吹っかけるには国が潰れる覚悟がいるという事実は、あの場にいた王様や重鎮たちは理解している。

			　目の前で、プリズムが苦戦していた魔物たちを一瞬で倒したし、怪け我がも治した。

			　まともな思考の持ち主なら俺たちを敵に回そうとは思わないだろうが、あの場にいなかった人はそうではない。

			　といったわけで、エージルとその配下しか俺たちへの接触を許されていないのが現状だ。

			　それはいいとして、エージルの質問に答えないとな。

			「簡単だ。ほれ、今の今まで大騒動だったろ？　これでミフィー王女が嫁入りして、あっさり暗殺でもされてみろ」

			「ああ、停戦ぶち壊しか」

			「そういうこと。一応、停戦否定派を排除してるみたいだけど、完全には無理だろ？」

			「そりゃねー。どこまでを停戦否定派だって定義するのかも難しいし」

			「それでだ。停戦を結んだ上で、いったんミフィー王女にはジルバにお帰りいただいて、停戦条約が結ばれた事実を世間に浸透させてから、改めてミフィー王女を迎えに行くってのがいいだろ？」

			「でもさ、それなら迎えに行った時にミフィー王女様を暗殺しちゃえば、結局、同じなんじゃないかい？」

			「暗殺されればな。だが、今回の騒動と違って急ぎじゃないわけだから十分に嫁入りの準備もできるし、護ご衛えいも俺たち以外のジルバのミフィー王女直属がつくわけだ。さらに、エナーリアとしても、停戦否定派を排除する時間が増えることになる」

			「あー、なるほど。すでに停戦が結ばれたあとなら、そっちは急がなくていいわけか。お互い万全に近い体制で停戦状態を継続できる布陣を整えるわけだ。まあ、君たち以上の護衛がいるとは思えないけど。知ってるかい？　君たちの接待にこれだけ気を使っているのは、ジルバ王からエナーリア陛下に対して、『君たちにケンカを売ると滅びるぞ』なんて密書が来てたなんて話があるぐらいだよ。実際、あの時の戦闘の様子を見れば嘘に見えないけどね」

			「まさか、そこまで大きなことはできないぞ」

			　あんのジルバのおっさんめ、いらんことをしやがって。

			　……ある意味助かったが、別の意味で動きが取りにくくなったわ。

			　エージルが言った手紙のことを、霧華に調べさせる必要が出てきたな。

			「と、そう言えば今回の停戦は各国に宣伝するのか？」

			「そりゃするよ。そうすれば、ジルバ、エナーリアともに戦争している相手への牽けん制せいになるしね。まあ、どっちも国境での小規模戦闘くらいだろうけどさ」

			「そりゃそうか。で、各国に停戦しましたーって使者でも送るのか？」

			「んーそれもあるけど、策略って思われる可能性もあるしね。だから、学府へ報告して停戦書類を預ける形かな。やましいことのある停戦でもなく、正式なものだしね」

			「……学府？」

			　なんでそこで学校（？）の話が出てくるんだ？

			「ん？　ああ、一般の人は知らないだろうね。この大陸の中央近くに、各国から魔術の才能のある人が集まってくる学府、学校があるのは知ってるよね？」

			「……なんか、そんな話を聞いたことはある」

			「ありゃ、君たちもそこの出かと思ったんだけど違うのか」

			「その言い方だと、その学校には結構な魔術使いがいるみたいだな」

			「そりゃね。１人で僕たち魔剣使いと同じことが行えて、しかも、複数の属性を個人で操れるっていう話だよ」

			「その話が事実なら、何で各国の魔術使いが来てないんだ？　各国から集まってるのなら、当然、学び終わったあと各国へ戻るんだろ？」

			「戻ってるよ。魔術師隊って部隊があるだろ？」

			「簡単な火の玉を降らせて邪魔する部隊か？」

			「君たちからすれば、そんな反応だろうね。火の玉って言っても、魔力だけでそれが作れるのは凄すごい便利なんだよ。休憩さえすればまた撃てるわけだから。それこそ、物資の補給に関しても魔法で作れるものも多いから、携行するのは食料ぐらいで済むし」

			「ああ、そういう意味では凄く便利だな」

			「僕がさっき言った魔剣使いかそれ以上の実力者っていうのは、ひと握りだよ。そして、その天才にあたる部類は総じて扱いづらい」

			「どういうことだ？」

			「ちょっと性格に難があるんだよ」

			「……そういうことか」

			「全部が全部じゃないんだけど。まともな才能ある魔術使いも学府に残って、学長とともにその迷惑な天才の監視をしてるってわけだ。無論研究とかもしてるけどね」

			　うん、どこの世界も天才と馬鹿は紙一重らしい。

			「で、なんで各国間の書類を預けたり報告をするのかってのは、そこが中立の立場だからだよ。そして、何かを保管するのに一番適している場所なんだ。手を出せば、魔剣使い以上の魔術師が出てくるし、各国からも目の仇かたきにされる。まあ、そんなこともあって、学府の近場の国だと条約なんかを結ぶ時にはこの学府で行うほどさ」

			「横やりが入らないからか」

			「そういうこと。まあ、僕たちの国からはパッと行ける距離じゃないしね。そもそも、さっさと停戦をしないといけないし」

			　その裏で、ミノちゃんたちと個人的につながりを得たいんだよな、エナーリアとしては。

			　なるほど。そう考えると学府っていう調停役を挟はさまず、あとで報告だけを済ませるって方法が一番いいわけだな。

			　実際、エージルの言った通り、距離の問題と停戦を早急にしないといけないっていう理由はあっただろうけど。

			「はぁ、でも、その学府への報告は僕が行かないといけないんだよね～。面倒だよ」

			「そりゃ大変だな。でも、戦力的にはエージルが行くのが一番だろ。間違った判断じゃないと思うがな」

			「分かってるよ。でもさ、あんな遥か昔からある、師って言われてるような人たちの巣窟に僕が行くっていうのはつらいよ」

			「とはいえ、エージルにとっては興味深い部分もあるんじゃないか？」

			「……まあね。僕たちの使っている魔剣は、魔力を魔術に変換する武器だからね。その意味で、魔術の師たちの研究なんかは見てみたいよ。実際、王様からの勅ちよく命めいで、半年は滞在して技術とかを盗めるなら盗んで来いって言われてるし」

			「そりゃ、当然だろ」

			「当然かもしれないけど、王様からの願い入れで編入って形なんだよ、学生として。立場を考えると、あの実力主義の学府で目をつけられないわけないじゃないか」

			「あー、やっぱり学府は実力主義なのか」

			「当然だよ。魔術って才能だからね。貴族の権威をもってしても才能が得られるわけじゃない。それなのに、僕は王様のお願いでいきなり入るんだよ？　僕自身も多少魔術は使えるけど、きっと睨にらまれるよ」

			「……頑張れ」

			　そうとしか言えない。

			　そんな学校への編入となると、イベント発生のフラグをびんびん感じる。

			　どっかの物語では、不ふ遇ぐうの主人公がいたりしてな……。

			　とがった才能ゆえに底辺にいるとか、エージルが編入した時に合わせて隠された才能が覚醒するとかな!!

			　それで高飛車な才能溢あふれるお嬢様とか、イケメンとかとのバトルを重ねて運命に立ち向かうとかな。

			　うん、絶対俺は傍観者を貫こう。

			　霧華とかに潜入してもらって、こっそり情報を集めよう。

			　俺や嫁さんたちが行けば、どう考えてもイベントに巻き込まれる。

			　というか、精神年齢は28歳ぐらいだし、今さら学校なんか行きたくねーよ!!

			　せっかく大人になってフリーライフを満まん喫きつしてたんだぞ!!

			　転生したわけでもあるまいし、あんな監獄に行く必要はないわ。

			　……俺が、どれだけ学生時代に苦労したと思っていやがる。

			「って、なに言ってるんだよ？　ユキたちもジルバ側の報告者として一緒に来るんだろ？　しかも、僕と同じように学府に編入するって」

			「は？」

			　エージルの唐突な言葉に頭の処理が追いつかない。

			　え、俺たちがイベント盛りだくさんの学府に行く？

			　ばっか言うなよ。

			　俺はすでに嫁さんもいるし、みんな美女揃いだと自慢できるほどだ。

			　そんな俺が学府に行けば、絶対に面倒事に巻き込まれる。

			　というか、俺１人の編入だったとしても行きたくないし、嫁さん１人でも行かせたくない。

			「えーっと、ジルバ側の報告者はユキたちに頼むって手紙であったらしいよ？　でも、当然だろう？　君たちの戦力を考えれば」

			「待て、ミフィー王女の護ご衛えいはどうするんだよ」

			「いや、それはユキたち全員が学府へ行くわけじゃないし、無論、分かれて行動するだろ？」

			「……そうなるよな」

			　あの、ジルバのおっさん、ここで俺たちの戦力分散を狙ってやがったな。

			　いや、落ち着け、戦力分散というより適材適所を俺に期待したんだろう。

			　俺たち１人ですら抑えられないというのは知ってるわけだし、俺たちの目的が情報集めだってのは知ってるから……これは、逆におっさんからの恩の押し売りか。

			　これで、大手を振って、学府で調べ物ができるだろって感じで。

			　……学府という学び舎に対する俺の個人的な嫌悪を知らなければな。

			　ウィードでも学校は作っているが、俺は生徒でもなければ一般教師でもない。勇者の育成や、落ちこぼれ担当とかでもない。普通の学び舎の校長役だったからよかったのだ。

			　……くそっ、どうすればいい!?

			　どう考えても、フラグ満載の所へ行かなくてはいけない!!

			　何をどうすれば被害を減らせる。

			　ミフィー王女の護衛はジェシカが一番だし、万が一、ジルバ王の狙いが戦力分散だったとしても、ダンジョンを使った移動ができるから問題にはならない。

			　今考えるべきは、誰と一緒に学府に行くかだ。

			「ねえ、大丈夫かい？」

			「ん、ああ、ちょっと誰が学府に行くべきか考えてた」

			「ああ、彼女たちは全員ついて行きたがるだろうしね。色々大変だね、ユキも」

			　……そうだ、その問題もあった。

			　前に学生服を着てきゃっきゃしてたことがあったし、全員参加したがる可能性がある。

			　それにしても魔術の学府か……カースとかルルアの講習とは違った趣おもむきがあるかもしれないし、行ってみる価値はありそうだな……。

			　聖剣使いたちの動向にはいつでも対応できるようにしてあるし、魔力枯こ渇かつに関する情報は今のところ手詰まり。

			　やべ、行かない理由が作れない。

			　予想される山盛りのイベントの件については、俺だけしか理解できないだろうし、言ったところでどうにもならない。

			　どうすればいい？

			　イベントの地雷原ともいえる学校という場所で、安全に生きるには!?

			　くそっ、タイキ君にでも相談してみるか。

			　唯一、俺の知り合いの日本人だし、指定保護をかけているし、フラグの意味も分かるし!!

			　ああ、神様、どうか何も起こりませんように……!!

			『あははは、無理に決まってるじゃない。ヒー、お腹痛い!!』

			　畜ちく生しよう、俺には駄女神しかいないのか。

		

	
		
			　

			第２４３掘：生贄と悪巧み

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「ぶっ」

			　目の前の少年が噴き出す。

			　しかし、それだけでは収まらない。

			「あっはっはっはっは!!　ひぃー、お腹痛い!!　ど、どこのラノベの冒頭ですか!!　き、きっつ、お、お腹が、ひぃ、あはははは……!!」

			　豪華な絨じゆう毯たんの上で転げまわって大笑いするこの人物、見た目はいたって普通の少年であるが、その身分は新生ランクス国の国王であり、勇者である。

			　巷ちまたでは勇者王と呼ばれている。

			　なんだ、ガオガイ◯ーかよ。

			　ウィード建国祭のトラブルで知り合ったが、俺にとっては唯一の日本人の知り合いだ。

			　その名もタイキ・ナカサトという。

			　彼もこの異世界に勇者として呼ばれたあと、こき使われる日々を耐え、ようやく圧制を敷く王族を打倒した。

			　そして、その王がいなくなった国を立て直すために、自らが王として君臨することになったのだ。

			　そのせいで、俺としても表向きに訪問するわけにはいかなくなった。

			　お互いに国の重要人物だしな。

			　ま、表向きはな。

			　タイキ君は基本的にオタクではあるが、馬鹿ではない。

			　だから、俺がダンジョンマスターなのや、魔力枯こ渇かつの件も話している。

			　というか、あっさり俺の指定保護を受けてくれて、ダンジョン内で無敵仕様になったことを喜んでいるくらいだ。

			　この事実が知られればウィードに降ったと見えるが、そこは誤魔化してあるので問題ない。

			　と、そんな話はいいとして、わざわざ一国の王の下へお忍びで訪問しているのは、例の学府への編入の件を相談するためだ。

			　で、日本人のオタクらしく、その手合いの知識がある１人として笑い転げているわけだ。

			　テンプレ乙という感じで。

			「タイキ様、えーっと、何がそんなにおかしいのでしょうか？」

			「陛下、ユキ殿に失礼ですよ。まったく、ユキ殿が相談してきたのに、笑い転げるとは何事ですか」

			　側近の２人が、笑い転げる勇者兼国王に話しかける。

			　側近の１人はアイリと言って、タイキ君の嫁さんである。

			　アイリは、タイキ君が便利屋勇者時代に世話になった宿屋の娘である。

			　新生ランクスの立場上、貴族の娘と結婚するわけにはいかなかったのだ。

			　圧制を敷いたランクスの王族に対する義憤をもとにして立ったのだから、タイキ君の嫁さんが貴族だと、その貴族が裏で手を引いていたのではないかと邪推され、ランクスにとってはよろしくないのである。

			　だから、どこからどう見ても一般人の女性としか結婚できないのであった。

			　まあ、将来的には国家間の繋がりの関係上、側室として貴族の娘を迎えるかもしれないが、正室は一般人でなければいけなかったわけ。

			　アイリとの結婚話はランクスどころか、ダンジョンでつながっている国中に知られている。

			　勇者王がわざわざ頭を下げ、結婚を懇願したというラブストーリーだ。

			　詳しくは省くが、タイキ君がこの世界に来た時から世話になったという話が、尾ひれがついてラブストーリーになった。

			　長くなったが、タイキ君のもう１人の側近はルースという名で、この国の親衛隊長である。

			　ルースはタイキ君が召しよう喚かんされた時から一緒にいた人物で、勇者のお付きとしてこの新生ランクスを建国するまで共に戦い抜いてきた友人である。

			　実際、タイキ君の知識を実現するために色々と手伝ったそうだから、彼自身の才気はとんでもないのだろう。

			　もともと旧ランクスの体制に不満を持っており、何度か苦言を呈したが受け入れられず、貴族として孤立した結果、厄やつ介かい払いのごとく勇者のお付きにされたそうだ。元王族たちとしては、彼が勇者と一緒に戦争でもして、あっさり死んでくれることを願っていたのだろうとタイキ君は分析している。

			　とまあ、ルースはしっかりした人物なので、彼がランクスの王になってもよかったのだが、民衆の支持や国々の顔つなぎを考えると勇者タイキが王でいる方が便利なため、こういった立場に落ち着いた。

			　と、そろそろ笑い転げている勇者をもとに戻さないとな。

			「君を必ず迎えに行く」

			「ちょ!?」

			　俺がボソッと呟つぶやくだけでこの効果だ。

			「約束を果たしに来た」

			「すとーっぷ!!　待った!!　もう笑うのやめてるから!!」

			　どこかの誰かのラブストーリーの名シーンの言葉である。

			　ウィードの劇場でも見られる話だが、正直、そのセリフを口にするのは羞恥プレイだ。

			　そう、俺が真似るのでも苦痛なのだから、本人のダメージは見ての通りである。

			「お願いします、やめてください!!　なんでも言うことを聞きますから!!」

			「ん？」

			　土下座する勇者王、これは諸外国の皆さまには見せられない。

			　ちなみに「ん？」と疑問を発したのは、俺ではない。

			　嫁さんのアイリさんだ。

			　断じて、男同士のあれな話ではない。

			　アイリさんの目は獲物を狙う目だった。

			「よし、分かったやめよう。俺も本題に入りたい」

			「はぁ、ユキさん、その脅おどしは卑ひ怯きようですよ」

			「笑い転げる方が悪い。あ、でもなんでも言うことは聞いてもらうからな」

			「え!?」

			「アイリさんの言うことを聞いてやれ。タイキ君本人は恥ずかしいかもしれないが、アイリさんにとっては大事なセリフだからな」

			「ありがとうございます、ユキさん!!　タイキ様、後でゆっくりお願いしますね？」

			「は、謀ったな!!　謀ったな、ユキさん!!」

			　すかさずタイキ君がネタを振ってくる。

			「君はいい友人だったが、君の父上が悪いのだよ」

			　俺がお約束のセリフを口にし、お互いニヤリと笑い握手をする。

			　しかし、ついてこれるのは俺とタイキ君だけだ。アイリさんも、ルースも、リーアもジェシカもついてこれない。

			　オタクだからこそ通じるものがある。

			　異世界においてもこのネタができるのは嬉しい限りだ。

			「えっと、なんで握手なんでしょうか？」

			「さあ？」

			　不思議そうにしているアイリさんとリーア。

			「何でしょうか？　日本人独特の暗号でしょうか？」

			「すいません。私もよく分かりません」

			　俺たちの会話に深い何かを探ろうとしているのは、ジェシカとルースだ。

			「で、本題って何です？　アニメやラノベの王道展開に入ったって報告じゃないんですか？」

			「まあ、それで済めば笑い話でよかったんだが、タイキ君的に見てもやっぱりイベントが起こると思うよな？」

			「そりゃ、現実世界の一般的な編入ならイベントなんて期待するだけ無駄ですけど、ここは異世界ですから。しかも、新大陸は魔力が減少していて魔術を使える人が少ない。その中でエリートを集めた実力主義の魔術の学府です。そこに編入するってこと自体フラグでしょうに。まさに、お約束ってやつでしょ」

			「そうだよなぁ……」

			　もう、この時点でフラグなのだ。

			　しかし、嫁さんたちもアイリさんもルースも首を傾げている。理解できていないのだ。

			　いや、まあ無理ないんだが。

			「まあ、学生生活が無事に済んだとしても、そんな厄やつ介かいな場所だと、その新大陸の人々を殲せん滅めつしようとしている勢力にとっても最優先に近い対象でしょう？　結局は、関わることになると思いますよ。文献関係の資料を焼かれる前に行けるわけだし、むしろラッキーくらいに思った方がいいんじゃないですか？」

			　そうなんだよ。

			　聖剣使いさんたちはエナーリアを始まりの狼煙のろしとして考えていたみたいで、今後は分散して各国を襲う可能性がある。

			　で、歴史ある文献と実力者が集うこの学府を放っておくとは思えない。

			　だから、行くことは決定している状態だ。

			「で、本題は起こるイベントを思いつく限り言えってことですか？　それで防げるとは思えませんけどね」

			　タイキ君の言う通り、お約束があるのであれば、察知して避ければいいし、先回りして潰せばいい。

			　手が回る限りな。

			　そう、俺１人では対応できるはずがない。

			　そして、イベントというものは、否応なしに巻きこまれるものも存在する。

			「突発イベントは避けられないですし……そうだなぁ、俺なら壁役か、分散を狙いますね」

			「やっぱりそうなるよな」

			　防げないものに関しては、生いけ贄にえを捧ささげて回避するしかない。

			　あるいは、イベント対象者を複数用意するか。

			　となると、答えは１つしかない。

			　目の前に、オタク関連の知識を持ち、お約束のイベントを網羅している日本人がいる。

			「あ、すいません。トイレ行ってきます」

			　勇者様がそう言って席を立とうとするが、そうはいかない。

			　ガッシリと肩を掴んで言う。

			「タイキ君、確か羽を伸ばしたいって言ってたよな？　ちょうどいいと思うんだ。ほら、お約束のイベントを体験できるなんて、そうそうないと思うんだよ？」

			「いえいえ、僕は傍観者で消費型のオタクなんで、画面や紙越しに物語を見て笑ってツッコムくらいがいいんですよ。あと、さすがに体感なんてしてる暇ひまないですし。ほら、俺って王様ですし？　というか、分かりきっているトラブルに誰が首をツッコむかよ！」

			　そう言いながら、肩に置いた俺の手を握って離す。

			　無論、力がかなり入っている、俺もタイキ君も。

			　しかし、こんなタイキ君の行動も予測済みだ。

			　彼も俺と同じ、面倒事は避けるタイプだからな。

			　だから、ここでもう一手を打とう。

			「ルース、新大陸にはドッペルで行ってもらおうと思うんだ。問題あるか？」

			「はあ、それなら何も問題はないと思います。政務についても、帰ってきたときにしてもらえればいいですし」

			「ルース、俺は行きたくないから!!」

			「と、陛下は仰おつしやっていますが……」

			「そうか、それなら仕方ない。新大陸の学府ならいい娘もいるだろうに。今のうちに新大陸の貴族と仲良くなっておけるし、アイリさん以外の嫁さんを迎え入れる絶好のチャンスだったのにな」

			　その瞬間、ルースの目がクワッと開いた。

			　国を思う心が覚醒した瞬間だ。

			「陛下、ぜひ、ユキ殿のお手伝いをするべきです!!　この機会は千載一遇、新大陸と表向きに国交がもたれた時、我が国は一歩先を行けます。そして、陛下の側室を迎え入れるチャンスです!!」

			「うっわ、凄すごい掌返しを見た!!　アイリは嫌だよな!!　一緒にいる時間が減るもんな!!」

			　タイキ君、君は甘い甘い。

			　すかさず俺は口を開く。

			「アイリさんも一緒にどうですか？　２人のことを知らない土地で、仮かり初そめの体で２人っきりの生活が満まん喫きつできますよ？」

			「タイキ様、ぜひユキさんに協力するべきです!!」

			「のぉぉぉーーー!!」

			　勝負あり。

			「心配するな。そっちにイベントが固まるようなことがあったらフォローはする」

			「はぁ、まあ、俺でもそうするでしょうし、分かりましたよ……」

			　よし、これで、イベントを分散できる。

			　たとえ集中しても、その手の知識がある２人がいれば対処しやすいはずだ。

			　くくく、誰が、やすやすと王道な学園生活を送るかってんだ。

			「いいか、フラグは片っ端からへし折っていけよ。そのために奥さんの同伴を許したんだからな」

			「なるほど、そういう意図ですか。確かに、そうすればチョロイン関連とかは防げますね。最初から相手がいるわけですし」

			「学府に入ることは確定だからな。教師とか事務員の立場で入れてもらうことも考えたが、結構厳しい」

			「教師も事務員もお約束だし、就職って意味で、半年で出ていくとか罪悪感たっぷりですね……」

			「ああ、社会人として失格だ。だから、学生として潜入するのが一番だろうな」

			「あー、なら、実力主義の学校ではお約束の決闘イベントとかはどうします？　絶対現れますよ。『君たちの編入は認めない』とか言ってくるイケメンとか、お嬢様とか」

			「それなら帰る」

			「え？」

			「いや、その場をあとにして、あとで学長に文句の手紙でも渡しておこう。そうすれば、国からの要請なわけだし、学生が文句を言うのは厳禁だ。大人しくなるはずだ」

			「ああ、俺たちは、一応、ジルバってところの王様推すい薦せんですからね。それを突っぱねるのはなしってことですか。じゃ、学長が周りを納得させるために決闘しろと言って来たら？」

			「それなら、学長に決闘するための条件をつけてやればいい」

			「ふむふむ。余計な手を煩わずらわせるんだから、こっちのやりたいことを譲歩させるわけですね」

			「そうそう、元を正すなら学生を抑えられない学長の責任だからな。色々請求ができるというわけだ」

			「あとは……そうですね。俺たち以外に、すでに入学済みの主人公がいる場合は？」

			「それは主人公の立ち位置次第だよな。邪魔するならぶっ潰す。巻き込まれそうなら、元をさっさと潰す」

			「うわぁ、すげー楽しそうですね。ストーリーブレイカーですよ？　いいんですか、その主人公が強くなったり、ヒロインと仲良くなるフラグを折って？」

			「なら、タイキ君が責任をもって巻き込まれればいい」

			「お断りします」

			「いい性格してるな」

			「そっちこそ」

			　そう言って、お互い笑い合う。

			「なにか、悪いことを考えてますね」

			「ええ、あのタイキ様の顔、凄すごく悪いことを考えています」

			　悪いこととは失礼な。

			　トラブルが起こると事前に分かっているわけだから、対処の仕方を話し合っているだけだ。

			　そう、だから俺たちはなにも悪くない。

			　さあ、覚悟せよ、〝お約束〟よ。

			　そのことごとくをぶち壊してやろう。

			　俺たちは傍観する方が好きなのであって、当事者になるのは勘かん弁べんなのだ。

			「……と、ユキさん、主人公たちが俺たちと関係ない場合は？」

			「もちろん楽しく鑑賞させてもらおう。リアルツンデレとか天然物だからな」

			「さすが!!　メイド喫茶とかで、無理にツンデレをやってもらうと引きますからね。天然物のツンデレは見てみたいです!!」

			「だよな!!」

			「ですよね!!」

			　あ、その時はやっぱり映像に収めないとな。

			　カメラはまずいか？

			　コールを使ってこっそりだよな。

			　あ、なんか楽しみになってきた。

		

	
		
			　

			第２４４掘：学府編　完

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　俺たちは、宿屋の一室でのんびりと座って話している。

			「なんだか、長いようで短かったな……」

			「そうですね。ユキさん」

			　そう言って、宿屋の窓から覗く、魔術学府の塔を見る。

			「ここまで色々ありましたね」

			「ああ」

			　タイキ君も俺と同じように塔を見て、そんなことを呟つぶやく。

			　本当に色々あった。

			　たくさんの思い出が、頭の中に浮かんでは消えていく。

			「異世界に来て、また学校に通うことになるとは思わなかったな」

			「ですねー。でも、こっちに来てから学校がどれだけありがたかったか分かりましたよ」

			「そりゃ、あれだ、失くして初めて気が付くってやつだろ」

			「まあ、向こうに戻っても、すでに４年ぐらい遅れてますからね。日本の学校に戻ることを考えると怖いですよ」

			「あー、そうか。でも、社会人じゃないだけマシだぞ。社会人は、ほぼ詰んでるからな」

			「うわ、それは嫌だな。でも、そこら辺が今の日本の問題ですかね」

			「だな。と言っても、普通は異世界に誘拐されてたなんて言っても信じてもらえないしな。それで、ただ単に今まで遊んでただけだろうと思われたとしても、それがあながち間違った判断ともいえないのがなんだかな……」

			「本当に今まで遊んでたんなら、自分の会社に入れたいとは思わないですよねー」

			「まあ、誘拐されたことが事実だとしても、仕事ができない人を雇い入れる理由にはならんからな。雇う理由があるとすれば、会社の広告塔替わりか」

			「……世の中厳しいですね」

			「異世界の方が履歴書とか書かなくていいし、完全な実力主義の冒険者って職業もあるしな。ある意味こっちの方が楽かもな」

			「あーあ、地球でもダンジョンとかがあればよかったのに……」

			「あったらあったで、日本なんかだと、ダンジョンに入るための免許制度とかを作りそうだから、ダンジョンに入るまでが大変そうだけどな」

			「そんなラノベありましたね。でも、やっぱ現実と照らし合わせるとそんなもんかー。世の中、楽なことはないですね」

			「地道に生きていけってことだな」

			　俺たちは、この場から離れるのを少しでも遅らせようと、会話に華を咲かせる。

			　しかし、終わりというのは等しく訪れる。

			　ドアのノックが部屋の中に響き、俺たちはその時が来たのだと自覚した。

			「すいません。そろそろ、チェックアウトしていただいてもよろしいでしょうか」

			　宿屋の主人だ。

			　彼も仕事なのだから、当然のことを言っているに過ぎない。

			　俺たちもすでに準備はできているし、抵抗する理由もないのですぐに部屋を出る。

			「「お世話になりました」」

			　俺たち２人は、今日までお世話になった宿屋の主人に頭を下げる。

			　気のいい人で、宿屋の仕事以外でも色々と相談に乗ってくれたりした。

			　まさに、いい男という言葉に相応しい人だ。

			「いえいえ、また機会があれば来てください。もちろん、また楽しい話も用意してますよ」

			「はい、また来ます」

			「ありがとうございました」

			　宿屋の主人の見送りを背に、俺たちは宿屋を出る。

			　さあ、これからは忙しい日々だ。

			　この学府での経験を糧かてに、また頑張って行こう。

			　

			　――学府編　完

			　

			「……って、終わってないよ!?　なに、もう半年間、学生やってましたって流れになってるの!?　終わるどころか、まだ始まってもいないからね!!　まだ、この学府のある街に着いたばかりだよ!?」

			　そう言って俺たちの後を追ってくるのは、エナーリア側代表の編入生のエージルだ。

			　さらにその後方から白い眼でこちらを見ているのが、ジルバ側の代表たち、つまり俺たちの嫁さんや仲間。

			　嫁さんや仲間たちには、今にいたるまで俺とタイキ君で必死にフラグの恐ろしさを伝えて回った。だから、渋々ではあるが俺たちの方針に従ってくれている。

			　だが、エナーリア側のエージルには説明をしている時間もなかったし、フラグの意味もすぐに分かるわけがない。

			　なので、交こう渉しよう役は俺が引き受けるということで、ジルバ、エナーリアの王たちに許可をもらって、色々小細工も頼んでおいた。

			　ということでエージルには何も知らされず、俺たちに任せておけばいいという命令が下っているのだ。

			　だから、エージルは焦あせっている。

			　交こう渉しようを任せておいたら、編入せずに帰ろうとしているのだから、俺たちに待ったをかけているわけだ。

			　うん、当然だね。

			　というか、一番の目的は停戦の報告と関連書類の保管をしに来たのだから、それすらしてないのは大問題。

		

	
		
			[image: 134.jpg]
		

	
		
			「ねえ、ユキ。いったい何があったんだい!?　任せておけって命令はもらったけど、さすがにこれはないと思うよ!?　このまま帰ったら、僕の首が物理的に飛ぶから!!　説明してくれ!!」

			　エージルはもう半泣きだ。

			「……ねえ、ユキさん、さすがに説明してあげない？　可哀想かわいそうだよ」

			「……これは酷ひどい。ユキ、女の子を虐いじめちゃだめ」

			「私も、そう思います」

			　リエル、カヤ、トーリが見かねたのかそう言ってくる。

			　そう、今回の同行者は子供がいないメンバーが多い。

			　学校と同じだからな。子持ちの嫁さんたちが、さすがに遠慮したのだ。

			　勉学に対する姿勢として不適切だってセラリアが言ってたっけ。

			　逆に子供を蔑ないがしろにしたくもないって言ったのはデリーユか。

			　無論、獣人の３人には、見かけを誤魔化す魔術を施ほどこしてある。

			　カヤの幻術でな。さすが狐人族。

			　と、これでエージルに勝手に行動されたら、せっかくの「フラグを折ってさらに楽しようぜ作戦」が無駄になる。

			「分かった、説明するから宿屋に戻ろう」

			「本当かい？　また帰るとか言わないかい？」

			「本当本当、これも予定の一環なんだよ。まあ、こんなアホな事態が起こるとは思っていなかったんだが、起きた以上は、ちゃんと迷惑料をもらわないといけないんだよ」

			「迷惑料？」

			「ま、それは宿屋に戻ってからにしよう」

			　そう言って、たった今出てきた宿屋に向き直ると、まだそこには宿屋の主人が立っており、こちらの方を見ていた。

			「すいません。部屋、空いてますか？」

			「ああ、たった今、団体客が出て行ったところでな。ちょっと、部屋の掃除に時間がかかるがいいか？」

			　そう言って宿屋の主人、いや、おっちゃんがニヤリと笑う。

			「じゃ、半月でよろしくお願いします」

			「おう、またよろしくな」

			　そう言って握手を交わす。

			　うん、このおっちゃん、本当にいい人だわ。色んな意味で。

			　

			　タイトル変更：編入前のフラグをへし折る

			　

			　ということで、また宿屋に戻ったわけだが、とりあえず今までの経緯をエージルだけでなく全員に説明しておく必要がある。

			　さっきも言ったが、アホみたいな事態が発生したのだ。

			　つまり、お約束、フラグが立ったのだ。

			　まさか、編入する前からこんなイベントが起こるとはな。

			　俺とタイキ君も予想はしていたが、さすがにそれはねーよなーと笑いつつ対策を立てていたレベルの話で、対策も無駄になるだろうと思っていたぐらいだ。

			「で、いったいなにがあったんだい？　編入するための道具でも買いにいくのかと思えば、帰る宣言とか、僕は物凄すごく焦あせったんだ。納得のいく説明をしてもらうよ」

			　エージルは部屋に戻って、すかさず先ほどの行動の説明をしろと言ってくる。

			　後ろのメンバーも同じ様子だ。

			「分かった分かった。とりあえず話が長くなるから、座れ。あと、リーア、お茶を頼む」

			「はい、分かりました」

			　リーアがお茶の準備を始めたのをきっかけにして、皆がようやくテーブルやベッドに腰を下ろす。

			　結構な人数が今この部屋にいるが、かなりの大部屋なので学府潜入組のメンバーぐらいは軽く入る。

			「で、ユキさん、どこから話すんですか？」

			　タイキ君が俺の横に座りながらそう聞いてくる。

			「とりあえず、とんぼ返りした原因でいいんじゃないか？　ほかのフラグについては話しても通じないし、編入の件には関係ないしな」

			「あ、そっか。でも……お約束というか、意図的にフラグを立てようとしてるレベルなんですが……」

			「ま、そこは後で相談だな」

			　俺たちがそんな話をしているうちに、全員にお茶がいきわたったようだ。

			「さてと、なにがあったかと言うと――」

			　

			　俺たちは学府の入り口に立っていた。

			　ようやくと言うべきか、簡単にここまでこれたと言うべきか……。

			「ユキさん、対応は任せていいんですね？」

			　一緒に来たタイキ君が、そんなふうに念を押すように聞く。

			「ああ、予定通りに行く。だが、話した通り、横やり系のフラグはそっちに任せる」

			「ええ、分かりました。と言ってもここまで問題なく来れたんですから、まあ、気構えだけってとこですね」

			「だな。そう簡単にお約束があっても堪たまらんしな」

			　そう言って、笑いながら敷地へ足を踏み入れると同時に、それは起こった。

			「あら、貴方たち、ここが魔術の学府、ランサーと知ってのことかしら？」

			　後ろからそんなふうに声をかけられる。

			　声は女性、しかし、嫌な予感がバリバリする。

			　あ、ちなみにランサーと言うのが、この学府の名前である。

			　文字通り槍やりを意味していて、魔術の最先端ということを表してる。

			　と、そんなことはどうでもいい。

			「聞こえてますかしら？」

			　そう、さっさと振り向いて編入生だということを説明すればいいだけ……。

			　だが、この口調を聞いて俺もタイキ君も内心でやべぇ、と思っている。

			　なんだ、この学府はトラップだらけだと言うのか!?

			「ユキさん、走り抜けます？　振り向きます？　と言うか、敷地に一歩踏み入れてイベントとか怖いんですけど。地雷原ですか、ここは」

			　俺と同じ思考に至っているな。

			　くそ、こういうタイプのイベントは、俺が対応する予定なんだ。

			　メインストーリーのお約束は俺、サブストーリーはタイキ君ということに分けたのだ。

			　無論、フラグをへし折るけど。

			「あ、すいません。あの塔に見惚とれていて、気が付くのが遅れました。おい、タイキ君、後ろに人」

			「え、ああ、どうもすいません」

			　俺たちの予習復習に抜かりはない。不審に思われる行動も、それらしい理由をつけて連携して躱かわす!!

			　で、振り向いた先には、金髪をクルクルに巻いたドリル娘が存在していた。

			　顔つきは、美少女で問題はない……が、高貴なオーラをばら撒まいている。

			　いいか、ばら撒いているだ。滲にじみ出るとかじゃない。自分は偉いぞって宣伝しているような恰好と立ち振る舞いなのだ。

			　その姿を確認した俺たちは、その女性に頭を下げながら、内心でさらにやべぇと思う。

			「ユキさん、笑っていいですか？　俺の国の貴族でも、あそこまでのはなかなかいませんよ。なんですか、あの意味のない豪華服。このまま床を叩いて笑っていいですか？」

			「やめろ。タイキ君が笑ったら、俺もきっと噴き出す。耐えられん。というか、あの服装はきっとこの学府だからだ。各国から魔術の勉強をするために集まってるんだからな、分かりやすいように、服で権威を示してるんだよ、多分」

			「すっげぇ、その理由なら納得です。笑いをこらえられそうです。どっかの紅白のド派手な衣装が来ても耐えられそうです」

			「いや、俺はそんなのが来たら、走って逃げながら笑うわ」

			　うん、イメージするだけで笑えるわ。

			「何をこそこそ話してますの？　で、貴方たちは何用があって、この学府に足を踏み入れたのかしら？　教員や用務員の方ではなさそうですが……」

			　じろじろとこっちを値踏みするように見てくるお嬢様。

			　俺たちの服装は貴族とは言えない恰好だからな。普通に冒険者の恰好、いや、この大陸では傭よう兵へいか。

			　と、このままでは警備の兵士でも呼ばれて騒ぎになるな。

			　それは、俺たちが狙っている展開とは程遠い。

			「はい、編入生としてやって来たのですが、学長殿に取り次いでくれますか？　まだ、この場所には慣れてなくて」

			　俺はそう伝える。

			　停戦関連云々については、このお嬢様が、ジルバとエナーリアにとって敵国の出身なら言うわけにはいかないからな。

			　勝手に情報を開示するわけにはいかないので、編入生ということを伝えて学長と会おう。

			　しかし、そのお嬢様は俺の言葉を馬鹿にしたように笑って否定した。

			「はぁ？　編入生ですって？　あり得ませんわね」

			「えーっと、あり得ないと言われましても……とりあえず、学長に取り次いでくれないでしょうか？　確認していただければ、分かると思いますので」

			　停戦云々と俺たちの編入の件は、先に早馬を出して学長から直々に返事をもらっている。

			　だから、確認してもらえば分かるはずなんだが……。

			「確認を取るまでもありませんわ。編入とは各国の王の認可と学長の許可があって、初めて認められますのよ？　それを、護ご衛えいもつけていない傭よう兵へい風情が編入生を名乗るとは、極刑に値しますわよ、お分かり？」

			　お嬢様はそう言うと、魔力を集中させ始める。なんと、この新大陸では魔剣使いぐらいしかできないノータイムの魔術発動、つまり無む詠えい唱しようだ。

			　彼女は魔法によって作られた氷の槍やりを、１本ずつ俺とタイキ君に向けた。

			「ユキさん、これってプランＡですよね？」

			「そうだな。ここまで分かりやすい門前払いを喰らうとは思わんかったが」

			　この状況は、お約束フラグの１つだ。

			　編入に難なん癖くせをつけられて盛大にやらかしたあと、お偉いさんにともに怒られ、その後もケンカを吹っかけてきた相手との因縁が続くやつだ。

			　相手が男の場合はライバルか序盤の咬ませ犬、女の場合は、なんやかんやあってから恋人フラグが立つ可能性が非常に高い。

			「まあ、私を魔術の競い合いで退けられるなら、編入生と認めますわよ？　無論、学長にも取り次ぎます。どうします？」

			　うん、お約束すぎるわ。

			　そうやってバトルをしている間に学長がやって来て、ケンカ両成敗ってことになるんだよ。

			　こっちは悪くないのに、騒動を起こしたからって色々不ふ遇ぐうを味わう。

			　だから、俺たちはこの手段を用いる。

			「いえ、結構です。いったん帰りますので。で、代わりにこの手紙を学長にお渡し願えますか？」

			　俺はそう言って、あらかじめ用意してもらっていた、門前払いを喰らった時用の手紙を差し出す。

			「どうであれ競う気概もないのであれば、本当に編入生だったとしても失格ですわね。で、そんな怪しい相手の手紙を渡すとでもお思いですか？」

			「思いますよ」

			「なぜでしょうか？」

			「あなたはどこかの素晴らしいご令嬢であり、この学府の一員であることに誇ほこりを持っているように見えます。そんな方が、まさか頭を下げて預けた手紙を届けずに捨てるとは思えません。中身は確認してくださって結構ですから、よろしくお願いいたします」

			　そう言って、俺たちは頭を下げる。

			「分かりました。貴方たちは見た目は怪しいですが、礼儀はしっかりしているようです。この手紙はローデイ国のフレディ公爵家が娘、サマンサが確かに届けましょう。さ、用が済んだのなら帰りなさい。街に宿もありますし、観光でもして帰れば、多少は土産みやげ話もできると思いますわ」

			「「ありがとうございました」」

			　俺たちは再びお礼を言って、すぐに学府を離れる。

			　あの場で手紙を開けられないかとひやひやしたが、そこまではしないようだ。

			　というか、ローデイ国の公爵令嬢かよ!!

			　エナーリアの大臣と繋がってた国ですか!!

			　やべー、本当に色々フラグが乱立してるよ。

			「しっかし、上手くいきましたね、ユキさん」

			「ああ、これで、相手はどう転んでも俺たちに対して、一歩引いて迎えるしかない」

			「「学府編――完　作戦成功!!」」

			　

			「……というわけだ」

			「いや、門前払い喰らって普通に帰ってきちゃだめだろ!?」

			　エージルがすかさずツッコミを入れる。

			「なんで、もっと喰らいつかないんだよ。もういいよ、僕が行ってくるから!!」

			　そう言って、席を立つエージルを捕まえる。

			「落ち着け。これには理由があるし、もちろんジルバ、エナーリア両陛下に許可も取ってある。説明するから聞け。今までの話は、なにがあったかだけだ。ここから本番」

			「うー、分かったよ。でも、納得できなければ僕が行くからね」

			　渋々席に戻るエージルを見て、説明を始める。

			「まずは、答えから言うぞ」

			「答え？」

			「ああ、この行動から得られる利益だ」

			「はい？　よく分からないんだけど？　門前払いが、なんで利益につながるんだい？」

			　やっぱりエージルは、この手の駆け引きは苦手なのか。だから、王様たちは俺主導でやれと言ったんだな。

			「そこからか、まあいい。先に答えから言うぞ、この行動の結果、学長、およびランサーという学府は、俺たちにひとつ貸しをつくったことになった」

			「うーん、研究以外の分野はあまり得意じゃなくてね。分かりやすく教えてくれないかい？」

			「分かりやすくね。そうだな、前もって停戦と編入関係の許可をもらっている相手を、学府の学生が勝手に追い払ったんだ。これは、どう見ても外交問題だ」

			「え？　学生が悪いだけじゃないの？」

			「それで済ませてしまうのは、いい人なんだろうが、こういう国の交こう渉しよう事の際は、それではだめだ。まず、編入生云々の話を事前に生徒たちに伝えて、迎え入れる態勢を整えていなかった学府全体の問題だということ。さらに、役割が停戦の報告がメインだということを考えると、追い返したという事実は、各国にどこかの国に与くみしていますと宣言しているようなものだ」

			「あ、あー。そういう意味になるね」

			　エージルも頭は悪くないので、説明をすればすぐに理解する。

			「……あれ？　これって学府は凄すごくまずくない？」

			「まずいどころじゃないな。どこまで他の国とつながりがあるか分からんが、この話が広まれば、援助とか中立地帯って立場は意味がなくなるな」

			「……つまり、ユキはわざとこの状況を作って、学府に対して有利に動こうってわけか」

			「そういうこと。だから、２人でわざと勘違いされやすい服装で行ったんだよ」

			「なるほど、性た質ちが悪い。で、あらかじめ用意しておいた手紙ってのは？」

			「中身は、俺たちが追い返されたことについて、学府との付き合い方を考えなければならないっていう、ジルバとエナーリア両陛下の連名の苦情文」

			「うわー。でも、手紙を捨てられたりとかしたらどうするんだい？」

			「それなら、堂々と学府に文句を言えるな。外交でもかなり有利だ」

			「手紙を受け取っていないって学生が言ったら、それまでだと思うんだけど？」

			「いや、俺たちがこの学府を訪れた事実は、入り口の警備員や、この宿屋の主人が知っている。しかも、王様直筆の通行許可証も見せている。これで、俺たちが学府を訪れた事実は確定なわけだ」

			「……酷ひどいね。ユキ、君は悪魔かい？」

			「外交ってのはこんなもんだよ。で、手紙を渡したローデイの公爵令嬢様がどう動くかで、多少話が変わるな」

			「あー、自分で手紙の中身を見たら、すかさず僕たちを捜さがしに来るだろうし、学長に渡したら、学長に対して僕たちが圧倒的有利に立てるわけだ。わざわざ正直に持って行ったとしたら、その子は大目玉だろうけど」

			「当然の結果だな。俺たちは最初から丁寧に対応してたし、決闘ごっこをして騒ぎを起こしてるわけじゃないから落ち度はまったくない。完全に彼女の責任だな」

			「分かったよ。普通に受け入れられるより、より美味しい状況になってるってことだね？」

			「そういうこと」

			「あとは、結果次第で行動が変わるわけだ。どちらにしても国としては利益が出る形だ」

			「それまでは、のんびり宿屋で大人しくしててくれ。外に出るなよ」

			「なんでだい？」

			「ここまでの失態をしたんだから、相手もこっちの落ち度を見つけて、お互い様にしたいはずだ。宿屋の外に出れば、色々工作されても不思議じゃないからな。向こうからこの宿を見つけて訪れるまでは、ここで大人しくってことだ」

			　俺がそういうと、全員の見つめる目が冷たくなった。

			「うん、やっぱりユキは悪魔だね」

			　エージルがそう言うと、全員が頷く。

			　さて、準備は済んだし、学長さんはどう動くことやら。

			「ユキさん、あっちの方はどうします？」

			　タイキ君があの話をしてくる。

			　ああ、そう言えば帰り道に出くわしたな。

			「今はほっとけ、学府でどうせ会うだろうしな」

			「まあ、そうですよね。でも、面白かったですよね。あからさまな主人公って、あんな感じなんですね」

			　そう、帰り道に会った。いや、目撃したのだ。

			　テンプレな主人公を!!

			　どうか、関わりがありませんように。

		

	
		
			　

			第２４５掘：将を射んと欲すれば先ず馬を射よ……ではなく、将の首を取ればいい

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			　結局、あの「門前払い＆私と勝負しろイベント」をへし折ったのだが、先方の対応は想像以上に早く、その日のうちに俺たちの下に学府の人間が現れた。

			　なんだよー、数日は宿屋で引きこもれると思ってたのにさ。

			　とりあえず、俺とタイキ君で対応することにする。

			　まあ、他のメンバーが対応しても揚げ足をとられかねないし、俺たちは当事者だしな。

			　で、訪れたというか晩飯を食べてる時に、宿屋へあの時のお嬢様とちびっこが入って来たんだが……。

			　いまだ、俺たちのことを見つけられない。

			　その隙に、嫁さんやタイキ君の連れを別テーブルへと逃がして一般人のふりをさせ、そのまま宿屋のおっちゃんとの話を遠目から見守る。

			「このから揚げ、美味おいしいですね。地鶏ですかね？」

			「どうだろうな？　案外魔物の肉かもしれないぞ？」

			「そりゃないでしょ。この大陸は魔物が少ないんですから」

			「あ、そうか。地鶏なら少し分けてもらうか」

			「いいですね。でも、餌とか世話の仕方で肉質が変わりますからね。そこら辺もちゃんと調べとかないと」

			「あー、そうだな。結構詳しいな。そっち関係か？」

			「んー、あー、じいちゃん家が養鶏場をやってるんすよ。それでですね。俺自身はさっぱりな素人しろうとですよ。じいちゃんからの受け売りってやつです」

			「それでも大したもんだ。俺なんて、神様と交こう渉しようしてネットとかをこの世界に持ってきて、やっとこの状態だぜ？　タイキ君みたいに、学んだことだけでやってきたわけじゃない」

			「いや、俺をほめてくれるのは嬉しいですけど、ユキさんみたいな状況になっても、俺はユキさんと同じようにできそうにないですよ」

			「そりゃ、俺と同じなんて無理だろ。思考のクセとかも違うんだから」

			「ああ、そこじゃなくて成果ですよ。たった数年で目標達成して次の課題とか、規模を考えれば普通あり得ないですよ。お偉いさんの相手も山ほどでしょ？　俺には無理ですね」

			「あー、それは俺が社会人だったからかもな。自分より立場が上の人相手の交渉とか、仕事で普通にあるしな……」

			「うへー、俺はこっちの世界でのんびりしてる方がいいですね。もう、今さら日本に戻るのは怖いですよ」

			　まあ、先方に気付かれても気付かれなくてもどっちでもいいから、こうやって飯を食いながらのんびり話してるんだけどな。

			　しかし、おっちゃんは俺たちのことだって気付いているのに喋しやべらないのな。

			　うん、信用できるいいおっちゃんだ。

			「お願いしますわ。お礼なら言い値を支払いますから、どうか教えてくださいませ」

			　公爵令嬢があそこまで頭を下げても、微動だにしないおっちゃん。

			　かっこいいぜ。

			「ねえ、ユキさん。あのおっちゃんに困ったことがあれば、俺は助けますよ」

			「俺もだ。あの人を見捨てたら、人としてだめだろう」

			「ですよね」

			　こういう人は大事にしないといけない。

			　そう思わせてくれる、凄すごいおっちゃんだ。

			　で、頭を下げ続けるお嬢様を、ちびっこがなにか言って下げさせる。

			　んー、あのちびっこってなんだろうな。

			「お、あの小さい子がおっちゃんと話し始めましたよ」

			「だな。案外大物なのかもな」

			「あれですか？　ロリ婆でここの学長だったりとか？」

			「そうそう。まあ、あそこまで幼いと、ロリ婆って言葉はなんか違うけどな」

			「あー、デリーユさんぐらいならロリ婆ですけど、あの小さい子、アスリンちゃんたちぐらいしかないですからね。幼女婆？」

			「なに、その新ジャンル？　普通にロリ婆でよくないか？」

			「いやー、まあ同じなんですけどね。なんというか、あそこまで小さいと……」

			「ああ、そう言いたくなるのは分かる。でも、あれが学長だからなー、タイキ君の予想は当たりだ」

			「ありゃ、鑑定しちゃったんですか？　しかし便利ですよね、ユキさんの鑑定。俺の鑑定スキルは、結構近づかないと使えないんですよ」

			「まあ、こっちは神様直々だしな。あとで、コールで情報を送っておくから把は握あくしとけよ」

			「どうも……っと、おっちゃん、あの小さい学長には教えたみたいですよ」

			「まあ、学長だしな。おっちゃんも色々借りがあるんだろうよ。あ、とりあえず、あの小さい学長への対応は普通にいくぞ」

			「へーい、ちゃんと小さい子として扱うんですね」

			「そうそう、わざわざこっちの手札を見せる理由もないし、相手も自分の正体がばれていないと思ってるだろうから、変な小細工をするかもしれないしな」

			「……たとえば？」

			「そうだな……俺たちが学長に対して横暴な態度を取ったところで学長という名前を出して、無礼返しとかな。それで、お互い様ってことに持っていく。で、次の可能性は、俺たちが優しく接したら、子供姿を装ったままでお嬢様を許してーって言ってきて、俺たちが許し、この件はそれまでになる。それで後で正体をばらして、学長が聞き届けましたって言ってな」

			「うん、詐さ欺ぎですね。で、任せますよ？」

			「おう、じゃ、普通に飯でも食べてよう。おっちゃんがこっちに学長とお嬢様を連れてきてるみたいだし」

			「ういっす」

			　おっちゃんは渋々と言った感じで、２人を連れて俺たちのいる食堂に入ってきた。

			　宿屋入り口と食堂は繋がっているが、食堂に来る時におっちゃんに挨拶してきたから、俺たちが食堂にいるのは知ってるんだよな。

			　というか、わざと居場所を教えたんだけどな。

			　そんなことを考えつつ、タイキ君とのんびり飯を食べてると、俺たちを発見したおっちゃんが申し訳なさそうな顔で声をかけてきた。

			「すまない、２人とも」

			「ん、どうしたんですか？」

			「おっちゃん、今日の飯も美味おいしいな。で、なに？」

			　俺たちはおっちゃんに合わせて会話する。

			　後ろの２人は紹介されるまで、大人しくしているつもりらしい。

			「いや、知り合いに２人のことを聞かれてな。客の情報を話すのはご法度なんだが、ちょっと世話になったことがあってな……」

			　まあ、そんなところだろうな。

			「いいよ。おっちゃんが世話になった人なら悪い人じゃないんだろ？」

			「それはもちろんだ」

			「なら、いいですよ。そのかわり、このから揚げの追加をもらえます？」

			　俺がそう言って、残り少ないから揚げの皿を指さす。

			　皿を見たおっちゃんは、いい笑顔になって頷いた。

			「おう、今日は好きなだけ食ってくれ。俺から母ちゃんに言っておく」

			　話が分かるおっちゃんだ。

			　あとで、鶏のことも聞いておこう。

			　美味うまいから、ウィードで育てよう。

			「で、俺たちのことを聞いてきたのは、おっちゃんの後ろの人かい？」

			「ああ」

			　おっちゃんが横にずれると、お嬢様、ちびっこ学長の順に後ろから出てきた。

			　さて、どう出てくるかな？

			　さすがに、ここに来たってことは手紙の内容を知ったからだろうし、お嬢様は見るからに気まずそうだ。

			「ああ、あの時のご令嬢様ですね。お手紙は届けていただけたでしょうか？」

			　とりあえず、俺は普通を装ってそんな言葉をかけた。

			　声をかけた瞬間、お嬢様がビクッと震えたが、まあ自業自得だしな。

			　俺の言葉も嫌味に聞こえたんだろう。至って普通に声をかけたつもりではあるが。

			「あ、あの……」

			「ん？　どうしましたか？　手紙を失くしたとかでしょうか？」

			「い、いえ、そんなことはありませんわ。ちゃんと学長にお届けいたしましたわ」

			「そうですか、どうもありがとうございます。で、ここまで来られたのは何用でしょうか？」

			　俺がそう聞くと口をパクパクさせだした。

			　まあ、何用って俺たちに謝罪しかないよな。

			　編入の話は本当だったわけだし、独断で帰したんだから。

			「た、大変申し訳ございませんでした!!　あの時の非礼をお詫びいたします!!」

			　思い切って頭を下げるご令嬢。

			　その後ろで観察しているちびっこ学長。

			　ふむふむ、様子見ですか……。

			　性た質ちが悪いな。

			　俺たちの対応次第で名乗り出て、話をイーブンに持っていこうって魂胆か。

			「はて？　何を謝っているんですか？　あの時の対応は少し強引かもしれませんが、学院を守るという意味もありましたし、特に謝ることではありませんよ」

			「え？」

			　不思議そうな顔をするお嬢様。

			　そして、俺たちの対応を見て、許してもらえたと確信したのか笑みを浮かべるちびっこ学長。

			　その足が前に出る前に、俺は続けた。

			「謝るべきは、今回の編入の件を伝えず、ほったらかしにしたあげく学生に謝らせて、その様子を見た上で名乗り出ようとする、そこの失礼なガキ学長でしょう？」

			　俺の言葉で、足が止まるちびっこ学長。

			「あ、え？　こ、この方を学長とご存じで？」

			「ええ、もちろん両陛下から聞いていますよ。なんですか、手紙に『学長の容姿については秘密にしてある』なんて書いてありましたか？」

			　そう、実はわざとそう書かせておいた。

			　そうすれば、この失態を誤魔化そうと動くだろうし、そこを指摘してさらなるいい条件を引き出せるわけだ。

			　まあ、相手が誠実であればそんなことにはならないのだが、この学長は小細工をしてしまったんだな。

			「で、何か弁明があれば聞きますよ？　許可を出したのにもかかわらず、その通達準備を怠おこたり、手違いで追い返して、さらに、その勘違いをおかした誠実な生徒だけに頭を下げさせ、自らはずっと様子見をしていた学長殿？」

			　俺はわざわざ、食堂で飯を食べている人たち全員に聞こえるような大声でそれを告げる。

			　無論、視線が俺と学長たちに集まった。

			「あ、ぐ……」

			　さすがに何を口にしたらいいのか分からないのか、固まってしまうちびっこ学長。

			　だが、顔を見ればやっちゃったって顔をしているから、周りの人はこのちびっこが学長だって理解するだろうし、生徒に頭を下げさせることで、この問題を有耶無耶にしようとしていたのも分かる。

			「ふう、まさか謝罪の言葉すら出ないのですか。ねえ……おっちゃん、いい？」

			「あ、ああ、なんだ？」

			「たとえば、宿屋の従業員が上客に大失態をやらかしたとして、この宿の主であるおっちゃんはなにも言わずに、部下に頭を下げさせるかい？」

			　大きな声で、分かりやすい例え話をしてやる。

			　人のいいおっちゃんは、即座に答えを返してくれた。

			「いや、それはない。従業員の失態は俺の指導不足だ。まずは、宿の主である俺が頭を下げるのが筋だろう。……なるほどな。ポープリさん、いや、ポープリ・ランサー学長、あんたはたくさんの部下をもつ人として、この場ですることは１つしかない。さすがに、今の話を聞いてポープリさんの肩を持つわけにはいかねえ。政治云々があるかもしれんが、これはそれ以前の問題だと思う」

			　おっちゃん、かっこよすぎ!!

			　そして、ポープリと呼ばれたちびっこ学長は、泣きそうな顔で頭を下げた。

			「……このたびは、私の落ち度で大変ご迷惑をおかけしました。今回の件は、すべて私に責任がありますので、この生徒は許していただけないでしょうか」

			　幼い可愛かわいらしい声だが、そこにはハッキリとした意志がある。

			　伊達にロリ婆ではない。

			　というわけで、自分に責任があると認めた上で大勢の中で謝罪してくれた。

			　よし、これで大勢は決した。これなら、後でなかったことにはできない。

			「謝罪はお受けします。しかし、そこのサマンサお嬢様の件については、最初から怒ってもいません。彼女は少し好戦的ではありますが、素晴らしい生徒だと思いました。私たちに対しても、ちゃんと対応してくれましたし」

			「あ、ありがとうございます!!」

			　サマンサお嬢が、そう言いながら目を潤ませ頭を下げる。

			　で、俺の謝罪を受ける宣言を聞いて、ガバッと頭を上げる学長。

			　だが、甘い甘い。

			「では……」

			「ですが、それは個人としての謝罪を受け取っただけです。今回の各国の代表を追い返した件は、個人ではなく国家間の交こう渉しよう上での出来事です。それを、私個人で許すことはできません。こちらについては、後日、改めて話すことになります。よろしいですか？」

			「……はい」

			　上げて落とす。

			　まあ、そっちの怠慢と対応が原因だ。

			　しっかり反省してくれ。

			「では、明日、学園でお話ししましょう。さすがに、これ以上は外交機密上、周りに聞かせられませんからね」

			「っつ!?　……はい」

			　ちびっこ学長は自分が有利に使おうと思っていた観客を、逆に使われていることに気が付いたようだ。周りを見て、さらに泣きそうになっている。

			　で、サマンサお嬢の手を握って、トボトボと外へ向かって歩き始める。

			「ああ、明朝……そうですね、そちらには時計はありますか？」

			　俺は帰ろうとする２人に声をかけた。

			「ふぇ？」

			「え、ええ、ありますわ」

			　おいおい、学長、もう涙ボロボロ流してるんじゃん。

			　なぜか俺が悪いことをしているみたい。

			「なら、朝８時に伺うかがいます。サマンサ様が迎えに来てくれると嬉しいです。貴女は信用できますし、またこんなことがあっては面倒ですからね。よろしいでしょうか？」

			「ふぁい。分かり、ひぐっ、ました。さ、まんしゃちゃん、おね、がい、ひっぐ、します」

			「はい、分かりました。ですから、学長、泣き止んでください。可愛かわいいお顔が台なしですわ」

			「ふ、ふえぇえっぇぇぇーーん！」

			　で、ちびっこ学長はルルアといい勝負をしそうな豊満な胸に顔を埋めて、抱きかかえられて連れていかれるのであった。

			「……なあ、おっちゃん、俺、やりすぎたか？」

			　さすがに、中身がロリ婆とはいえ外身がロリなだけに、俺がイジメたって感じになってるから心配になった。

			「いや、あれは君たちが正しい。いつもあのぶりっ子で押し通してきたから、いいクスリだろう。しかし、君たちは凄すごいな。あのポープリさんとの交こう渉しようで、あそこまで有利に運べるとは。普通なら、あの泣き顔を見せられて強気に出られなくなることが多いんだが、泣き顔を見せる前に止めを刺したからな。ああやって泣いても、もう手遅れだ」

			「え、あれって泣きの演技？」

			「おそらくな。最後に泣いたのは、せめてものお返しだろ。実際、罪悪感が芽生えたろ？」

			「ああ」

			「それが狙いだ。次の交渉も考えてるな。俺が言えるのは、そのままの姿勢を貫きとおせってことだ。ポープリさんに完全敗北を教えてやれ」

			　ええー、あのロリ婆、どれだけ無茶やってんだよ。

			　宿屋のおっちゃんから応援されるとか、これまでよほどな交渉ばかりしてやがったな。

			　というか、あの泣き顔もウソかよ。

			「女って怖いですね、ユキさん」

			「ああ、恐るべしだ。だが、今のところはこっちの圧勝だな」

			「ですね。これで明日の話し合いは、いい感じでいけそうですよ」

			「そうだな。でも、おっちゃんの言う通り油断しないで一気にいくぞ」

			「分かってますよ。と、おっちゃん、から揚げはまだ？」

			「おおう。ちょっと待ってな。母ちゃん!!　から揚げ山盛りで。ポープリさんを言い負かした男前がいるんだ!!」

			　そう言って、おっちゃんは調理場の奥へ消えていった。

			　大声を上げて、俺たちは悪くないとアピールしながら。

			「「おっちゃん、かっこよすぎ」」

			　そして、極上の勝利の味のするから揚げをたらふく食べて、明日に備えるはずだったのだが……。

			「お兄ちゃん、アスリンは悲しいよ!!」

			「そうなのです!!　ちっちゃい子を虐いじめるなんて、フィーリアは、そんな酷ひどい兄様を見たくはありません!!」

			　部屋に戻ってから、ちびっこ２人に散々に怒られた。

			　他の皆はとりあえず事情を理解しているから、何も言わなかったが、やっぱり視線は厳しかった。

			「タイキ様、あなたは勇者なんですよ？　なのに、あんな小さい子を相手に……」

			「いや、アイリ聞いてくれ、あれは学長の……」

			「いいえ、聞きません。あんなことをしては勇者の名折れ、私は悲しいです!!　いいですか……」

			　横ではタイキ君も怒られていた。

			　くそ、あの学長め、これが狙いか!!

			　って、違うよな。

			「うんうん、やっぱりユキは悪魔だよ。これは間違いないね」

			　うっせー。

			　エージル、お前がもっと交こう渉しよう事ができるタイプなら、今頃ここに座ってるのはお前だぞ!!

			　はぁ、明日８時に学府に行けるかな……。

			　

			　お説教は深夜１時まで続いた。

		

	
		
			　

			第２４６掘：だから、無駄

			　

			　ｓｉｄｅ：ポープリ・ランサー　ランサー魔術学府学長

			「あーん」

			　ガリ、ガリ……。

			　私は今、とっておきの飴玉を口にほおばって、かみ砕いている。

			　普段はこんなことはしない。

			　だって、飴玉、甘いモノは、学長の私からしてもそこまで安いものではないのだ。

			　まあ、安い飴玉は存在するが、今私が食べているのはとっておきの飴玉。

			　職人が丹精込めて作った、極上の逸品だ。

			　この飴玉１つで、鉄の剣が１つ買える。

			「ポープリ様、そんなに飴玉をかみ砕いては、勿体ないのではありませんか？」

			　で、その高級な飴玉をかみ砕いている私に話しかけてきたのは、この魔術学府で副学長を務めるエルフ族のララだ。

			　この大陸では、基本的に亜人は不ふ遇ぐうの扱いを受けているが、全部が全部そうではない。

			　亜人はもともと、人と比べて特化した分野についての能力が高い。

			　遥か昔から人と仲のいい亜人はいたが、彼らはその能力を活かして活躍し、貴族の位をもらって特殊部隊を任されるケースが多かった。

			　そうすれば国としても亜人を管理できるし、戦力としても扱えるから便利だったのだ。

			　こうした貴族身分の亜人たちは、今でもいくつかの家系が存在している。

			　このララも、どこかの国の貴族だったそうだ。

			　魔術に非常に長けていたから、この学府に来た時に引き抜いて、今は片腕として働いてもらっている。

			「……うるさいな。いいんだよ、こうでもしてストレスを発散してないと、辺り一面を吹き飛ばしそうだからね」

			　ララの説教臭いセリフにいら立ちを覚えてしまう。

			　クソ、なんだよ、あの男たちは……。

			　ガリッ。

			　そして、今日の昼からの出来事を思いだす。

			　のんびり安物の飴玉を舐めていた時に、学生であるサマンサが学長室を訪れたのだ。

			　

			「ふふーん、そろそろ、編入生の件を伝えて準備しとかないとね～」

			　私はその時、十分にまだ時間があると思って、生徒たちに編入生の件を伝えていなかった。

			　だが、それは間違いだったのだ……。

			　書類の準備をしていると、扉をノックする音が聞こえてきた。

			　学長室を訪れたのは、生徒のサマンサだった。彼女はローデイ国の公爵令嬢で、魔術の腕もかなり筋がいい。この学府の学生で10本の指には入るだろう。

			「どうしたんだい？　決闘の申請かい？」

			　この学府は実力主義だ。

			　まあ、研究部門は別にあるが、基本的には魔術を使う者は戦場でいかに魔術を使えるか、つまり戦力として使えるかどうかが評価につながる。

			　だから、研究科とは違って魔術科は魔術の実技、および決闘のシステムで順位、成績をつけている。

			　で、このサマンサは結構武闘派で無む詠えい唱しようもこなす期待のルーキー。

			　だから、決闘の申請かと思ったんだ。

			「いえ、学府前に不審者がいましたので、追い払ったのですが……」

			「ああ、そりゃご苦労さん。で、問題はないと思うけど、報告は聞いておくよ」

			　この学府の生徒の多くは、下手な兵士よりも強い。

			　だから、サマンサみたいに、個人で不審者を見つけて追い払うようなことはたまにある。

			　もっとも、よっぽど腕に自信がなければ、この学府に侵入しようなどと普通は考えない。

			　ここは魔術の才能がある人が集まるので、戦力的には一国の軍隊と同等と言われている。

			　そんな所に侵入する奴は、よほどの自信があるか、ただの馬鹿しかいないわけである。

			　ということで、一般の警備兵はいるにはいるが、とても少なく、建前上置いているだけだ。

			　だからサマンサが追い払ったのは、ただの馬鹿だと思っていたんだ。

			「傭よう兵へいっぽい黒髪の男性２人ですね。まだ、若いようでした」

			「ふーん。おそらく、魔術を使える仲間でも勧誘しに来たんだろうね。ここの生徒を引き込めれば、戦力としては十分だし箔はくもつくしね」

			「ええ、私もそう思いましたので、すぐに魔術を展開して決闘を促うながしたら、あっさり引いて立ち去りました」

			「ははっ、サマンサちゃんも意地悪だね。君に勝てる人なんてそうそういないだろ。と、報告ありがとう。問題なさそうだし、もう下がっていいよ」

			「あ、すいません。一点、不審な点がありまして……その２人は、なぜか編入生と名乗っていました。そんな話は聞いていないので独断で帰したんですが、去り際に手紙を渡されまして。学長に届けて欲しいと」

			「ふぁ!?」

			　なんですと!?

			　もう、ジルバとエナーリアの編入生が来たの!?

			　ええ、なんでそんな貧相な恰好をした２人が来るわけ!?

			　いや、落ち着け。そんな奴らが本当に編入生なわけがない。

			　まずは、その手紙を確認しよう。

			「これです」

			　サマンサちゃんから手渡された手紙は真っ白な紙で包まれていて、封を解くと、中からジルバとエナーリアの封ふう蝋ろうが付いた手紙が出てきた。

			　やっばー!?

			　慌てて、その手紙に目を通して確信した。

			　嵌はめられた。これじゃ、学府が一方的に悪いことになる。

			　こんな手段を取ってくるか!?

			「あの、問題でも？」

			「サマンサちゃん、その２人のことを詳しく教えて!!」

			「え？」

			　

			　で、サマンサちゃんにことの重大さを教えて、何とか大きな問題にならないように、サマンサちゃんと私のダブルで可愛かわいさをアピールして押し切る作戦によって穏便に済ませようとしたんだが……見つけた男２人がとっても論外な存在だった。

			　というか、完全に手の平で遊ばれた。

			　私が穏便に済ませようとした作戦を逆に利用されて、学府がさらに不利な状況に陥おちいってしまった。

			　まあ、最後に仕返しはしたけどね。

			「しかし、報告では学長がまたウソ泣きして帰ってきたとありますが、また無茶を通したのではないでしょうね？　後始末が大変なので、やめて欲しいのですが」

			　そう言って、ララが睨にらむ。

			　はぁ、無茶を通せたのならいいんだけどなー。

			　無茶を通されたんだよな、これが……。

			「ウソ泣きじゃないよ、マジ泣き。完全に言い負かされた。冗談抜きでまずい状況なんだよ」

			「……本当に、この報告は事実なんですか？」

			　ララが目を真ん丸にして驚いた表情をしたあと、すぐに真剣な顔つきに戻る。

			「そうだよ」

			「……なら、まずいどころじゃありませんね。事前に許可を出した停戦書類の搬送者、および編入生の門前払い。そして、このジルバ、エナーリア両陛下からの連名の苦情文。ついでに、それを有耶無耶にするために接触した学長が、逆に大勢の前で言い負かされたことで、さらに状況が悪くなってます。……下手したら、この学府が潰れますよ？」

			「分かってるよ。だから、もう敗北は決まってるけど、明日までに編入生の迎え入れの準備を済ませて少しでも改善をしないといけない」

			「ですね。で、そう理解しているのならすでに？」

			「うん。追い返されたけど、最後に彼たちの連れらしい女性たちの前でマジ泣きしてやった。で、この女性たちがねらい目だ」

			「どういうことでしょうか？」

			「彼女たちを、明日の交こう渉しようの席に引っ張り込む。あの男２人には、口で勝てそうにない。だから、口が回りそうにない彼女たちを相手にして有利に立つ」

			「それは、賭けになると思いますが？　それほど頭のいい交こう渉しよう役の補佐としてついて来ている女性陣です。頭が悪いとは思えないのですが」

			　うん、ララの言う通りだ。

			　でも、これには確証があった。

			「私の使い魔は知ってるよね。それで、何か有利な情報が得られないか見張りをさせたんだ」

			「……また趣味の悪いことを。バレればさらに状況が悪くなりますよ？」

			「使い魔は猫だし、まさかばれることはないよ。この大陸で使い魔を使役できるのは、ほんのひと握り。僕やララのような魔術師だけだよ」

			「はぁ、まあいいです。で、その見張りの結果は？」

			「ああ、彼女たちは、私を泣かせた男２人を説教してたんだよ。深夜１時まで確認したかな？　これは私に有利な材料だろ？」

			「確かに、同情を誘って畳みかけてしまえば、それほど酷ひどい条件を付きつけられるとは思えません」

			「だろ。だから、明日というか明けて今日、彼らが彼女たち抜きの２人だけで来るようなら、謝罪がしたいので関係者全員を連れて来てくださいと言ってくれ。サマンサちゃんは、失態もあって彼らには強く言えないだろうしね」

			「なるほど、分かりました。では、もう遅いのでお休みになってください」

			「この飴玉を食べたら寝るよ」

			　そう言って、もう１つ飴玉を口の中に放りかみ砕く。

			「……ふん、こう忙しい時に色々重なるよね」

			　

			　ｓｉｄｅ：トーリ

			　私たちのコール画面には、そう言って部屋を出ていくポープリさんが映っています。

			「……あのクソ女、泣かす。またマジ泣きさせてやる」

			「……同意、僕たちにユキさんを非難させる役をやらせようとしている上に、僕たちのことを頭が悪いとか」

			　背後でカヤとリエルが、怒りの炎を燃やしている。

			　私も同じ気持ちだ。

			「霧華、監視ご苦労さん、戻ってきていいぞ」

			『はっ、戻ります』

			　ユキさんがそう言って、私たちの方を向きました。

			「ということだ。相手さんは、俺の嫁さんたちを目標に定めた。学府内での学長との勝負は任せたぞ」

			「任せてください。ユキさんに正座をさせて意味もない説教を数時間にわたってさせた、あのクソ女を完膚なきまでに叩きのめします」

			　エリスが即座に答えると、続けて独り言をぼそっと呟つぶやきました。

			「……今日は、私がユキさんとの番だったのに。コロス」

			「「「ひっ!?」」」

			　私を含めて激怒していたリエルとカヤも、エリスの光のない目を見て少し冷静になります。

			　いや、あの人は許せないけど、えーっと、殺すのは……。

			「落ち着けエリス、殺しちゃダメ。今度、ちゃんと埋め合わせをするから。だから、落ち着いて？」

			「分かりました。四肢を切り落とすだけにします」

			「いや、分かってないからね!!」

			　とまあ、こんな感じで、あのちびっこ学長が小細工を仕掛けて来たので、こっちも小芝居をうったんです。

			　相手はこれで私たちのことを与くみしやすいと勘違いしたので、明日の交こう渉しようでは私たちを狙ってくるでしょう。

			　ま、全部手の平の上なんですけど。

			　私たちのユキさんに面倒をかけたんです。

			　マジ泣きしてください。

			　慈悲はない。

			　素直に謝れないって駄目ですね。

			　

			　さて、そんなことで、私たちは準備万端で学府へ乗り込みました。

			　ポープリさんの話の予定通り、私たちは全員まとめて会議室らしいところへ通されました。

			　分かりやすいぐらい、好待遇で。

			　お茶はこの大陸ではかなりのものですし、お菓子も同様。

			　でも、ウィードとユキさんには及びませんけどね!!

			「どうですか、自慢の紅茶とお菓子は」

			「ええ、美味しいですね」

			　エリスが予定通り、真っ先に話に乗る。

			　一応、全員が受け答えできる準備はしたけど、エリスが一番弁がたつし、今回の件で一番キレてるから彼女主体でいく予定なのだ。

			　……殺さないよね？

			　……学府を潰さないよね？

			「そうか、それはよかったよ。君とは仲良くやれそうだ」

			「ええ、ソウデスネ」

			　ひぃぃぃ、エリスの言葉がカタコトになってるよ!?

			　目が笑ってないよ!?

			「で、仲良くなったついでに君に相談があるんだけど、いいかな？」

			「何でしょウカ？」

			「私たちは昨日、君たちに対して失礼なことをしてしまったんだ。で、謝罪の１つとしてこうやって美味しい紅茶とお菓子を振る舞ったんだけど、他にどうすればいいと思うかな？」

			　あー、わざとこの会議の場でエリスから言質を取って、交渉を有利にするというか、条件をエリスに決めさせるつもりですか。

			　エリスが考えなしで「もういいですよ」なんて言えば、それがまかり通る。

			　いや、さすがにもういいですよで終わりはないだろうけど、個人的に美味しいご飯が食べたいとか、強い魔道具が欲しいとか言ってしまえば、即座に準備して渡して――これで、君たちの要求は呑んだとしたいわけだ。

			　まあ、先方は、あからさまに不安そうな顔でエリスの顔を覗き込んでるけど……。

			「そうですね。好きに言っても構いませんか？」

			「うんうん、構わないよ。好きなことを言って。希望に添うようにするから」

			　うわぁ、エリスにそんなこと言っちゃ……。

			「では、第１に、私たちへの不当な対応をしたことを、学府が同盟あるいは交易しているすべての国に対して宣言してくだい」

			「へ？」

			「第２に、不当な扱いをされたジルバ、エナーリア両国に対して謝罪を行うこと」

			「え、え？」

			「第３に、今回の問題を起こしたことに対する解決策を明示するとともに再発を防ぐ方策を示し、対応を怠おこたった現学長に対してはなんらかの処しよ罰ばつを行うこと」

			「ちょっ!?」

			「第４に、直接的に被害を受けた私たちに対して誠意ある謝罪を行い、その謝罪内容を各国に知らせること」

			「ま、まって、すとーっぷ!!」

			　ようやくまずい事態に気付いたのか、慌ててポープリさんが止めます。

			「何でしょうか？　好きなことを言ってるだけですが？」

			「あ、あー、えーと、何かこう、個人的に欲しいものとかないかなーって？」

			　エリスの個人的に欲しい物をなんとか聞きだして、それを条件にしたいんだなー。

			　まあ、ユキさんが言ってたのより、５割増しぐらいの強烈な条件を言ってるしね……。

			　もみ消したい学府側としては、絶対に飲めない条件だよね。

			「ああ、なるほど。ありますね」

			「そ、そうかい!!　それを言ってくれ!!　用意するよ!!」

			「ありがとうございます。さすがポープリさんですね」

			「ああ、任せてくれ!!」

			　ああ、駄目だ。

			　エリスの目が狩る者の目になってるよ。

			「この条件を飲むだけでなく、個人的に私たちへの謝罪として、別件で用意してくれるのですね？」

			「え、あ、その……」

			「あら、まさか個人へのプレゼントをもって、今回の大事に対する謝罪にするつもりだったんですか？」

			「ま、まさか、個人的に別件で用意させて、も、もらうよ」

			「そうですよね。そんな問題を有耶無耶にするようなことを、学長ともあろう方がするわけないですよね」

			　ポープリさん、さっさと謝るんだ。

			　じゃないと、すべてむしり取られるよ!?

			　もう、ユキさんが白目剥むいてるし……私から見てもやりすぎって分かるよ!?

			「あ、でもちょっと個人的な希望の方が大きいので、条件を緩和しないと釣りあわないかもしれませんね」

			「ほ、本当かい!?　その個人的希望はなんとか叶かなえるから、条件を緩和してもらえるかい？」

			「ええ、もちろんです。だって、私たち、お友達じゃないですか。そうでしょう？」

			「うん、うん、友達だよね!!」

			　その時の微ほほ笑えんだエリスの写真は、後に子供たちのお仕置きへと使われるのでした。

			　それぐらい、怖かったんだよ。

			　で、その個人的な希望というのが、もう先に言った条件を飲んだ方がましだったというレベルでした。

			　

			　こうして、一方的な交こう渉しよう会議は終わり、学府を離れることになったのだけど……。

			「今日は、首尾よく交渉をまとめられました。ありがとうございます」

			「あ、ありが、ひっく、ござい、ましゅ」

			　この通り、学長はすでにマジ泣き。

			　副学長のララさんの表情も笑みが消えて、顔を引くつかせています。

			　もう、エリス以外は笑っていません。

			　みんな学長さんに対して、深い憐れみの視線を向けています。

			「では、明日からよろしくお願いします」

			「う、ううっ、よ、よろ、ひぐっ、します」

			「ああ、宿の時のウソ泣き、同じ女に通じると思ってたのが間違いでしたね」

			　ああ、止めも刺すんだね……。

			「ふえぇぇぇっーーーん、ララーーー!!」

			「が、学長、お、落ち着いてください!!　ま、まだ見送りの最中です、こ、こんな不作法をすれ……ば」

			　それを見たエリスが微笑んで言います。

			「明日、この落とし前の話をしましょう」

			　そう言って、学府から離れていくのでした。

			　残されたポープリ学長はさらにマジ泣きして、ララ副学長は完全に固まっていました。
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			　相手が悪すぎたんです。

			　エリスはウィードの庁舎で主に会計や戸籍管理の仕事をしているけど、それ以外も幅広く手伝いができる超万能な人物なんです。

			　無論、交こう渉しようもその１つ。

			　ユキさんから色々教わってるしね……。

			　

			　エリスが通した個人的希望

			　・私たち編入生への行動を妨害しない。

			　・希望に応じて、魔術研究内容を開示する。

			　・基礎授業は希望次第で免除する。

			　・半年の滞在期間の必要経費は全部学長が持つ。

			　・学府に置いてある蔵書すべての閲覧を許可する。

			　・編入生たちが自由に使える部屋をもうける。

			　・編入生と在学生のトラブルは、学長自らが立ち会って解決する。

			　・開発した魔道具の使用許可。

			　その他色々……。

			　まあ、ぶっちゃけ奴ど隷れいだね。

			　うん、エリスは怒らせちゃいけない。

		

	
		
			　

			第２４７掘：人の恋路を邪魔する奴は……

			　

			　ｓｉｄｅ：ポープリ・ランサー　ランサー魔術学府学長

			「ひぐっ、えぐっ……」

			　私は嗚お咽えつを漏もらしながら、今回の失態の尻拭いをするために、エリスさんに言われた条件を満たす書類を書いている。

			　ちくしょー、なんなんだよ。

			　あの時、お説教に参加してた１人で、私のことを憐れみの目で見てたじゃん。

			　なのに、今日話してみたら中身は真っ黒だよ。

			　なんで、宿でのマジ泣きがわざとだってバレたんだよ。

			　というか、同情しろよ。

			　そんなことを考えても、状況は変わらない。

			　それどころか、下手なことをせず最初から謝っていれば、ここまで酷ひどい状況にならなかった気がする。

			「学長、お気持ちは分かりますが、その謝罪とお詫びの援助関連の書類を汚したら、エリスさんにまた……」

			「分かってるよ。あのおっぱい中途半端め、サマンサちゃんのが大きいんだもんね!!」

			「いえ、エリスさんも十分大きいですよ」

			「うっさい、大きいのは全部敵でいいんだ。まったく、酷ひどい条件を押し付けられたもんだね」

			　私はそう言って、ため息をつく。

			「でも、ほとんど自業自得ですけどね。最初から素直に謝っておくべきでしたね」

			「最初っから、非を全面的に認める組織なんてないの。分かってて言ってるだろ、ララ？」

			「はい、こういうのは内々で揉み消すのがお約束です。普通なら、お互いに探られたくない秘密があるものですしね」

			「そうなんだよなー。なくても失態をこっちで作り出して、なあなあにできればよかったんだけど……」

			「そのすべてがあっさり躱かわされて、逆に手痛い仕返しを喰らいましたね。ということで、全体的に見れば、相手の力量を見誤ったって感じです」

			「ちぇ」

			　泣いても始まらないし終わらない。ついでに、書類に不備でもあれば、あのエリスに何を言われるか分からない。

			　とりあえず、しっかりと用意しろと言われた条約文を作り終わり、ララに確認してもらう。

			「……はい、これで問題ないかと思われます。あとは、どの程度ジルバ、エナーリアへお詫びの物品を渡すかですね」

			「忌いま々いましいことに、明日にはエリスさんが、向こうに喜ばれるもので、こっちもそこまで懐が痛まないものをピックアップしてくるってさ」

			「本当に、今回のあの方たちは規格外ですね」

			「ああ、交こう渉しよう事については、私が知る限りトップだ。まったく、魔術での実力行使ができればなー」

			「絶対におやめください。確かに武力で圧倒するのは簡単ですが、それを実行したら確実に学府がなくなります」

			「どっちの意味で言ってる？　私の魔術で吹き飛ぶのか、立場的になくなるのか？」

			「どっちもです」

			　ま、ララの言う通り、私が全力を出せばそうなるよねー。

			　ったく……でも、一度はあの連中にひと泡吹かせたいんだよ。

			「ん？」

			　その時、エリスさんと結んだ個人的希望の文言が目に入った。

			　・私たち編入生への行動を妨害しない。

			　・希望に応じて、魔術研究内容を開示する。

			　・基礎授業は希望次第で免除する。

			　・半年の滞在期間の必要経費は全部学長が持つ。

			　……などなど。

			　うん、スゲー理不尽だ。

			　あの時は完全に呑まれて、サインするしかなかったんだよ。

			　まあ、酷ひどい内容ではあるんだけど、これで各国に大失態を宣言しなくていいなら……。

			　安いか？

			　あの時を思い出しながら、その誓約書をボーっと眺めていると不自然なことに気が付いた。

			「これは、どういう意味だ？」

			「どうしましたか？」

			「いや、エリスさんと結んだ個人的希望の契約書に、変な所があって……」

			「あの、エリスさんが間違いを？」

			　ララも話を聞いてすぐに、私が見ている誓約書に視線を向けた。

			「この最初のやつだ。『私たち編入生への行動を妨害しない』って、おかしくないか？」

			「確かに、編入生の行動を妨害しないではなく、私たち編入生への行動を妨害しないというのは変ですね」

			　２人で少し考え込む。

			　このミスを利用できないかと考えているのだ。

			　個人的な誓約書ではあるがミスをしているのだから、これを指摘すれば多少、ほんの少しではあるが、エリスさんに盛り返すことができるかもしれない。

			　と、私はこの文をミスとして考えていたのだが……。

			「まさか……」

			　なぜかララが、目を見開いて驚いている。

			　いや、悪い想像が頭の中を巡っているようだ。

			「ララ、どうした？　この文に、なにかミス以外の深い意味があるのかい？」

			　私は軽い調子で尋ねる。

			「いえ、この文は、そのままの意味です」

			「は？　そのままの意味って、『私たち編入生への行動を妨害しない』だと、あの連中はちょっかい出されてもいいって意味だよ？　それって面倒じゃないか？」

			「学長、この文の真意はそこです。誰でも邪魔ができる。つまり、彼らを知らない馬鹿な学生がちょっかいをかけた場合、全部、私たちの責任問題になるわけです。ついでに、その馬鹿な行動をとった相手を止める権利も私たちにはない、と書かれているんですよ」

			「は……？」

			　まさかぁ。

			　内心焦あせりながら淡い希望を抱いて、私は口が動くままララにありそうなことを口にする。

			「が……学府とは関係ない他人がちょっかいをかける可能性とかはあるんじゃない？　ほ、ほら、その際に私たちが彼らのトラブルに介入して、今までの不手際を帳消しにしようとするのを防ぐのが理由とかさ？」

			「それもありますね。でも、学府の学長相手の契約で、学府に関係のないことをしますか？　ほぼ意味ないですよ。これはあからさまに、学府の体制を調べるって言ってるんですよ。で、不備があれば、そこをつかれて……」

			「さらに酷ひどいことになる？」

			「おそらくは……」

			　手出しがまったくできない。どっちも考慮済みってことか!?

			　ひぃぃぃぃ、なにあの人、怖いよ、本当に怖いよ!?

			「ふぇ……」

			「学長、落ち着いてください!!　泣いても意味がありません。今はなんとかして、この一文を改変させる方法を考えるんです。そうしないと、もうあの人たちに対する学府の立場はなくなります。まあ、今も立場はないも同然ですが、今後、こうした事情を知らない学生が実力主義を理由に手を出すのは、火を見るよりもあきらかでしょう」

			「じ、実力主義の方針が、こんな所でじゃ、邪魔を……ど、どうしよう!?」

			「落ち着いてください。まずは、教員や学生全員に、くれぐれも編入生に対して失礼のないようにと釘を刺します。これである程度は牽けん制せいできるはずです。さすがに生徒たちも、私たちに睨にらまれたくはないでしょうから」

			「そ、そうだね。あ、明日は緊急招集で学生をホールに集めて、編入生の紹介をしたあと絶対に手を出すなって言えばいいわけだ」

			「ダメです。それは絶対に言ってはいけません!!」

			「え？　でも、手を出すなって言わないと……」

			「そんなことを言えば、実力主義の生徒たちが確実に狙います。だって、実力主義を提唱している学長の『手を出すな』という言葉は、逆にお墨付きを与えるようなものですから。まさに狙ってくれというようなものです」

			「あ……」

			「だから、そういう意味ではなく、編入生は学府の素晴らしさを宣伝するために来たということにすればいいかと。そうすれば、むやみにケンカを売る不作法はしないはずです」

			「ふむふむ。でもさ、それってやっぱり絶対じゃないよね？」

			「それはそうです。あくまでも、これ以上被害を広げないための方法ですから。契約書自体を修正する方法がない限り、受け身な対応しかできません」

			　うむむ、そこが問題か、ん？

			　実力主義……何か引っかかる。

			　そして、私は名案を思いついた。

			　頭の中が冴え渡っている。

			　これは、あの連中にひと泡吹かせるいいチャンスでもある。

			「ララ、私が彼らの誰かに決闘を挑むのはどうかな？　契約書の変更をかけて決闘を挑むんだ。新たな条件をエサにすれば、食いついてくると思うんだけど。建前は決闘を教えるってことにして……そうだな、全生徒の前でやるんだ」

			　私がそう提案すると、ララが目を見開いて考え込む。

			「……いい案かもしれません。その決闘が学生たちへの牽けん制せいにもなりますし、学長が勝てば契約書の変更も可能になります。さらに、あの人たちに学長の強さを体感してもらえば、無茶は言えなくなるでしょう。確かにあの人たちは、口は上手いです。ですが、力は学長の方が圧倒的でしょう。それを知れば、きっと自重するはずです」

			「でしょ!!」

			「学長が負けた場合は、最悪ですけどね」

			「まあ、そうだけど、これ以上最悪もないでしょ？　というより、私が負けると思ってる？」

			「いえ、学長が負けるとすれば、伝説の勇者様、聖剣使いたちくらいでしょう」

			「あ、うん。そうだね。と、準備をお願いできる？」

			「はい、決闘場の使用許可と学生を集める準備をしてきます」

			　ララが出て行くのを見送って、私は少しボーっとする。

			　……いけないいけない。

			　決闘に負けるはずがないし、書類をやってしまおう。

			　明日は楽しみだなー。

			　

			　ｓｉｄｅ：エリス

			「ふふふ……」

			「いや、エリス怖いから」

			　私はそう言われて、自分が笑っていることに気が付きました。

			　いけないですね。

			　感情制御ができないと、交こう渉しようで思わぬ失敗をしてしまいます。

			「しっかし、よくあの一文の意味に気が付いたな」

			「はい、多少は頭が回るようです」

			「エリスお姉ちゃん、ふかふかー」

			「ふかふかなのです」

			　私は今、ユキさんの膝の上に座っているんですが、その私の上にさらにアスリンとフィーリアが座っています。

			　昨日の埋め合わせですから、当然の権利です。

			「……シェーラ、私に抱っこされなさい」

			「え、ラビリスの方が身長が……」

			「２人を取られて不満なの」

			「もう、仕方ないですね」

			　２人ともごめんね。

			　ユキさんだけじゃ癒いやし切れないの。

			　娘をこっちに連れてくるわけにはいかないし、アスリンとフィーリアを抱っこして癒されるしかないの。

			「で、どうするんだ？　予定通りにいくのか？」

			「はい、私の気持ちは次の決闘ですっきりしますし、これで予定通り教員や学生たちが私たちを厚遇しても何も文句を言わなくなります」

			「だな。学長を完膚なきまでに叩き潰すんだからな。それを知りながら俺たちにちょっかいを出すのは、よほどの馬鹿だろ。というか俺たちの前に、負けた学長に対して何かをして叩き潰されそうだけどな」

			「ですね」

			「まあ、やりすぎたって感じはあるから、ちゃんと仲直りしておけよ。友達だろ？」

			「はい、そうですね。おそらく決闘の相手は私でしょうし、ちゃんとぶつかり合って友情を深めてきます」

			「ぶつかり合いじゃなくて、押しつぶすになりそうだけどな」

			「いえいえ。そんな周りの人が理解できない圧倒的な力を出してしまってはダメですから、ちゃんと学長に合わせますよ？　その上で、全部上回ってみせますから」

			「……それは、押しつぶすどころじゃないからな？」

			「でも、いまだに監視を続けている聖剣使いたちには、いい情報になるでしょう」

			　そう、私たちは学府へ調べ物に来ているが、目的はそれだけではない。

			　エナーリアを襲った聖剣使いの一味の１人、ニーナさんが私たちの情報収集のためについて来ているのです。

			　ちなみに残りの１人は、エナーリアに残っているルルア、ミリー、ラッツの情報を収集したあと、ベータンの方に向かってこそこそやっているそうです。

			「だな。エリスの戦力を見たら、これで本格的に動くかもしれないな。はぁ、色々一本に絞しぼってできないな」

			「準備は万端ですし、問題ありませんよ。ねぇ、トーリ、リエル、カヤ？」

			　そうやって、うらやましそうに指をくわえてこちらを見ている３人に聞きます。

			「あ、はい。砦の方は、いつあの規模の魔物が来ても対応できます」

			「うん、ベータンの方の守りは完かん璧ぺきだよ。僕だけじゃなくてアスリンたちもいるしね」

			「まかせてー!!」

			「なのです!!」

			「……私の街の方は大丈夫。ミストの部下は優秀だし、ブリットたちもいる」

			　あの聖剣使いたちにも何か事情はあるようですが、私たちがいる街で目標を達成できるとは思わないでください。

			　ま、そんなことより……。

			「ユキさんの予定通り、向こうは防衛準備ができてますし、大事なのは明日の学長との決闘ですね。どうやって泣かせるかです」

			「いや、もう許してやれよ」

			　ダメです。

			　あの人は、まだ大事なことを忘れています。

			　明日の決闘で最後にはしますが、その忘れたことをちゃんと思い出させてあげます。

			　

			　次の日、予定通り学長が私たちを学生全体に紹介して、その後、デモンストレーションの決闘をすることになりました。

			　無論、向こうが賭けを持ちかけてきましたから、喜んで受け入れましたよ。

			「さあ、エリスさん、準備はいいかい？」

			「ええ、大丈夫ですよ」

			　そして、今、私と学長は決闘場の真ん中へと歩いて向かっているところです。

			「エリスさんは、決闘は初めてだと思いますので、しつこいかもしれませんが、再度説明をいたします」

			「いえ、念押しをして事故をなくそうという心構えは素晴らしいと思いますよ」

			「お褒ほめに与り光栄です。では……」

			　ララ副学長は、この場に集まっている学生たちに言い聞かせるように、決闘の説明を始めました。

			　１つ、決闘は魔術を使って行うこと。武器の使用は認めず、素手での魔術格闘のみ認める。

			　１つ、急所への攻撃を禁ずる。

			　１つ、試合の時間は基本20分とする。

			　１つ、観客へ被害が及ぶような魔術は禁止する。

			　１つ、決闘場からの滑落は即時敗北とする。

			　１つ、勝敗は、降参の宣言、審判による戦闘継続不能の判断、試合終了後の判定、違反行為の発覚で決めるとする。

			　１つ、決闘で諸問題の解決を図る場合、決して約束を違えてはならない。しかし、約束の内容は審判に申告の上、許可が下りなければ成立しない。

			　１つ、最後まで全力を尽つくし、魔術を使え。それが最強に至る道である。

			　まあ、そんな所でしょうね。

			　ララさんがそう言い終わると、私たち２人の顔を順に見て口を開きます。

			「では、両者共に、決闘のルールを順守することを誓いますか？」

			「「誓います」」

			　その言葉を聞いたララさんは、巻きこまれないように舞台ギリギリまで下がると、片手を振り上げ……。

			「これより、ポープリ・ランサー学長対ジルバ編入生エリスの決闘を開始します。……始め!!」

			　振り下ろしました。

			　わぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁ……!!

			　観客の歓声が響きます。

			　よく耳を澄ますと、ほとんどの生徒が学長の勝利を疑っておらず、私のことを可哀想かわいそうな目で見ているみたいですね。

			　まあ、当然だと思います。

			　もっとも、ご期待に添えないと思いますが。

			「さて、エリスさん、決闘が始まったからには私もそれなりにやらせてもらうよ。君たちが編入生で、いくら私が迷惑をかけたからと言っても手加減はしない」

			「ええ、それこそ望むところです」

			「うん、いい返事だ。でも、さすがに一瞬で終わったら意味がないから、君の実力を測りながらやらせてもらう」

			　学長はそう言うと、即座に無む詠えい唱しようでファイアーボールを飛ばしました。

			「さあ、この程度はどうにかしてくれ」

			　自信たっぷりに、余裕をもってこちらの実力を測るつもりですか。

			　なら、私もそうさせてもらいましょう。

			　パンッ。

			　そんな音がして、ファイアーボールが消えました。

			「へぇ、無詠唱をこなせるんだ。私と同じファイアーボールを当てて相殺したのか。なら……」

			　こうして学長は、絶対の自信と好奇心を満たすため、次々に多彩な魔術を見せていきました。

			　まあ、全部相殺しましたが。

			　

			「う、そ。なんなんだよ、君は……」

			「そんなことはいいです。そろそろ時間になりますけど、どうしますか？」

			　私は決闘場にある時計を見つめて言います。

			　もうすでに試合が始まってから16分。

			　残り時間は、あと４分です。

			　いい加減、相殺ばかりするのは飽きてきたのですが。

			「はぁっ、はぁっ、ぐううっ、ファイアーストーム!!」

			　学長は限界なのか、息を切らして詠唱するようになっていました。

			　もう少しできると思ったんですが……。

			　私も同じように魔術によって彼女と同じ物を生み出し、ぶつけて相殺します。

			　はぁ、もう終わりにしますか……そう思って相手をみやると、視界が晴れた先に学長はいませんでした。

			「ふっ!!」

			　私の横でそんな息遣いが聞こえます。

			　ゴウッ!!

			「きゃん!?」

			　そんな可愛かわいい声が響いて、ドサッと何かが地面に落ちる音がします。

			　私は、その存在に目を向けることなく、ララさんに声をかけます。

			「ララさん、時間がすぎてますが」

			「……が、くちょう？」

			「ララさん、正常に戻ってください。まだ戦闘終了と認めないのであれば、転がってるものに追撃しないといけないのですが」

			「はっ、はい!!　ポープリ・ランサー学長を戦闘不能とみなし、勝者、ジルバ編入生エリス!!」

			　……わぁぁぁぁっぁああぁぁぁあ!!

			　しばしの沈ちん黙もくのあと、会場が歓声に包まれます。

			　まあ、学長に合わせて魔術戦をしたことが功を奏しましたね。

			　一瞬で終わらせていたら、八百長を疑われていたでしょう。

			「ふぇぇぇーーーん。ず、ずるいよ!!　なんで、そんなに無茶苦茶なんだよー!!」

			　おお、伊達に学長を務めているわけではありませんね。

			　それなりの炎の防壁を張り巡らせていたんですが、少しの気絶で済みましたか。

			　さて……気持ちを切り替えた私は、学長に対して手の平を向けます。

			「ひっ!?　や、やめてよ!?」

			「エリスさん、もう決闘は終わっています!!　やめてください!!」

			　……やめるつもりはありません。

			　だって、火傷はこの大陸の治療レベルだと、あとが残ってしまいますからね。

			「え、これって回復魔術……」

			「うそ、ぜ、全属性を使えるんですか？」

			　何言っちゃってるんですか、全属性なんて無理です。

			　この大陸は魔術のレベルが低く、属性に関する知識レベルも低いのです。火、水、土、風、雷、癒いやしの魔術くらいしかありません。

			　だから、私如きでもこの大陸では全属性持ちと勘違いされるわけです。

			「そんなことはどうでもいいです。私が勝ったのですから、ちゃんと約束を守ってください」

			　そう、そこが一番重要。

			「え、あの、ごめんなさい」

			「ダメですね。心がこもってません」

			「ご、ごめんなさい」

			　頭を下げてただ言葉を紡ぐだけの学長の様子に、誠意は見えません。

			　あるのは、ただ困惑のみ。

			「……学長は、なぜ謝らなければいけないか分かっていませんね？」

			「えっ……不手際で君たちに色々と迷惑をかけたからじゃ？」

			「それについては、すでに謝罪の言葉をもらっています」

			　そう、私が欲しい謝罪は、私個人への謝罪なのです。

			「……？」

			　学長が可愛かわいく小首を傾げたが、私はそのしぐさで、さすがにキレた。

			「あなたのせいで、夫といちゃいちゃする時間が減ったの!!　私に全力全開で謝るのが筋でしょう!!　それくらい分かりなさい!!　ううっ!!」

			　泣きたいのはこっちなんです!!

			　で、その言葉を聞いてようやく学長が真剣な顔つきになり、綺き麗れいな土下座をして……。

			「申し訳ございませんでした!!」

			　ようやく私の満足のいく謝罪をしてくれたのでした。

			　その後、なぜか負けた学長より、勝った私の方が学府の全員にいたわれるという不思議な事態が起こりました。

			　でも、そんなことは些細なことです。

			　その日はユキさんがとても優しくしてくれたので、とても嬉しかったのです。

		

	
		
			　

			第２４８掘：ＴＨＥ　ＨＥＲＯ

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「か、体がフラフラする」

			「はいはい、ユキさん。私が支えてあげますね」

			　リーアに支えられて、何とかふらつくのを耐える。

			　しかし、昨日、エリスが泣いたのには慌てた。

			　結構、我慢してたんだなー。

			　夫として察してやれなくて、凄すごく申し訳なかった。

			　でもさ、翌日フラフラになるまで相手をするのは、ちょっと……。

			「まあ、仕方ないですよ。エリスさんは邪魔されたわけですし、私だったら剣を解放しちゃいますよ？」

			「冗談でもやめてくれ。ナールジアさんが、リーア専用に作った勇者の剣15代目。そいつの全力を出したことって、まだないだろ？」

			「ないですけど。それぐらいしちゃいますって。だって、独り占めするはずの日を、演技とはいえ、お説教で全部つぶしたんですよ？　もう、ユキさんに嫌われないか心配だし、大事な日を不意にしちゃうし、心の弱い子なら自殺しかねないですよ」

			「……そこまでか？」

			「そこまでなんですよ。でも、昨日はユキさんがエリスさんを大事にしてましたし、合格点をあげましょう。さすが、私たちの旦那様です」

			「そらどうも……」

			　ちなみにエリスはアスリンを抱っこしながら、ツヤツヤした笑みを浮かべてのんびり歩いている。

			　同じように……というかエリスの方が明らかに激しく動いていたはずなのに、なんであんなに元気なんだろうな。

			「……それは、女ならではよね。ユキにたくさん愛してもらって出してもらえれば、私たちは全員ツヤツヤになるわ」

			「そんなもんかね」

			「そんなものよ」

			「そうなのです」

			　今日はアスリンがエリスに持っていかれているので、ラビリスは肩車ではなくアスリンの位置――つまり腕に抱き着いている。

			　反対側は、もちろんフィーリア。

			　ちなみに同じちびっこ組に入るシェーラは、人前では基本的にこういうことはしない。

			　家では「だっこー」って言うけどな。

			「でも、たった３日しか経ってないのに、疲れましたねー」

			　横でタイキ君がそう呟つぶやく。

			　察するに俺と同じような目に遭ったのか、タイキ君はフラフラしているところをアイリさんに支えられながら歩いている。

			　まあ、アイリさんもエリスと同じ状況みたいなもんだからな。

			　と、タイキ君が言いたいのは、そういうことじゃないよな。

			「ああ、学府に足を踏み入れた途端、イベント、フラグのオンパレードだったしな。しかも、あのサマンサお嬢さんは明らかにフラグなんだが、俺たちとしてはポイってするわけにはいかないし……」

			「あー、確か、エナーリアの同盟国でしたっけ？　聖剣使いたちの騒動で、反乱に手を貸していたとかで、今エナーリアが警戒してるんでしたっけ？」

			「そうそう、サマンサお嬢さんはなにも知らないだろうが、下手にココで俺たちが学長の思惑にのって彼女に責任を擦なすり付けでもしたら、エナーリアへ報告しないわけにはいかないだろ？　そうなると……」

			「エナーリアとサマンサお嬢さんのお国で、開戦しかねないってことですね」

			「そういうこと。今のところ、ローデイとしては一部の勢力が独断で突っ走ったって言ってるみたいだし、謀む反ほんを起こした大臣が持っていたローデイとの契約書も、偽物だって話が出てるしな」

			「あー、トカゲのしっぽ切りってやつですか？」

			「そうそう。実際、ローデイが国ぐるみでやってる可能性もあるんだよ。まあ、あっさり切れるようにしてるんだけどな。決定打にならんのよ、この程度のことじゃ。実は、よその国の勢力がローデイで暗躍してましたってこともあるしな」

			「戦争するにしても、ひと手間どころじゃないですしね。俺たちが、ローデイの思惑を調べるわけにもいかないと」

			「ま、実際の被害は城下町が多少破壊されて、兵士が何人か死んだぐらいだしな」

			「王城を攻められたのに、それで済んだのが凄すごいですけどね」

			「撃退してるしな。エナーリアも、内密にやりたいことがあるんだよ。被害は少ないから、今の関係を崩してまで戦争起こして、人と金と物資を浪費するようなメリットはねえよ」

			「どこも政治ばっかですねー」

			「世の中そんなもんだろ。利益のない国に先はないしな」

			「で、サマンサお嬢さんのことは、これからどう扱うんですか？」

			「一応、保留だな。ローデイと関わるための切っ掛けとしては十分だし、今回の件を向こうは恩として感じてるみたいだから、便利だろ？」

			「ですねー。手札として取っておくのは間違いじゃないですね」

			　そう、今回の件で学府、学長相手には有利な立場になれたが、その切っ掛けとなったサマンサお嬢さんについては、もともと結構厄やつ介かいな立ち位置だった。

			　エナーリアで暴れた大臣を後ろから援助していた、ローデイ。その公爵家の令嬢が俺たちの編入を邪魔していたなんて伝えたら、開戦になりかねん。

			　理由は十分だしな。

			　俺たちとしては、各国で自由に調べ物をしたいだけであって、戦争とかマジ勘かん弁べん。そして、いまだつながりのないローデイとの橋渡し役になりそうな、このサマンサお嬢を無下に扱う理由もなかった。

			　だから、彼女を援護、支持するような発言をして、責任がいかないようにしたんだが……。

			「あ、ユキ様!!」

			　学府の門の前で俺を見つけて、笑みを浮かべて走り寄ってくる彼女の姿を見ると頭痛がする。

			「……フラグが成立しましたね。完全にぽっきり逝いったと思ったんですけど」

			「……くそ、フォローの仕方を間違ったか」

			「いや、この場合は、向こうが選択権を持ってたんでしょう。あれですよ、乙女おとめゲー」

			「ああ、そっちか。学府と国の騒動に巻き込まれたから、息をひそめるかと思ったんだけどな。俺たちと関わってくることを選んだか」

			「まあ、これが乙女ゲーだとすると、ユキさんが必死にあのお嬢様を庇かばってる１枚絵になってますね。イベントＣＧゲットですよ」

			「いらんわ、そんなの」

			「でも、ギャルゲーのＣＧはコンプしてたでしょ？」

			「そりゃするわ」

			　そんな話をしているうちに、サマンサお嬢さんが俺の前に現れた。

			「ユキ様、今日もよろしくお願いいたしますわ。あ、エリス様、他の皆様もおはようございます！」

			　サマンサお嬢さんに声をかけられて、皆普通に返事をする。

			　実は、サマンサお嬢さんと嫁さんたちは、結構仲が良い。

			　彼女としても、もともと学長に色々言われて精神的にまいっていたらしく、例の一件が片付いたあとこちらに１人でやってきて、ボロボロ涙をこぼしながらお礼を言ったそうだ。

			　責任を押し付けられていたら、公爵家とはいえ下手すると潰れてたかもしれないしな。

			　ま、学長もそんなつもりはなかったから、あっさり自分の非を認めたけどな。

			　というわけで、サマンサお嬢さんは今、学長より俺たちを頼りにしている状態だ。

			　問題も解決してフラットな関係なのだが、こうやって門の前で待っているあたり、ちゃんとした貴族の誇ほこりというのを持っているのだろう。

			　やっぱり、こういう姿勢には好感が持てる。

			　このお嬢さんは経験が足らなかっただけで、将来は大物になりそうな子だ。

			　おっぱいは、すでにルルアと並ぶぐらい大きいけどな。

			　……と、挨拶を返さないとな。

			「ああ、おはようございます。今日は門で待っていただかなくてもよかったんですが、どうもありがとうございます。無理させましたね」

			「いえ、このたび受けた恩に比べれば、大したことではありませんわ。むしろ、受けた恩に対して、まったくお返しできていません。これは当然のことですわ」

			　そう言って、眩しいほどのいい笑顔を向けるサマンサお嬢さん。

			　うん、美人な金髪ロールのお嬢様でスタイル抜群だから絵になるんだが、すでに嫁さんがいる俺には嫌な感じしかしない。

			「……あの、ご迷惑でしたか？」

			　俺が少し固まっていると、彼女が不安気な顔で言う。

			　あ、いかん。

			　一応、ローデイとのつながりとして確保しておかないといけないから、何か言わないと……なにがフラグを遠ざけるセリフだ？

			　なあ、選択肢をくれよ。

			　あーもう、リーアの時のことを思い出すよ。

			　分かりやすい２択をくれ!!

			「ふふ、大丈夫ですよ、サマンサ様。ユキさんは、夫は、昨日少し頑張って疲れているだけですから」

			「エリス様、ユキ様は疲れているのですか？　昨日、一番頑張っていたのはエリス様だと思いましたが？」

			「夫婦ですからね。夜に頑張ったご褒ほう美びをもらったんですよ」

			「そ、それって……」

			「ええ、子作りですね」

			「し、失礼いたしました!!　ぶ、不ぶ躾しつけな質問をしてしまいまして……」

			「いいんですよ。私たちは同じ学友、お友達ですし、こうしたことを話してもまったく問題ありません」

			　いや、問題大ありだからな。

			　なに？　こんな会話が普通なの女性って？　こえーよ。

			　でも、いい感じにエリスがお嬢さんの意識を俺からそらしてくれた。

			「さて、門の前でいつまでも話し込んでいるわけにはいきませんし、案内をお願いできますか？」

			「はい、お任せください。そのつもりで待っていたのですわ」

			　そう言って、先頭を歩き出すサマンサお嬢さん。

			　よし、ナイスだエリス。

			　で、そのエリスはそそっと、俺の横に来て……。

			「今は話をそらしましたけど、ユキさん、サマンサさんへの対応は、もう抱き込む方向しかないですよ」

			「……タイキ君に一任するのは？」

			「えっ、なに言ってるんですか。フラグを立てたのはユキさんでしょう。俺は嫌っすよ。あの顔、恋する乙女おとめですよ。俺でも分かりますね。あれを覆すって、ただの鬼の所業ですよ」

			「タイキさんの言う通り、これでほったらかしにするのは人としてどうかと思いますよ。サマンサさんの後ろ盾や繋がりは今の状況ではありがたいですし、本人の性格は好ましいです。私としてはＯＫですね。あとで、皆と協議する必要はありますが」

			「協議ってなに？　聞くのが怖いんですけど？」

			　びくびくしながら聞くと、エリスが深いため息を吐きだした。

			「はぁー。まあ、まだ協議すらしてませんし、これから何があるか分かりませんから、今のところはいいでしょう。でも、引き込んでおいて、ジェシカみたいにほったらかしにするのは、絶対やめてくださいね？」

			「……はい」

			　ジェシカの時は仕方ないんや。だって、騎士業務を全うするってオーラを全身から出してたやん!!

			　俺が気が付かなかったのは、無理ないじゃん!!

			　でも、エリスの言う通り、サマンサお嬢さんを利用するために引き込んでおいて、用事が終わったらポイはアレだしな……。

			　目の前を行く彼女が、何か別の恋でも見つけてくれればな。

			　俺、もう16人も嫁さんがいるし、これって絶対ラノベとかだったら、読者から氏ねとか言われてるって。

			　それでもまだ囲うとか、ハーレム野郎じゃないか!!

			　そんなことを思っている時、それは起きた。

			　俺たちの先を歩いて、案内をしているサマンサお嬢さん。

			　周りは普通の道で、校舎が奥に見えている。

			　異世界ということを除けば、普通の学校の風景だ。

			　普通に会話を楽しんで、登校している学生が周りにいて、和やかな雰囲気だ。

			　そう、そんな風景で、敵意も悪意も感じなかったから全然気が付かなかった。

			「あんたはー!!」

			「ご、ごめん!!　事故なんだ、事故!!　悪かったって、謝るから!!」

			　俺の横を通り過ぎていく、男女。

			　制服を着ているからこの学府の生徒だと分かるが、１つ不可解だ。

			　女生徒が握っているのは、モップ。

			　そう、モップ。廊下とかを掃除するためのモップだ。

			　なぜか女生徒が、掃除道具を手にして男子生徒を追いかけている。

			「謝るなら止まりなさい!!」

			「できるかー!!　絶対殴るだろ!!　しかも、トイレのモップだろそれ!!」

			　そんな茶番劇をボーっと見ていたら、なぜか吸い込まれるように、男子生徒が前を歩くサマンサお嬢さんのところへと向かっていく。

			「当たり前でしょ!!　何度部屋を覗けば気が済むのよ!!　このスケベーーーッ!!」

			　女生徒が叫んで、トイレのモップを投擲。

			　それが男子生徒の頭にクリーンヒット。

			　そして、サマンサお嬢さんの方へと倒れ込む。

			「騒がしいですわねって、きゃあ!?」

			　巻き込まれるお嬢さん。

			　カランカラン……。

			　モップが石畳の道に落ちて、大きな音を鳴らす。

			　その光景に、俺たちも全員呆然と立ち尽つくした。

			　目の前には、スカートの中が丸見え状態で押し倒されたサマンサお嬢さんと、彼女のでっかい胸に顔を埋める男子生徒。

			　ちなみにサマンサの下着の色は黒、デザインは残念な感じだ。

			　まあ、現代の下着と比べるのが間違いか。

			「まったく……なんですの？　って、またエオイドですの。いい加減にしなさい!!」

			「サ、サマンサさん、これは誤解なんだ!!　事故なんだ!!」

			　そう言って、馬鹿がお嬢さんの方へと手をつきだす。

			　それは密着状態でやるべきことではない。腕を上げて突き出す動作をしたことによって、必然的にお嬢さんのたわわな胸を鷲掴みにすることになる。
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			「きゃっ!?　こ、この……!!　どこを触っていますの!!」

			「あ、いや、これはその!?」

			　何、このテンプレ。

			「何、このテンプレ？」

			　あ、タイキ君も同じことを思ったらしい。

			「あ、ユキさん、あの男子生徒って……」

			「ああ、そう言えば、門前払いを喰らった帰り道で見た主人公だったな」

			「そうそう。あの時も、たしか、ほら、そこのモップを投げた女生徒を押し倒して……」

			　続きをタイキ君が告げることはなかった。

			　だって……。

			「いい加減にしなさい!!」

			「ふごっ!?」

			　サマンサお嬢さんのアッパーで、男子生徒が空中を飛んでいた。

			「そうそう、あんな感じで空を飛んでましたよね」

			「ああ、そうだった。人間ってあんなふうに飛べるんだな。いいもの見たわ」

			「ですねー。お約束をこの目で見られるとは思いませんでしたよ」

			「ま、実際はあのお嬢さんが拳に風の魔術を組み込んで、それで飛んだんだが」

			「いや、こういう場面に科学的、というか魔術的理屈を言わんでくださいよ」

			「あ、ごめん」

			　そうだよな、しらけるよな。

			　で、地面に落ちた男子生徒は、モップを投げた女生徒とサマンサに説教されるのであった。

			　いや、相手は公爵令嬢だし、これだけで済むのか？

			「で、ユキさん。あれってどう見ても定番の学園主人公ですよね？」

			「そうだろ？　あんなの、ミラクル狙ってもやれねえよ」

			「じゃ、サマンサお嬢さんは、あの主人公にとってのヒロインってこと？」

			「あ、どうなんだろうな。それならそれで、俺たちとは友人関係になるから楽なんだが」

			「えー、ここは１つ、あのテンプレ主人公とサマンサお嬢さんの争奪戦をやるべきですよ!!　ＮＴＲですよ!!」

			「いや、ＮＴＲにはならんだろ。どっちにも感情が傾いてないし」

			「じゃ、あのモップ投げた女生徒を落としましょう!!」

			「落ち着け。誰がＮＴＬとかＮＴＲなんてするかよ。というか、ＮＴ系は目的じゃないからな。というか、そこまで言うならタイキ君がやれ」

			「え、嫌ですよ」

			「即答かよ」

			　そう言いつつも、実際、生でラッキースケベ野郎の展開が見られた興奮もあって、２人で同時に口を開く。

			「「いやー、いいもん見たわ」」

			　当事者ではなく見物するのに限れば、これはありだわ。

		

	
		
			　

			第２４９掘：冒険が始まる!!

			　

			　ｓｉｄｅ：ユキ

			「本当に申し訳ありませんでした!!　ほら、エオイドも謝るの!!」

			「す、すいませんでした」

			　俺の目の前で、頭を下げている男女。

			　男はエオイドという名で、ラッキースケベを引き起こした張本人。俺とタイキ君が、学園の主人公だと思っている危険人物だ。

			　いついかなるフラグに巻き込まれるか分からんからな。

			　嫁さんたちを巻きこんだら、さすがに社会的に消すけどな。

			　いや、俺が何か処しよ罰ばつを下す前に、死体になるか精神がぶっ壊れてそうだけど。

			　女の方は、エオイドの後頭部にトイレのモップ――通称エクスカリモップ――を投げ、サマンサお嬢さんをラッキースケベへと巻きこんだ女生徒だ。

			　門前払いを受けた日にも、この２人を見かけたのだが、まさか学園初日から関わってくるとはな。

			　なに、俺たちってイベント扱い？　この主人公とヒロインに突っかかる変な奴？

			　まあ、これからの経過を見守るしかないよな。

			　厄やつ介かい事は避けるって最初から決めているし、そっちがトラブルに巻き込まれてもこっちはノータッチですからね。

			「いや、俺たちは迷惑を被っていないからいいけど、サマンサお嬢さんには真面目に謝るべきじゃないのか？　どう考えても、彼女は君たちの騒動に巻き込まれただけなんだから」

			　俺がそう当たり前のことを言うと、後ろにいるタイキ君が呟つぶやく。

			「……お約束にマジレス」

			「うっさい」

			　この手の、ラッキースケベ系にマジレスするのであれば、もう日本じゃお巡りさんに痴漢現行犯でタイーホだよ。

			　というかさ、他国の相手であれ公爵令嬢にあんなことをしたんだから、手打ちでスポーンと首が飛ぶんじゃね？　物理的に？

			　で、巻きこまれた当事者のサマンサお嬢さんは、乱れた服を茂みの中で整えている。

			「……なにをどうすれば、倒れ込んだだけで、女性の服をあそこまで乱せるのか」

			「人類にはいまだ謎がありますね……」

			　俺とタイキ君は、先ほどのサマンサお嬢さんの乱れた姿を思い出す。

			　他の通学中の男子生徒が喜んでいたが、俺とタイキ君はあのミラクルすぎる脱がし術にひたすら感心していた。

			　だってさ、倒れ込む時に巻きこんだだけで、スカートの中は丸見えになるわ、上に着込んだ学府の制服が、なぜか脱げたのだ。中のブラウスのボタンが見事にはずれて、綺き麗れいな胸がきわどい形で見えるか見えないか……という状態になっていた。

			　これをミラクルと言わずして何というか。

			　俺とタイキ君がそんなことを考えていると、注意された２人がしゅんとして口を開く。

			「あ、はい。サマンサには、後でちゃんと謝っておきます」

			「私たちが悪いもんね。はい、サマンサに謝っておきます」

			　２人が素直にそう言う。

			「別に、ひねくれたタイプの主人公じゃないみたいですね」

			「だな。あのタイプだと、ダークヒーローはないだろう。ダークヒーロー系だとすると、俺たちからは絡みづらい」

			　ダークヒーローとは、悪で悪を裁くやつだ。罪を精算するために、自分は幸せになっちゃいけないとかいう設定があったりして……まあ、ダーク系は色々メンドイ。

			　見た感じからすると、元殺し屋とか、どこかの武闘大会で優勝してましたーって暗い過去の持ち主、実は俺TUEEEな主人公ではなさそうだ。

			　いや、ステータスを見ても、そんなことはないけどな。

			　どっちも普通。

			　主人公君は、いや、エオイドは主人公らしく妙なスキル持ちなのだ。

			　魔力操作と魔術知識、この２つだけ。

			　つまり、自力で魔術は使えないわけだ。

			　でも、魔力操作ってのがみそだな。

			　俺も魔力操作のスキルを持っているが、魔力自体を押し固めて物理現象にしたり、相手の魔術の魔力を操ることができる。

			　ちなみに、俺が得意とするスキルだ。

			　敵に感知されにくい、というか魔力を視ることができないと感知できないからな。

			　魔術みたいに、炎とか水なんかの分かりやすい現象にならないから。

			　で、エオイドと追いかけっこをしていた女生徒のスキルは、炎の魔術に加えてテイマー持ちだな。アスリンと同じテイマーだ。

			　まあ、比べるだけ無駄なほど、経験と性能の差があるけどな。

			　この大陸には魔物がほとんどいないから、テイマースキルを磨くのは難しいだろう。

			　逆にアスリンは、ダンジョンの能力で好きに魔物を呼び出しては従えている。

			　とはいえ、アスリン直属の魔物は、実は10匹もいないんだけどな。

			　本人曰いわく、「お世話できないのに飼っちゃだめ」だもん。

			　凄すごく当然のことだ。

			　だが、付け加えておくとその10匹は、普通の人なら世話をできる魔物じゃないけどな。

			　その10匹の魔物の素性を知ったタイキ君が、「国を落とすつもりなの？」ってアスリンに聞いたぐらいの戦力だと言っておこう。

			　無論、スティーブやスラきちさん、ミノちゃんは俺の部下なので違うぞ。

			「で、とりあえず自己紹介でもしようか。俺はユキ。ジルバからの編入生だ」

			「どうも、僕はエオイドといいます。魔術学府の３階生で、サマンサとは同じクラスです」

			「私もエオイドやサマンサと同じクラスで、３階生のアマンダよ。よろしくね」

			　その後も、後ろからついて来ているタイキ君たちや、俺の嫁さんたちが次々に自己紹介をしていく。

			　しかし、３階生ね。

			　この学府では◯年生ではなく、◯階生と呼んでいる。

			　理由は、この学校が実力主義だからだ。

			　上は10階生までいて、３階生までは筆記試験さえ潜り抜ければ普通に到達できるらしい。

			　しかし、４階生からは実践や決闘が査定に入るので、本当に実力がないと上がれないのだ。

			　ちなみに、飛び級で一気に３から５、８と行くことはできる。

			　まあ、それなりに茨の道だが。

			　ちなみに、卒業条件は５階生になることなので、別に、６以上の階を狙う必要性はない。

			　就職に有利ってぐらいか。

			　９階とか10階になると天才って部類で、学長レベルとまではいかないけど、結構、大規模な魔術が使えるようになる。

			　この魔術が衰退している大陸でだ。

			　だから、価値が跳ね上がって、戦力としても凄すごい。

			　でも、天才は思考が明後日の方向を向いている者が多いので、そういうのを閉じ込めるための学府でもある。

			「えっ、エリスさんですよね？　昨日、学長を負かした、あのエリスさんですよね？」

			「ええ、そうですよ。同じ３階生になります。よろしくお願いしますね」

			「あ、はい。って、ええっ、なんで３階生なんですか!?　エリスさんなら、もう10階生でもおかしくないですよ!?」

			　アマンダはエリスの３階生編入に驚いているようだ。

			　それも仕方がないか。学府最強の魔術師を真っ向から撃ち破ったのだ。

			　見ている人たちが分かりやすいように、わざわざ学長の力量に合わせて。

			　で、なぜ３階生になるのかと言うと。

			「私たちにとって、魔術の生徒というのは建前ですからね」

			「……建前ですか？」

			「ええ、この学府はジルバやエナーリア、ローデイといった大国からの出資で成り立っています。無論、学長の努力もありますが、出資している国々としてはちゃんと学府が学府として機能しているか、それを確認しないことには出資を続けるわけにはいきません。無駄なお金は使いたくないですからね」

			「は、はぁ……」

			「難しかったですね。簡単に言うと、私たちは学府の調査に来たんですよ。だから、私の実力が凄いからと言って10階生になっても、本来の生徒たちが学んでいる姿を見られないでしょう？」

			「ああ、なるほど。あ、なら、さ、さっきの件は……その……」

			　エリスの説明でアマンダは納得したが、同時にさっきの行為がまずいと理解したのだ。

			　ちょっと顔が青ざめている。

			「す、すいません!!　アマンダは悪くないんです!!　僕の不注意で彼女の部屋のドアを開けてしまって、着替え中のアマンダを覗いてしまったのが悪いんです!!」

			　エオイドが、咄嗟にアマンダを庇かばうように前に出る。

			　おう、男前に見えるが、理由がべただしお前が悪い。

			　エリスも、理由を聞いて顔が引きつってるな。

			「お２人は夫婦ですか？」

			「いえっ、こいつとはそんな関係じゃないです!!　幼馴染です!!」

			「……幼馴染です」

			　まあ、恋仲でなくとも幼馴染にそう断言されると悲しいよな、エオイド。

			「うーん、まあ、２人の関係をとやかく言うつもりはありませんが、他の人に迷惑をかける前に解決するべきですね。あと、個人的に言わせてもらえば、女の子の着替えを見ちゃう方が悪いです。幼馴染だからそれだけで済んでいるのでしょうが、普通なら衛兵につきだされますよ？」

			「……はい、すいません」

			「ですよね、エリスさん。エオイドったら、何度言っても直らないですよ!!」

			「それは、アマンダが起きないからだろ!!　お前に起こしてくれって頼まれた以上、起きないから仕方なく入ってるんだぞ!!　おばさんにも許可をもらってるし!!」

			「……そ、それは、その、私が悪いかも？」

			　あ、駄目だ、こいつら。

			　お約束すぎるわ。

			　どっちが悪いとかじゃねえ。

			　いや、厳密にどっちが悪いかと言えばアマンダの方。

			　自分から起こせとか言っておきながらなかなか起きないで、寝ぼけながらの着替え姿を見られてトイレのモップを手に追い回すとか、無む慈じ悲ひどころか理不尽だ。

			　でも、この２人のやりとりを見ていると、ただのいちゃいちゃである。

			「うっぷ、俺、甘くて吐きそうなんですけど……」

			「俺もだ。と、サマンサお嬢さん、大丈夫ですか？」

			　気が付けば、服を整えたサマンサお嬢さんが茂みの中から出てこちらに来ていた。

			「すいません。お見苦しいものをお見せしてしまいまして……」

			「いえいえ、サマンサお嬢さんのような可愛かわいい方を見て、見苦しいなどとは思いませんよ」

			「か、可愛いですか？」

			　ん？

			　あ、可愛いはまずいのか、公爵令嬢だからな。

			「申し訳ない。綺き麗れいと言うべきでしたね」

			「い、いえっ、その、可愛いと言ってもらったことがなかったので、少し驚きましたわ」

			「そうですか、不快な思いをさせたのではないかと思ってしまいました。喜んでもらえたのなら何よりです」

			「はい、ありがとうございます」

			　いい笑顔を見せてこちらに返事をしてくる。

			　……ん、なにか地雷を踏んでいる気がする。

			「ほうほう、ユキさんはサマンサお嬢さんを落とす気ですか？」

			「いや、そのつもりはまったくない。だが、なにかさっきの会話は地雷を踏んだ気がする。どう思う？」

			「正直な意見を言わせてもらえば、ユキさんの対応は普通です。ですが、受け取り手が全部ハイパープラスにしてるように見えます。いやー、エオイド君と勝負できますかね？　奴は、ラッキースケベ持ちと言う、恋愛モノでは王道のスキルですよ」

			「勝負する気などまったくないがな」

			　で、その間にサマンサお嬢さんに迷惑をかけた２人は頭を下げていた。

			　サマンサもそれを受け入れて許しているあたり、やっぱりこのお嬢は色々器量よしで大物になると思うわ。

			「ま、これで朝のイベントは終わりにして欲しいよな」

			「ですね。遅刻とかしたくないですし」

			「あ、ユキさん。私は学長の所に顔を出してきますね」

			　俺とタイキ君がサマンサお嬢さんのやり取りを見ていると、エリスがそう声をかけて、学長室がある塔へと向かって歩きだした。

			「エリスさん、また学長を虐いじめるんですか？」

			「いや、飴と鞭むちって言ってな。学長は飴玉が好きだろ？」

			「ああ、まさに飴を持っていくわけですか」

			「そうそう。そうやって、いい関係を保たないとな」

			　あの学長との決闘の後、ちゃんとフォロー、もとい仲直りはしているのだ。

			　エリスの個人的な希望についても、友人として関わるのは禁止していないからと、そこを伝えると学長はホッとしてた。その後、エリスと色々悪巧みを話したとかなんとか。

			　で、今日は特製の飴玉を学長に渡して、さらなる交友を深めようということだ。

			「これで、学府の上からの小細工は消えたってわけですね」

			「ああ、あとはどうにでもなるだろ」

			「注意すべきは、あの主人公たちと、それに関わるイベントですかね？」

			「あとは、馬鹿な自称天才による絡みだな」

			「定番ですね。でも、それって学長を挟はさめばどうにでもなりますね」

			「だな。だからやっぱり主人公、エオイド関連に注意だろうな」

			　

			　そのあと、すぐに教室へ向かったところ、遅刻という事態は避けられた。

			　お約束通り、俺たちはエオイド、アマンダ、サマンサお嬢さんと同じクラスだったが、学長にサマンサを俺たちに付けるように言ったのが続いてるんだろうな。

			　余計なのはエオイドとアマンダか。

			　そんな最悪の状況の中、冷や汗を流していつでもイベントに対応できるように身構えていたが、特に何もなく昼休みになってしまった。

			　昨日の決闘前に挨拶したのが功を奏したのか、他のクラスから覗きに来るようなことはごく少数で済んだし、質問攻めみたいなものについては、サマンサやエオイドたちのおかげで最小限で済んだ。

			「で、どうだった？　学府の授業は？」

			　エオイドがご飯を食べながらそう聞いてくる。

			　今はお昼で、男女に分かれて昼ご飯を食べているところだ。

			　エリス、トーリ、リエル、カヤはこうした学校に生徒として通うのは初めてだろうし、別々にしたのだ。

			　あ、ちなみに、ちびっこ４人組は１階生でこの学府に入ってる。

			　向こうもお昼に合流したが、特に問題はなかったらしい。

			　問題があるとすれば、ラビリスが胸を凝視している子を殺そうとしたとかなんとか……。

			　見るぐらいは許してやれ、それぐらい大きいんだから。

			　でも、触るのは許さんぞ、ラビリスは俺のもんだ。

			　……と、エオイドの質問はなんだっけ？　ああ、授業のことか。

			「いや、聞いての通りだな。問題はなさそうだ」

			「ですね。普通にちゃんと分かりやすい授業でしたし、分からないって生徒もいなかったみたいですし、普通ですね」

			「はぁー、なるほど。そういうところを見るんですね」

			「授業内容の難易度が高すぎても生徒がついて行けないし、生徒が育たないからな。いい塩梅なのかどうかは大事だ。そこを見ないとな」

			「エオイドもちゃんと理解して授業を聞いてるだろ。そこが大事なんだよ」

			「勉強になります」

			「いや、まあ、俺たちのことを見習っても仕方ないと思うけどな。で、次の授業は実践らしいけど、どんなことをするんだ？」

			　そう、午後の授業は実践らしい。

			　だが、内容はさっぱり聞いていない。

			　俺たちにとっては、学府の情報を集めるのが本当の目的で、授業体制とかには興味ないんだよな。

			　色々トラブルがあって、学府の評価をする立場になってるけど。

			「ああ、魔術を放つ訓練と、魔物退治ギルドで仕事を受けて魔物を倒す訓練ですね」

			「ん？　魔術を放つ訓練は分かるが、魔物退治ギルドってなんだ？」

			「えーっと、そういえば他の国々は、極端に魔物が少ないんでしたっけ？　でも、この学府の周りには、普通に魔物が湧わいているんですよ。ゴブリンは普通にいますし、奥に行けばオークもいます。ゴーレムとかスライム、スケルトン……って分かります？　学長は魔法生物って呼んでいますけど、奥の奥にはそういうのがいるらしいです。で、その魔物が人を襲ったり、作物を荒らしたりするんで退治するんですよ。それが訓練で進級の条件ですね。学府の生徒以外にも、ここら辺の傭よう兵へいたちはギルドに登録していて魔物退治をしてお金を得ています」

			　……それって、冒険者じゃね？

			　いや、落ち着け、まずは魔法生物が存在できるほど、この地域の魔力濃度が高いってことだ。

			　学長に話を聞かないといけないな。

			「あ、ユキさんたちはギルド登録してないですよね。なら、登録ついでに、午後は僕たちと一緒に魔物退治の実戦訓練に行きましょう。大丈夫ですか？」

			　その言葉を聞いて、深く考えるのをやめた。

			「ああ、魔物退治、一度はやってみたかったんだ!!」

			「ユキさんの所は、魔物がほとんど出ない地域だったんですね」

			「……いや、ユキさんはどちらかと言うと、魔物の親玉だったような……」

			「黙ってろ」

			「がふっ……」

			　タイキ君を黙らせ、俺はエオイドの話に心躍らせる。

			　俺はウィードの大陸では、ついに冒険者活動をすることがなかった。

			　いや、一度だけ、すこーしだけあった気がするが、あれはノーカンだ。

			　でも、ここでは違う。

			　俺の立場を誰も知らないし、俺が冒険者登録しに来ただけでランク８からとかにしないし!!

			　初心者で冒険者、もとい魔物退治ができる!!

			　ひゃっはー!!　俺の冒険が、今始まる!!

			「……魔物がいなくならないといいですね」

			　さすがに、そこまではせん。

			　だが、ちょっと頑張りすぎるかもしれない。

		

	
		
			　

			第２５０掘：先輩の経験談

			　

			　Ｓｉｄｅ：ユキ

			「ということで、魔物を狩るためのアドバイスなどが欲しいのですが」

			　俺はそう言って、冒険者経験があるトーリとリエルに頭を下げている。

			　ああ、カヤも一緒にいる。まあ、カヤも村を守るために結構戦ってたって言うし、教えてもらって損はないだろう。

			　魔術の訓練が速攻で終わったので、こうして彼女たちに教えを乞こうているわけだ。

			　ちなみに、エリスは学長の所で調べ物。

			　もう、対学長最終兵器って感じ。飴玉を渡して、完全に主導権を握っているらしい。

			　苦い顔をしていたララ副学長にも、ケーキを与えて懐柔したそうな。

			　エリスさん、ぱねーっす。

			　……と、そんなことはどうでもいい。

			　冒険者としての心構えや、教えを聞かなくては!!

			　だって、俺は初心者冒険者なんだからな!!

			「えーっと……」

			「うーん……」

			　で、頼まれた２人がなぜか悩んでいる。

			　そして、それを見ていたカヤがポツリと呟つぶやく。

			「……ユキにアドバイスって、なに言えばいいか分からない」

			「え、カヤ。俺、初心者」

			「ユキが初心者だったら、ウィードの大陸とこの新大陸を含めて、冒険者は全員初心者以下になる」

			　うんうん、とトーリとリエルも頷く。

			「いやいや、俺をそう評価するのは、チートスキルが目白押しだからだろ？　だが、そのチートが使えなくなるようなことがあれば、あっさり死んでしまうだろう。だから、そんなことが起きても生き残れるように、ほぼスキルなしでの戦闘とか、気配の察知方法について教えてもらおうと思ったんだ」

			「いや、ユキさんがそんな事態になったら、逃げの一手を打たないとダメですよ」

			「うん。ユキさんが万が一いなくなっちゃったら、もう僕たちどうなるか分かんないや」

			「……ユキ、もっと自分の身を大事にする。お嫁さんも子供もいるんだから」

			「落ち着くんだ。俺は無論逃げるし、お前たち嫁さんと子供たちを置いて死ぬ気はない。これは、逃げるためにも必要なことなんだ」

			　そう、逃げる力がなければ、逃げの一手も打てない。

			　だから、これは無意味ではない。

			　初心者という立場に返って、ちゃんと熟じゆく練れんの冒険者に教わる必要があるんだ。

			　いや、俺って初心者ってものをすっとばしてるし、実に正しいことだと思う。

			「俺は、真面目に嫁さんたちに甘やかされてる部分があると思う。いざという時、それに甘えて逃げ損ねて、お前たちと子供たちを残して逝いきたくない。だから、お願いだ。冗談抜きで冒険者としての話だけでも聞かせてくれ」

			「「「……」」」

			　冗談で言ってみたが、芯を捉えてるな。

			　真面目に聞く価値はあるぞ、俺が完かん璧ぺきなんざあり得ないし。

			　色々な視点ってのは大事だ。

			　モーブたちからは太鼓判をもらっているが、トーリたちの話からでも得る物は多いだろう。

			　親友やタナカも言っていたじゃないか、すべてが糧かてだと。

			　無様に泣き叫んで逃げたとしても、そのおかげで生き延びたのなら正しいことだって。

			「ユキさんの言っていることは分かります」

			　トーリがそう言って頷く。

			　さすが嫁さんたちの中でも常識人で、冒険者時代はリエルのことを抑えていただけのことはある。

			「でも、なにかユキさんは、思い付きで言ったけど的を射てるんじゃね？　って感じがするんですよね」

			　ギクッ。

			　やべ、この嫁さん勘が鋭い。

			「……はぁ、まあ言ってることは間違いじゃないですし、リエルとカヤ、一緒にやろう」

			「え？　僕、ユキさんに教えられることなんてないよ？」

			「……私もない」

			「いや、２人とも、ユキさんが欲しがっているのは経験談だよ。能力だけなら、制限しても私たちじゃ敵わないから。多分、モーブさんたちとは違った視点の話が欲しいんだと思うよ。そうですよね、ユキさん？」

			「ああ、頼むよ。リエルとカヤも協力してくれると嬉しい。ちゃんとお礼はするからさ」

			「「お礼？」」

			　リエルとカヤのケモミミがピンと立つ。

			　お、これは好感触。

			　最初は、冒険者できるぞイェーイだったけど、真面目に聞きたいからな。

			　お礼で押し通そう。

			「ああ、お礼だ。トーリたちの話は絶対に役に立つからさ、可能な限りはお礼をする。何でも言ってくれ。無論、トーリも遠慮しないで言ってくれ」

			「じゃ、じゃあ、その……」

			「はいはい、僕はエリスと同じように、一晩じっくり愛して欲しい!!」

			「私も、それとお揚げ料理」

			　えー、エリスとの一戦をまたやるのか。

			　あれは、俺が凄すごく摩耗するんだけどな……。

			　でも、仕方ないか。聞く価値はあるし、嫁さんたちとにゃんにゃんするのは嫌いじゃない。

			「よし、分かった。で、トーリは何かあるか？」

			「あ、あの、わ、私も同じで……」

			　トーリは顔を両手で隠して、恥ずかしそうに言う。

			　うん、トーリらしいわ。

			　狼耳というかイヌミミがペタンとしているが、尻尾しつぽは期待するように小刻みに揺れている。

		

	
		
			[image: 237.jpg]
		

	
		
			「分かった。今日はトーリとの日だし、今日頑張るか？」

			「はい!!」

			　尻尾が全力で振られる。

			　これは、回転すれば飛べるんじゃね（？）と思うレベルだ。

			「むー。トーリ、いいなー」

			「……私の日は遠い」

			　２人の日は、トーリの次とさらに次だ。

			　普通なら混ざってきたりするんだが……。

			「ねぇ、トーリ」

			「なに？」

			「僕も今日混ざって……」

			「私とユキさんが、ずっと絡み合ってるのを見てるだけならいいよ」

			「それ、拷ごう問もんだよ!!　うー、やっぱり無理か」

			「仕方がない、リエル。明日頑張ればいい」

			「やっぱそれしかないか、うん。でも、約束は取り付けたし、いいか」

			「そう、欲張りはよくない」

			「うんうん。って、カヤはお揚げも要求したよね!?」

			「ユキからＯＫもらったから問題ない」

			「うがー、なんか納得いかない!!」

			　ま、やっぱりこの３人らしいな。

			　で、そのじゃれあいが終わったあとは、俺が質問をしてトーリたちが答えるといった形になった。

			　結果としては、短い時間で話をした割には、結構有意義だったと思う。

			　主に聞いた話は失敗談。

			　過去にモーブたちには、冒険者としての実技とか依頼の種類とかを教えてもらった。その際に失敗談もいくつか聞いたが、すでにモーブたちはギルドからの信頼も厚い熟じゆく練れんした冒険者で、さらに俺の状態が特殊だったから作戦の遂行が優先になったんだよな。

			　で、トーリたちの失敗談というのは、主に依頼主との意思疎通が不足していたって話が多かった。

			　たとえば依頼書にはオーク退治とあったので、お互いに今までの経験から深く聞かず、場所を聞いて退治して戻ってきてみれば、オークの討とう伐ばつ証明が欲しいのではなく、オークの死体を持ってきて欲しいという依頼だった――みたいな話だ。

			　オークは全身それなりに換金できるいい魔物なので、トーリたちとしては持ち帰りたい。

			　依頼を出した側は、いつもの通りオークの素材が欲しくて退治依頼を出しただけ。

			　問題の原因は、依頼を受け付けたギルド側にあった。

			　この村はいつもオークの素材が欲しくて、定期的に依頼を出している。だから、つい「退治」と依頼書に書いてあれば分かるだろうと思ってしまったのだ。

			　実は、オーク退治にしては報ほう酬しゆうが高く、レートの３倍はあったとのこと。

			　トーリは当初は割のいい仕事だと思っていたが、リエルは少し首を傾げていたらしい。

			　で、結局、オークの素材は村の人たちに渡して、依頼自体はとりあえず完遂。

			　そのあとギルド職員にこのことを話したところ、職員から頭を下げられたそうな。

			　この教訓を生かして、それ以降は依頼の内容は仔細確認をとるようにしたらしい。

			　まあ、話を聞いてみれば「あるある」なトラブルではある。でも、当事者にとっては日々の糧かてがかかっているので簡単に済ませられる話ではないというやつだ。

			　当時のトーリたちはようやく冒険者に慣れてきたところだったので、気が緩んだのだろうと言っていた。リエルもその時のトラブルで、あまりトーリに任せっぱなしにするのもよくないかなーと思ったらしい。

			　だが、戦闘での暴走っぷりを見る限り、その後もあまり改善されなかったみたいだけど。

			　意外に思えるが、昔はリエルがリーダーシップをとって世間知らずなトーリを引っ張っていたそうな。それで冒険者になった時、対応や指揮に関してはトーリの方が上だと思ったのでリーダーを譲ったそうな。

			　まあ、リエルは少し前に自分の子供の頃のことを笑って話していたが、村八分で最後には殺されそうになったわけだしな。その時のことを思いだしても分かるが、リエルは悪意に関してかなり寛容というか麻痺していたので、多少給金が減らされるとか、仕事が増やされるなどを当たり前に受け入れてたらしい。

			　だから、それを見ていたトーリが、冒険者になるのを機にリーダーを代わろうと思ったんだそうだ。

			　今にしてみれば、笑って済ませられる失敗談。

			　だが、俺にしてみれば確認はしっかり取るべし、という教訓だな。

			　あ、でもリエルの給料を減らしてたとか、村八分にして殺そうとしてた奴は許さん。

			　まあ、しきたりとか色々事情があるんだろうが、今は俺のもの、嫁さんである。

			　今のところリエルは村でのことに関しては気にしていないようだが、いつかリエルの母親を迎えに行くのだ。

			　だが、最悪、リエルの母親の墓や家は跡形もなくなっている可能性もある。

			　その時、リエルが泣いたらキレてしまいそうだ。

			　というか、その可能性を考慮して、いまだに俺からリエルの母親を迎えに行こうとは言えないんだよな。

			　いや、嫁さん全員が同じ意見だ。

			　全員、リエルの話を聞いて憤いきどおっている。

			　リエルは笑って話していたが、かなり凄惨な話だ。

			　トーリに至っては、自分で身内をぶっ殺しかねないと言っているので、リエルから言い出さない限りはこの件は先送りだ。

			　だって、俺たち全員がキレたら、村一つなんて文字通り跡形もなくなるからな。

			　……と、話がずれた。

			　２人からは、森の中での戦闘の経験談についても聞いた。

			　トーリたちは獣人族なので、感覚器官がとても鋭い。特に聴覚。

			　今まで言っていなかったが、獣人族はケモミミとは別に通常の耳がある。ふたつの耳は使い分けができて、普通にイヤホンとかをつけて音楽とかを楽しめるのだ。

			　ケモミミは狩猟用、戦闘用といった感じで、それを駆使して森の中で異音を聞き取り、敵を把は握あくする。

			　これが獣人族の基本だ。

			　ケモミミのない俺には難しいかもしれないが、音に気を配るのは基本なので、これまで以上に気を配ってみよう。あるいは、トーリたちに追いつけるかもしれない。

			　２人の話もよかったが、カヤからの話もかなり勉強になった。

			　カヤは村を守る警けい邏ら団で次期団長とまで言われただけあって、有事の際、村という防御力もなく戦闘要員も少ない、そんな陣地での戦い方を熟知していた。

			　今は無口で感情の起伏も小さいが、次期団長とまで言われていたからには、当時は人との付き合いも上手かったのだろう。

			　村が壊滅して自分自身が酷ひどい目に遭ったのにもかかわらず、俺の質問に答えてくれたんだから、カヤもいい嫁さんだと思う。

			　で、カヤの話は簡単で１つ。

			　逃げるならさっさと逃げる。戦う時は、なんでも使って生き残ること。

			　教訓が２つあるように見えるが、これはどっちも生き残れという意味合いだ。

			　村の戦力は少ない。それが減ること自体が、村の存亡に関わる。

			　だから、生き残れという話。

			「ありがとう。かなり助かったよ」

			　そろそろエオイドやタイキ君と合流する時間なので、そう言って切り上げる。

			　実際、自分の身になるいい話だったと思う。

			「役立ったならよかったです。あの……今日楽しみにしてます」

			「ぬふふふ、ユキさん、明日待ってるからね」

			「……お揚げは今日食べたい」

			「ああ、約束は守る。で、そういえば３人は、午後の魔物退治はどうするんだ？」

			　そういえば、この３人とエリスがどう動くのか聞いてなかった。

			　あ、ちなみにここで嫁さんたちの配置だが、リーアはずっと俺のそばにいる。トーリたちの話も一緒に聞いて勉強していた。

			　ジェシカはミフィー王女の護ご衛えいだし、あ、ミフィー王女は予定通りいったんジルバへ帰ることになった。

			　それで、代わりに駐在ジルバ要員としてルルアとミリーが残ることになり、ラッツがお忍びでエナーリアの情報を集めている。

			　セラリアとデリーユは、ジェシカと一緒にミフィー王女の護ご衛えいという名目でベータンに戻って、トーリたちやちびっこたちが学園に来て空いた穴を埋めている。

			　スィーアたちも無論連行してきていて、予定通り監視の聖剣使いが来ている。

			　これで、いつでも敵が動き出してもいいわけだ。

			　いや、ダンジョンを使った高速移動ができるから、最初から攻めてきてもよかったんだが。

			　敵はスィーアたちが捕まって以来、情報集めに徹しているようだ。

			　間違いじゃないが、まあ、どんまい。

			　と、いかんいかん。３人の予定を聞いてるんだった。

			「えーっと、どうだっけ？」

			「もう、リエルはこういうことは適当なんだから」

			「……私たちは、サマンサと一緒に魔物退治みたい？」

			「みたい？」

			　カヤ……なぜ疑問形？

			「それがですね。サマンサお嬢さんとアマンダさんと一緒なんですが、この２人は成績優秀者らしくて、今日は１階生の魔物退治の見学を行うみたいなんですよ」

			　トーリがそう質問に答えてくれる。

			　１階生の魔物退治見学ねー。

			「それって、サマンサたちが実際に退治しているのを見せるって感じか？」

			「はい、引率や護衛は他にいるらしいんで、サマンサお嬢さんやアマンダさんが実演して見せるらしいです」

			「あれ？　それじゃ、トーリたちとエリスは魔物退治できないんじゃね？」

			「あー、それは大丈夫だよ。僕たち、魔術の訓練でやっちゃって……エリスと同レベルって見られてるから」

			「……学長とも話はついてるし問題なし」

			「あ、そうですか。ま、それならいいや。いい機会だし、サマンサやアマンダさんの実力を見てきてくれ。俺はエオイドの方を観察しながら、魔物退治するわ」

			「分かりました。でも、魔物退治は加減してくださいよ」

			「だねー。魔物がいなくなっちゃったら実演もなにもないよね」

			「……手加減をする。いい、ユキ？」

			「分かってるって、じゃ、またあとでな。リーア、行こうか」

			「はい」

			　で、エオイドとの合流場所に向かっている時にリーアが呟つぶやく。

			「あの、私はトーリさんたちみたいに、何もお話しできないですけど……その、激しく愛して欲しいなーって」

			　くそ、やっぱりこうなったか。

			　だが、被害の拡大を防ぐためにもリーアで塞き止めておく必要がある。

			「いいよ」

			「いいんですか!!」

			「まあ、あの場であんなことを聞いていて仲間外れはあれだし、リーアにはいつも俺の護ご衛えいで苦労かけてるしな。あ、だけど、ほかの皆には内緒だぞ。そうしないと、俺が干からびちゃうからな」

			「はい、分かりました!!　黙ってます!!」

			　銀髪のツインテールが綺き麗れいに揺れ、いい笑顔で可愛かわいいのだが……この約束は、破られることになる。

			　いや、リーアが悪いわけではない。

			　俺が頑張った結果、エリスを含めた５人がえらくツヤツヤしてたのを、ほかの皆から質問攻めされて白状することとなり、結果、俺が気合いを入れて頑張る羽目になった。

			「……俺、これで死んだらどうしよう」

			「大丈夫よ。やりすぎで万が一死んでも、生き返らせてあげるから。ぷっ、でも、やりすぎで死ぬダンジョンマスターとか前代未聞よね。一度やってみない？」

			「誰がやるか、この駄女神が」

			「ぶー、いいじゃない」

			　やっぱり、一番の難敵はこの駄女神だな。

		

	
		
			　

			第２５１掘：フラグは乱立し水も滴る

			　

			　Ｓｉｄｅ：ユキ

			　俺はそのメンバーに不安を隠せなかった。

			　いや、悪意はない。

			　だが、それを見れば誰だってそう思うはずだ。

			　彼女の純真さを知っている人ほど不安になるだろう。

			「あ、お兄ちゃんだ!!」

			「兄様発見なのです!!」

			　ここまではいい。

			　だが、この後の２人とあるものが問題だった。

			「……あ、ユキ」

			　１人は無論ロリ巨乳のラビリス。

			「……ユキさん」

			　そして、もう１人はウサミミ幼女で王女様なシェーラ。

			　だが、この２人の顔色が優れない。

			　いや、具合が悪そうという意味ではなく、凄すごく困ってそうな顔なのだ。

			　で、その２人が困っている原因は、アスリンが抱えているモノが原因だ。

			「ばうっ」

			　そいつが俺の姿を見てひと吠ほえする。

			「あ、ユキさん。凄いですね、アスリンちゃん」

			　嬉しそうなアスリンとそいつを見て、俺が非常に複雑な気持ちでいると、アマンダさんが俺を見つけて駆け寄ってきた。

			「え？　えーっと、何がですか？　というか、なんでアマンダさんがアスリンたちと一緒なんですか？」

			　とりあえず、俺は状況を把は握あくするために現れたアマンダさんと会話を試みる。

			　なんとかして、アスリンが抱えているアレをどうにかしないといけない。

			「あ、ごめんなさい。えーっと、今日１階生の前で魔物退治の実演をすることになったんですよ。で、私とサマンサが、アスリンちゃんたちのグループでやることになったんです」

			「ああ、そんなことをトーリたちから聞きましたね」

			「はい、トーリさんたちも凄かったですから。これなら何があっても１階生は守れます。アスリンちゃんたちのことも、心配しないで任せてください!!」

			　そら守れるどころか、トーリたちは単独戦力でもぶっとんでるし、アマンダさんが守ろうとしているアスリンたちもトーリたちと同等なんだけどね。

			「そうですか。では、アスリンたちをよろしくお願いします。言うことを聞かなければ、ビシッと叱っていいんで」

			「はい、分かりました。って言ってもいい子ですし、そんなことにはならないと思うんですけどね」

			「で、アスリンの何が凄すごいんでしょうか？」

			　とりあえず、さっさとアマンダさんとの会話を切り上げて、アスリンを攫ってお話しして、手の中に抱えているアレをなんとかしないといけない。

			「あ、そうなんですよ!!　アスリンちゃん、魔術の才能だけじゃなくて、私と同じテイマーの才能があるみたいなんです」

			　いや、テイマーの才能があるどころか、アマンダさんより上だからね。

			　アスリン１人で、１０００単位の魔物を動かせるからね。

			　というか、ウィードのロリコン魔物どもは、俺よりアスリンに絶対忠誠を誓ってるからな。

			　そんなことを心の中で考えていると、アマンダさんが指笛を吹いた。それと同時に、アスリンが抱えているアレと同じ魔物が学園から出てくる。

			「この子はブラックウルフっていう狼の魔物なんですけど、アスリンちゃんが持ってる子はブラックウルフの子供なんです。魔物は人になつかないですし、ブラックウルフは特に凶暴で、私も子供の頃にこの子を拾ったんですが、仲良くなるまで時間がかかりました。あわや処分されそうになった時もあったんですが、それがきっかけでこの子と仲良く……って、話がずれましたね。それだけテイムするのが難しい魔物と、アスリンちゃんはもう仲良くしてるんです。これは凄い才能ですよ!!」

			　アマンダさんが興奮して話している。

			　その姿を見て、ラビリスとシェーラが困った顔をしている理由が分かった。

			「私もこの子に怖がらずに撫でたりしていて驚いたんですけど、アスリンちゃんも小さいながらブラックウルフをテイムしてるんですから納得ですね」

			「えへへー、お兄ちゃん、クロちゃんのこと褒ほめてもらったよー」

			「ばうっ」

			　アスリンは善意でクロちゃんこと、ブラック・フェンリル・ロードを呼び出したのだ。

			　この、クロちゃんだが、アスリンの側近十魔獣の１匹。

			　つーか、アスリン的にはペット。

			　でも、フェンリルってどっかの神喰い狼様の名前が付いているから、ブラックウルフなんて目じゃないほどの魔物です。

			　レベル的には２５０前後なんで、聖剣使いたちは敵じゃないし、デュラハンのピース・ガードワールドですら子供同然。

			　というか、ピースはアスリンのペット10匹には絶対敵わない。

			　この新大陸で暴れさせたら、戦力的に１匹で１国を軽く落とせると思う。

			　普段はクロちゃんを含め、ペットは全員、基本的にウィードで警護をやっている。

			　主に学校での子供の遊び相手。つか、皆のペット。

			　今は子犬の姿だが、本当の姿は大型トラックぐらいのサイズがあるクソデカい狼だ。

			　で、分かると思うが、ウィードで呼んだ魔物は馬鹿ではない。

			　言葉をすべて理解できるし、上位の魔物であれば会話も可能だ。

			　この、クロちゃんが「ばうっ」だけの可愛かわいい子犬ではないと言うことだ。

			「アスリン、クロちゃんを借りていい？」

			「うん、いいよ」

			　差し出されたクロちゃんを受け取り、アマンダさんとアスリンたちに背を向ける。

			「で、クロ。なんでこっちに来やがった」

			「無論、我が姫の望みだからだ、マスターよ。あと、我が姫からいただいた名前を略してもらっては困る。いくらマスターでも許容できぬぞ。ちゃんとクロちゃんと呼んで欲しい」

			　渋い声で返事が返ってきた。

			　ギャップ萌えどころじゃなくて、怖いわ。

			　あと、「ちゃん」は絶対名前の一部じゃないからな。アスリンが間違って敬称ごと名前をつけただけだと思うよ。

			「へいへい、クロちゃん。で、なんでここに呼ばれて、これからどうするつもりだ？」

			「姫を守る。それ以外あるまい？　普段は姉妹が守りについていて、我らの出番がない。しかし、今回は我が指名で呼ばれたのだ。いつも世話になっているぶん、姫に絶対の忠義を尽つくすのは問題であるわけがない」

			「あっそ。で、なんでお前を呼ぶ切っ掛けになったであろうアマンダさんのブラックウルフが、尻尾しつぽをさげたまま、全力で怖がっているんだろうな？」

			「それは、無論私が脅おどしたからだ。私が呼び出された切っ掛けであるがゆえ生かしているが、本来であればすでに殺されていても文句は言えんことをしたのだ。それを考えれば、感謝していいぐらいの待遇だ」

			「は？　あのイヌコロがなにかしたのか？」

			「我らが姫に、牙を突き立てていた。姫はじゃれていると思ったのだろうが、あのイヌコロの表情を見れば分かる。牙を突き立てて、どっちが上か分からせようとしていたのだ。まったく、イヌコロの主である、あの小娘の程度も知れるわ」

			　あー、なるほど。

			　まあ、アスリンのドッペル自体もレベルはクソ高いからな。噛みついたのはいいけど、全然動じないし、格上の子犬もどきは呼び出すし、アマンダさんのブラックウルフはああなるしかなかったわけか。

			「経緯は分かった。で、これからのことは理解しているか？」

			「無論、あのイヌコロと同じにしないで欲しい。姫とフィーリア様、シェーラ様、ラビリス様の護ご衛えいをしつつ、おままごとに付き合えばよいのだろう、マスターよ」

			「……おままごとってな……まあ、似たようなもんか。だけどな、護衛対象は一緒に行く全員に広げとけ」

			「なぜだ？　それではあの小娘や、魔術師の小娘も出番がなくなるが？」

			「アホっ。誰が、お前がかわりに実演して見せろとか言った。一応、一時的とはいえ、このメンバーもウィードの学校と同じアスリンたちの学友だ。怪け我がなんかすると、アスリンたちが悲しむ」

			「……理解した。だが、小娘たちの手に負えないような魔物が現れれば我が動く」

			「まあ、その時は仕方ない。アスリンたちが全力を出すわけにもいかないからな」

			「うむ、姫たちの全力と言えば、我ら十魔獣も全力で動くことが含まれるからな。このような脆もろい学府は軽く吹き飛ぶ」

			「そこら辺はちゃんと調整しろよ。この新大陸は、色々未調査なことが多いんだからな」

			「そこは理解している。マスターに迷惑はかけん」

			「ならよし」

			　そんな話をしたあとクロちゃんをアスリンに返したが、いくらなんでも心もとないので……。

			「２人とも頼む。エリスたちは３階生ってことだから、１階生には割り込みにくい」

			「分かってるわ。あの２人と１匹は任せて」

			「はい、アスリンもフィーリアもクロちゃんもちゃんと監視しますから、安心してください」

			　ラビリスとシェーラの返事の方が、クロちゃんよりよっぽど安心できるわ。

			　そのあとは、エリスやトーリたちにこの学府一帯だけなぜか魔力が集まっている件を伝えて、授業の邪魔にならない程度に調べておいてくれと頼んで別れた。

			　

			「しかし、変な話ですよね。なんでこの一帯だけ魔物が多いんですかね？」

			「さあな。でも、それが分かれば色々進むかもしれない」

			　現在は魔物退治の実技、実践中で、俺たちは学府が管理する魔物の森へ足を踏み入れている。

			　タイキ君とのんびり話しながらではあるが、しっかり周りには気を配っている。

			　エオイド君がいる手前、堂々とコール関連の機能を使うわけにはいかない。

			　俺は、リリカルミラクルな魔術に頼りっぱなしだからな。これが封殺された時を想定した、いい訓練になるだろう。

			「リーア、タイキ君、周りはどうだ？　俺としては、特に気配は感じないんだけど」

			「私も周りに魔物がいるとは思えません」

			「俺も同じくですね」

			　勇者２人がそう言うなら、ほぼ問題ないだろう。

			　事前調査でも、ワイバーンが山奥深くにいるぐらいだって聞いてるし。

			　でも、この調査結果には驚きだった。

			　オークですら珍しいこの大陸で、ワイバーンが存在している地域があるとか、いったい何が原因なんだ？

			　魔力濃度が関係あるんだろうが、空気中の魔力濃度を測る方法なんて確立してないしな。

			　人や魔物が魔術を発動させる時の動きは分かるんだが、うーん、スカウ○ーみたいなのないかな。鑑定をかけていちいち確認するのもめんどいんだよ。

			「み、皆、余裕ですね。……傭よう兵へいって、こんな訓練もよくあるんですか？」

			　一番後ろをついてくるエオイド君が、そう声をかけてくる。

			「傭兵だからってわけでもないと思うぞ」

			「そうなんですか？」

			「普通に森で採取や狩猟とかする人は、ゴブリンとか野生の動物とかに気を付けないといけないからな」

			「ああー」

			「で、エオイド君は、今まで何回か、この森に入ったことがあるんじゃないのか？」

			「はい、これで７回目ですね」

			「だったら、なんでそんなに引き気味なんだ？　慣れたもんだろ、俺たちよりは確実に」

			　そう、エオイド君は森に入ってから、なぜかびくびくしている。

			　緊張しているというのとは違う。完全に腰が引けているのだ。

			「すいません」

			「いや、謝られることじゃないが、なんでそんな状態なのか理由を教えてくれ。何か俺たちに不備でもあったか？」

			「いえ、ユキさんたちは何も悪くありません。どっちかというと自分の問題ですね」

			「エオイド君本人の？」

			「……はい。そうですね、黙っててあとで問題が起きてもアレですし、ここで少し休みながら話してもいいですか？　周りに魔物とかはいないんですよね？」

			「ああ、俺は感じないけど、どうだ２人とも？」

			「さっきと変わりません。いないと思います」

			「だね、リーアさんと同じ」

			「よし、なら休憩しながら、エオイド君の話でも聞こう」

			　まさか、ヒロインがいないと力が発揮できないとか、変な縛しばりがあったりしないよな？

			「ユキさん、これって、あのアマンダちゃんがいないと力が使えないとか、そういうお約束じゃないですかね？」

			　こそっと耳打ちしてくるタイキ君。やっぱ俺と同じ思考だよな。

			　でも、俺たちオタク２人が同じ回答に辿り着くとか……いやな予感がするわ。

			　で、水を飲んでひと息ついたあと、エオイド君が申し訳なさそうに口を開く。

			「えーっと、その、僕がなんでびくびくしてたかというと……僕は魔術が使えないんです」

			「「「は？」」」

			　って、そうか、エオイド君は魔力操作のスキルがあるだけで、分かりやすい属性魔術を習得してないんだっけ？

			　でも、魔力自体を武器にできるから問題なくね？

			「僕は魔術を使えないのですが、盗むことができるんです」

			「「「盗む？」」」

			　どういうこっちゃ？

			　スキルハント、テイカー、ラーニング関連は持ってないぞ。

			　タイキ君やリーアが俺の顔を見て、目線で盗む系スキルを持ってるの？　って聞いてくるが、ないので首を横に振る。

			「なんと言ったらいいのか……あ、誰か魔術を使ってもらえますか？　炎属性だとありがたいです」

			「ん、ああ。それぐらいなら」

			　俺は承しよう諾だくして、軽い火の玉、ファイアーボール小を作り出す。

			「す、凄すごいですね。さすが、学長を倒したエリスさんの旦那さんですね。無む詠えい唱しようを普通にやってのけるなんて」

			　いや、嫁さんたち全員どころか、そこのタイキ君だってこのレベルの無詠唱はいけるぞ。

			　というか、嫁さんたちやタイキ君は基本的に戦士タイプだからな。

			　……あれ、今思えば、なんか嫁さんたちって近接戦ばっかりの職業多くね？

			　後衛の嫁さんって、ルルアとエリスぐらいじゃね？

			　なにこの筋肉パーティー。回復役の専門に至っては、俺とルルアしかいないし。

			　と、そこは置いといて、この出した火の玉をどうやって盗むんだ？

			「で、これをエオイド君はどうするんだ？」

			「あ、すいません。お借りしますね」

			　そう言うと、彼は魔術の制御をあっさり奪って、自分の手元に火の玉を寄せる。

			「ああ、そういうことか」

			「はい、僕は誰かが使用して発現させた魔術を奪うことしかできないんです。普段はアマンダと組んでやるんで、問題はなかったんですが……ほかの人と組んで、この技を使うと凄く嫌な顔をされるんですよ。おかげで因縁をつけられて決闘騒ぎになったりして、これまで大変だったんですよ」

			　なるほど。というか定番すぎるな。

			「俺は、その才能は凄すごいと思うけど、ほかの学生はそう思わなかったわけだ」

			「あ、ありがとうございます。そう言って褒めてくれたのは、アマンダとクリーナと学長ぐらいですね」

			　誰だ、クリーナって？　もうフラグ立ててるのか？

			　やっぱエオイドは主人公だわ、これ。

			「剣で戦えないことはないんですけど、それじゃ評価にならなくて。魔術も使えないのについていくだけだし、アマンダにはいい機会だからって言って、ユキさんたちの魔物退治に参加したんです」

			　エオイドはそう言って、俺から盗んだファイアーボールを木に投げつけて四散させる。

			　あ、よかったー。火の粉レベルの魔術で。普段のレベルだと、この森を貫通するまで消えないファイアーボールだったよ。

			　山火事ってレベルじゃねーよな、きっと。

			　別の意味で冷や汗をかきつつ、申し訳なさそうにしているエオイド君に声をかける。

			「なるほどな。俺は特に気にしないから、一緒に魔物退治をしようと思うけど、２人はどうだ？」

			「私は全然構いませんよ」

			「俺も異議なし。というか、ちょうどいいから、これを機に魔術を覚えたらどうだ、エオイド？」

			「え、そんな簡単に覚えられたら苦労しないよ、タイキ。これまでだって、僕なりに色々やってきたけど駄目だったんだ」

			　まあ、そりゃそうだろうな。

			　簡単に覚えられるなら、ここで俺たちに申し訳なさそうにしてるわけないもんな。

			　だが、それは独学だからだ。

			「心配するな。ちゃんと俺が教えてやるから。俺も魔力操作のスキルが使えるし」

			「え？」

			「不思議そうな顔するなって。エオイドだけの特殊スキルってわけでもないから……まあ、どう使うかってのは、分からない人は多いけどな。ユキさん、ファイアーボールをさっきみたいに出してもらえる？」

			「ほい」

			　俺がリクエストに応えてファイアーボールを出すと、タイキ君はすぐに制御を奪って見せた。

			　それを見たエオイドは大いに驚いている。

			「ほ、本当にできた……」

			「いや、普通はできない。いや、ユキさんの魔術を奪うのは無理だ。この人は何重にもプロテクトをかけてるからな」

			「プロテクト？　でも、さっきのは簡単に制御を奪えたよ？」

			「そりゃ、威力が低くてどうでもいいレベルだからな。誤爆すると酷ひどい威力になるレベルのものは制御式が個人個人で独特になるから、よほど相性が良くないと制御が奪えないぞ。覚えはないか？」

			　タイキ君がそう言うと、エオイドが少し考え込む。

			　で、なにかを思い当たることがあったのか、はっとした顔になる。

			「確か、因縁つけられた時の決闘相手なんだけど、その相手のウィンドストームを奪うのは難しかった。３回撃たれて、最後の１回になんとか制御を奪って勝てたんだ」

			「……その程度なら、どうにでも奪えると思うけどな」

			「え？」

			　こっちを見るな、こっちを。

			「いや、何でもない。ということで、俺が教えてやれるってのは分かったか？」

			「ああ、どうか教えてくれ。彼女たちに迷惑をかけたくない。彼女たちに胸を張れる男になりたいんだ!!」

			「「おおー、イケメーン」」

			　俺とタイキ君の言葉が重なる。

			　いや、仕方がない。

			　こんな恥ずかしいセリフを、さらっと言える奴はそうはいない。

			　さすが主人公だ。

			「じゃ、その胸を張れる男になるために、さっそく練習するか」

			「今からできるのかい!?」

			「ああ、できるぞ。ほれ、俺のウォーターボールの制御を奪ってみろ」

			「……タイキも無む詠えい唱しようなんだね」

			「いちいち凹むな、どうせこの中じゃ一番ど素人しろうとなんだからな。さっさと制御を奪え」

			「酷い。……とっ、これでいい？」

			「よし、その状態を魔物退治が終わるまで維い持じしろ」

			「は？　そんなの無理だよ。人から奪った魔術は、長い時間維持できないんだよ。せいぜい５分だ」

			「いや、お前の目の前に、ユキさんからファイアーボールの制御を奪った奴がいるだろ。もう10分は経ってるぞ？」

			「あ」

			「まあ、維い持じできない理由は、その属性の魔術を習得していないのもあって、何をどうすれば維持できるか知らないからだな。ほれ、ウォーターボールの形がどんどん小さくなってるぞ。維持しろ」

			「い、いや、維持ってどうすればいいんだよ!?」

			「いや、魔力を注いで足りない分を補充してやれよ」

			「水の魔術を使えないんだって!!」

			「落ち着け。制御を奪ってるってことは、水の魔術が使えてるってことだ。エオイドの場合は、制御を奪って、その魔術を隔離しているのが問題なんだよ。そのまま自分の魔力とつなげればいい。魔力制御でそうやって隔離する方が難しいことだからな、普通」

			　タイキ君の言うことは本当だ。

			　エオイドの場合、魔術隔離を作り出すことを先に習得してしまったんだろうな。

			　ちなみに、これを練習して昇華すれば、魔術を使えなくする地帯を作り出せる。

			　とまあ、言うは易く行うは難しってことで、エオイド君があっさり水球を四散させた。

			　原因は魔力供給が止まって、形を維持できなくなったからだ。

			「ま、最初から上手くいくとは思ってない。さあ、できるまでずっとやる。今度は大きいウォーターボールな。維持できなければ、エオイド、お前はずぶ濡れになる」

			「ええ!?」

			「楽をして、何かを覚えられるとは思わないことだ。行くぞ!!」

			「ちょ、ちょっとタイム!!」

			「問答無用!!」

			　そして、俺には全然嬉しくない、イケメン主人公の濡れ場が始まったわけだ。

			　まあ、文字通りの濡れる方だがな。

			　寒くはないけど、水を浴びて服を乾かさず歩き回るのは体力を消耗するだろうな。

			　頑張れ、エオイド、君は主人公だ!!

			　これは、あれだ、修業パート!!

			「ユキさん」

			「どうした、リーア？」

			「ぬ、濡れてみません？」

			「え、嫌。なんでだ？」

			「ゆ、ユキさんが濡れて歩き回るとか、カッコいいと思うんです!!」

			「……仕事じゃない時にやってあげるから、浮かべているでかい水球をしまって？」

			　リーアがそんな希望を言いつつ、上にはエオイド君にしている訓練とは比較にならない大きさの水球を浮かべている。

			　頬を上気させているから、下手に断ると俺もエオイドと同じ目に遭う。

			「本当ですか？」

			「本当、本当。だから、それをぽいってしようね」

			「……分かりました。ユキさんに嫌われたら軽く死ねますし、自重します。えいっ」

			　そう言って、リーアがでかい水球を遠くに投げ捨てた。

			　ずざざざっ、バギッ、ドーン、ギャース!!

			　え、なにあの水量。

			　木が倒れたような音がして、最後に変な声が聞こえた気が……。

			　音が聞こえた方向の空を眺めていると、その変な声の主が姿を現した。

			「あ、ワイバーンに当たったのね」

			「あー、ごめんなさい」

			　災難やったなワイバーン。

			　命があるだけましと思え。

			　そう思って、空中を旋回しているワイバーンを眺めていると、どこからか叫び声が聞こえてくる。

			　で、その声に反応したワイバーンが声の方向へ、咆ほう哮こうを上げながら下降して行く。

			「ど、どうしましょう!?」

			「リーア、今後はちゃんと被害のない解除をしような」

			「……ごめんなさい」

			　リーアがしょぼんとしている。

			　さて、自分たちが蒔まいた種だし、被害が出る前にどうにかしないとな。

			　さっさと、タイキ君とエオイドに事情を説明して助けに行こうと思ったのだが……。

			「ユキさん、今ワイバーンが!!」

			「ああ、見た」

			　エオイドが焦あせった表情でこちらに駆け寄ってくる。

			　決して、俺たちが原因だとは言えない。

			「ア、アマンダとサマンサの叫び声も聞こえました!!　お願いします!!　力を貸してください!!」

			「「「え」」」

			　そのエオイドの言葉に、追いついてきたタイキ君と顔を見合わせて固まる。

			「エリスさんたちもいますから、なんとか持ちこたえているはずです!!　普通なら逃げるべきなんでしょうけど、俺はアマンダやサマンサを見捨てて逃げたくないんです!!　お願いします!!」

			　俺たちは返事を返さず、ワイバーンの声と叫び声が聞こえる方向へ走り出した。

			「あ、ありがとうございます!!」

			　その行動を救援と思ったエオイドが、嬉しそうにお礼を言って追いかけてくる。

			　が、俺たちはそんなことどころではなかった。

			　ワイバーンがどんな性格か知らんが、エリスたちが負けるわけがない。

			　しかし、今回のメンバーには魔物大好きアスリンがいるのだ。そして、アスリンを姫と呼んで忠義をささげるバカもいる。

			「ウォォォーーーン!!」

			「「「あ」」」

			　特大の狼の吠ほえ声が聞こえてきて、手遅れだと思いつつも足を走らせる俺たちであった。

			　くそー、今回のイベントは俺たちが原因かよ!!

		

	
		
			　

			第２５２掘：大魔術師出陣

			　

			　ｓｉｄｅ：ポープリ・ランサー　ランサー魔術学府学長

			「んー、美味しー!!」

			　私は親友からもらったとーーっても美味しい高級な飴玉を舐めて、至福の時を過ごしていた。

			　ああ、君は本当に親しき友だよ。エリス。

			「どう見ても、餌付けされて、飼いならされているように見えますけどね」

			　ララがそう言って睨にらんでくるが、まったく説得力も迫力もない。

			　だって……。

			「ララがケーキを食べていなければ、まだ説得力があるんだけどなー」

			　そう、ララもエリスから特別なケーキをもらって、ただひたすらに消費している。

			　というか、種類違いのホールケーキを交互に食べては、エリスがくれた特製の紅茶を飲んで惚けている。

			「こ、これは親友である、エリスからいただいたケーキですから」

			「ふーん」

			「ケーキは長持ちしませんからね。仕方なく食べているわけです。親友からいただいたケーキを腐らせるなんて、人の道を外れる行いですから。日持ちのする飴玉を湯水のごとく口に放り込んでいる学長とは違うわけです」
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			　はっ、モノは言いようだねー。

			　まあ、簡単に言えば、私たちはどちらも餌付けをされて飼いならされたという方がしっくりくる。

			　別に悪いことじゃないし……そう、親友だから!!

			「ふうー。しかし、エリスさんには感謝ですね」

			　ホールケーキを２つ食い尽つくしたララが、そんなことを言う。

			　うん、確かに感謝してるんだけど……。

			「感謝は分かるけど、どのことを指しているの？　今食い尽くしたケーキのこと？」

			「いえ、ケーキではなく。いや、ケーキの件は感謝していますが、本題の方ですよ。決闘で負けたのに、あんなズルを教えてくれるとは」

			「ああ、あっちね」

			　そう、私はあの決闘に負けた。

			　被害を無視して全力を出したわけではないが、決闘場でできうる限りの力を出した。だが、そのすべてを相殺されてしまった。

			　ありがたいことに、まったく同じ魔術でだ。

			　何をどうすれば、私の魔術の発動後の後手撃ちで迎げい撃げき相殺する威力調整ができるんだよ。

			　きっと、被害無視で全力を出しても負けると思う。

			　嫌なものを思い出すよ。聖剣使いとか、ガードワールドとか。

			　あいつら、基本的に魔術ダメージ軽減っていうルール違反気味のスキルを持ってるからね。

			　私とは相性が悪すぎる。

			　ま、そっちについてはなんとか対抗手段は編み出したけど、それは文字通り対抗手段でしかないから聖剣使いとガードワールド相手専用の手段だ。

			　ガチな魔術での打ち合いじゃ、エリス相手に勝ち目はないだろうな。

			　……と、別の方向に思考が行っちゃった。

			　えーっと、そうそう。決闘で撤回してもらおうかと思った「私たち編入生への行動を妨害しない」の一文。傍はた目から見たら意味不明、間違いじゃね？　と言われるような一文だが、よくよく読めば、私たちにとっては最悪の一文だった。

			　あれをそのままの意味でとらえていれば、学府はエリスの手によってもてあそばれることになっただろう。

			　いや、実際にはそういうつもりはなかったみたいなんだけど。

			　と言うか、基本的に新婚さんの邪魔をした私たちが悪かったんだけどね。

			　いやー、エリスが目に涙を溜めて「謝ってください!!」って叫ぶまで気が付かなかったのは、自分でも失態だったと思う。

			　うん、自分も新婚生活を邪魔されて、仕事漬けにされたらキレるわ。

			　相手はいないけど、エリスみたいにあれほど心底、夫のことを大好きだって言える相手との邪魔をされれば、誰だってああなる。

			　さて、本題に戻ろう。

			「私たち編入生への行動を妨害しない」という文言だが、さっきララが言った通り、ズルを教えてもらったのだ。

			　ララという身内を挟はさんだとはいえ、審判役に確認してもらった約定を反ほ故ごにするのは、学長としては非常にまずい。だから、あの一文を撤回、改変することはできなくなった。

			　だが、和解したエリスがズルを教えてくれたのだ。

			　どういうズルかと言えば……。

			『あの誓約は学長たち、即ち学府に対して効力を発揮するものです。だから、学長や学府の関係者として手出しはできませんが、友人として手出しをすることは可能なのです』

			　そんなことをしれっと、エリスは言い放ったのだ。

			　屁理屈に聞こえるかもしれないが、何も誓約には反していないし、それを設けた本人がＯＫを出しているので問題はない。

			　つまり、エリスは自分たちと設けた誓約を理由に、いや、盾に、囮おとりにして、問題がある生徒や教師を徹底して叩き直せるということだ。

			　この学府は実力主義なので、実力を持つこと＝偉いなんて勘違いする奴が多い。で、色々問題を起こすわけだ。

			　いじめは当たり前で、難なん癖くせをつけて街で暴れる奴もいたりするんだけど、たちの悪いことに、そういう奴らに限って私たち学長や実力トップの生徒たちの前では大人しくしている。

			　こっちとしては、さっさとしょっ引きたいのに、噂だけしか聞こえてこないのだ。

			　被害に遭った人たちは、一様に口を閉ざす。

			　おそらく脅おどされているのだ。

			　いくら私たちが守ってあげるといっても、四六時中守れるわけもない。被害に遭った人たちからすれば、私たちは問題を起こした生徒や教師と同類なわけで、信頼してもらえるわけもないし、報復が怖いというわけだ。

			　そこで、エリスが言った誓約が役に立つ。

			　友人として、いや、親友として学府の問題解決を手伝ってもらうのだ。

			　エリスとの誓約で、私たちは学長や副学長という立場では手出しができない。

			　つまり、私たちがしょっ引きたい相手に対してエリスたちが行動を起こしてトラブルを誘い、現行犯で逮捕するわけだ。

			　その問題を起こしたバカどもは、エリスたちを悪く言うだろう。

			　証言が彼女たちだけだと、エリスたちが間違っていると、まあ色々な手を使って私たちに助けを求め、エリスたちを脅おどすだろう。

			　だが、ここで学長として手出しができないという一文が役に立つ。

			　そう、学長として助けを求められても、私はエリスとの誓約で学長として手助けができない。

			　だから、助けなくても、何も非はないのだ。

			　で、エリスたちにそのバカ共が罪を認めるまでお仕置きしてもらって、そのあとで私が親友として解放してもらうように頼むのだ。

			　うん、完かん璧ぺきすぎる。

			　実に、私向けのズルだ。

			　ま、これも１つの使い道。

			　学長として手を出すわけにはいかないということも多々あるが、学長だから手を出さないといけない事情も多々あるのだ。

			　それを、エリスたちを挟はさむことで拒否できるわけだ。

			　くっくっく、今まで私が頭を下げて回った苦労をお返ししてやるわ。

			「学長、非常に悪い顔をしていますよ」

			　ララが澄ました顔でそんなことを言う。

			「いや、無表情でそんなことを言うララの方が怖いけどね。今、持っている書類はそうなんだろう？」

			「はい。これが、裏で魔術を悪用して威張り散らし、学府の評判を下げている小物たちです」

			　そう言って、書類を渡してくる。

			「ふむふむ……って、これって小物かい？　公爵の息子までいるじゃないか」

			　目を通すと、政治的に手の出しにくい、サマンサと同じ立場の公爵の息子が載っていた。

			　この公爵の息子は魔術の才能は中の上ぐらいで、最近伸び悩んでいる。最初の頃はこの学府で勉学に励んでいたのだが、最近の停てい滞たいで腐ってしまって、権力を振りかざすバカになっているのだ。

			　特殊なスキルを持つエオイド君に負けてからは、さらにそれが顕著だ。

			　本人的にはエオイド君を叩きのめしてスッキリしたかったんだろうが、魔力操作を持つ彼をただの盗人だと侮った結果、負けた。

			　で、最近はさらに荒れている。

			　いい加減どっかで釘を刺さないと、学府内での処しよ罰ばつだけでなく、法の下に裁かなくてはいけなくなる。

			　そうなると、その息子の国との関係が険悪になる可能性が高い。

			　なるべく早急に改善したいのだが、学長の私が出ても、公爵の息子としての立ち振る舞いはできるので、のらりくらりと苦言を躱かわして腐っているのである。

			「小物でしょう。腐っていじけて、ほかの生徒に八つ当たりとか」

			「いや、そうだけど相手は公爵の息子だよ？　さすがに、エリスに任せるのは……」

			「いきなりというのはアレでしょうけど、ちゃんと事情を話せば分かってくれると思いますよ。エリスさんたちの立場も、ただの編入生というだけではありませんし」

			「ああ、ユキさんが、ジルバ、エナーリア王族の血族だっけ？　あれはさすがに驚いたよ。なるほど、継承権はないにしても公爵相当だよね」

			「はい、しかも、２大国から公式に認められています。これを相手にするには、ただの国の公爵では厳しいです。というか、相手取るだけでバカです。で、ユキさんの奥様であるエリスさんたちですから……」

			「ちょうどいいか。でも、さすがに結構大仕事だから、変な要求をされそうだけど」

			「……まあ、その公爵と私たちだけで揉めることで、国家間の問題が起こるよりはマシだと思います」

			「だね。私たちが少し被害を被るだけで、それを回避できるならいいか。というか、今まで手を打てなかったのは私たちの責任だし、必要経費かな？」

			「ですね」

			　そんな会話をしつつ飴玉を食べていると、学長室の扉が乱暴に開かれた。

			「が、学長、大変です!!」

			　物凄すごい表情で中年頭のアレが後退している男性教員が入ってきたので、思わず飴玉を飲み込んでしまった。

			　仕方ないじゃん、物凄い表情で頭の上がふさぁってなってるんだもん。

			「んぐっ、ごほっ!!」

			　いくら小さいとはいえ、固形で硬い物体がのどを通れば、小さいぴちぴちボディを持つ私には危険なことだ。

			　やばっ、笑いを堪こらえて飴玉を飲み込んだのが死因とか新しすぎる。

			「学長、落ち着いてください。この紅茶を」

			　ララが即座に駆け寄ってきて、紅茶を口に運んでくれる。

			　よ、よかった。さすがララ!!

			　紅茶を飲み、なんとか飴玉を胃に流し込む。

			「ぶはっ、し、死ぬかと思った」

			「はぁ、よかった。で、何があったのですか？」

			「あ、はい。実は、魔物の森でワイバーンが確認されました!!」

			「いや、ワイバーンがいるのは、観測結果から分かってるでしょうに」

			　ワイバーンは、飛龍種の中でも一番力が弱いと言われている。

			　いや、私が現役の時代は確かに弱かった。

			　だけど、それは私たちの実力がとびぬけているだけで、今も昔も龍と冠するだけあって、一般人が相手にするぶんには相当強い。というか、下手すりゃ城や街が落ちる。

			　今では、そのワイバーンも学府の近辺でしか見なくなってしまった。

			　魔物の森の奥深く、山脈に住み着いているのだ。

			　たまーに、森の方まで飛んでくることが、最近の観測で分かっている。

			　手出ししなけりゃ襲わないし、空を飛んでるやつに手の出しようもない。

			　魔物退治ギルドには見つけても手を出すなって厳命しているし、学府の生徒も魔物の危険性の勉強はさせているので、その頂点に近いワイバーンに手を出すバカはいないと思う。

			「それが、ワイバーンが、今日１階生の魔物退治見学のところに出現しまして……」

			「は？　そんな浅いところに出たの!?」

			「はい。それで、その後叫び声が聞こえたところに降下したと、逃げ帰ってきた生徒たちが言っているのです」

			「まずっ!?」

			　なんでそんな浅い場所に、ワイバーンが出現したのかは分からないけど、今はそんなことを考えている暇ひまはない。

			　すかさず杖つえを握り、窓を開け放つ。

			　どのワイバーン種か知らないけど、１階生や付き添いの３階生が相手どれる相手ではない。

			「ララ、最悪の可能性を考えて、救助隊を編成して急行させて!!　私は先に行って、間に合うなら助けてくる!!」

			「はい、こちらは任せてください」

			　さすがララ、まっすぐな信頼の瞳ひとみで見つめてくれて嬉しいよ。

			　その視線をうけて、窓から飛び出す。

			「が、学長!?」

			「慌てなくて大丈夫です。学長の２つ名をお忘れですか？」

			　後ろでそんな声が聞こえるが、返事をしている時間も惜しい。杖に魔力を注ぎ、風の魔術を展開させて一気に空へ飛ぶ。

			　久々の空中高速移動術だけど、違和感なし。もっとスピードを上げるか。

			「あ、あれが、小さい大魔術師ポープリ」

			　後ろで、いらん声が聞こえたので、魔術を放っておく。

			「ぐあぁ!?」

			「……学長に対して『小さい』は侮蔑になりますので、注意してください」

			　さあ、間に合うか？

			　私はさらに速度を上げ、魔物の森へ急ぐ。

			「襲われているのが、サマンサたちやエリスたちなら持つと思うんだけど……」

			　移動しつつ、今回の魔物退治の班分けを思い出していく。

			　その中で、唯一ワイバーンを退けられそうな班は、たった１つ。

			　学府で10本指に入るサマンサと、私を退けたエリスがいる班しかない。

			　ほかの班にワイバーンが襲い掛かっていたら、すでに手遅れだろう。

			　サマンサとエリスたちの班でさえ、１階生を守りながらになるから、かなり厳しいと思う。

			「……小さい子の亡なき骸がらは見たくないな」

			　長く生きてはいるが、やはり幼子や子供たちの亡骸ほど、胸がきつくなるものはない。

			　そして、さほど時間がかかることなく、５分ほどで魔物の森の上空に辿り着いた。

			「どこ!?」

			　辺りを見回すが、分かりやすい煙けむりは上がっていない。

			　ちくしょう、炎を吐くタイプのワイバーンじゃないのか。

			　森では炎の魔術の使用は山火事の関係で禁止しているし、これじゃ探しようが……。

			　ウォォォーーーン!!

			　大きな咆ほう哮こうが響いたので、私は咄嗟にその発生源を見た。

			　そこでは、サマンサとエリスたちが１階生の生徒たちを背に庇かばい……ワイバーンに加えてとても信じられない大きさのブラックウルフと対峙している姿が目に入った。

			　あれはまずい。

			　肌でブラックウルフの魔力を感じて、心底そう思う。

			　距離があってもここまで魔力を感じるなんて、よほどの魔力を持つ魔物だということだ。

			　ブラックウルフの後ろに控えているワイバーンですら、これだけ距離があると魔力を感じられないのにだ。

			「……あの時代の残りか？　でも、あんなタイプは見たことがない」

			　というか、私の目算が間違っていなければ、聖剣使いやガードワールドさえ上回っているように見える。

			　でも、そんなことを考えている暇ひまはなさそうだ。

			　巨大なブラックウルフが口を開き、一気に魔力が高まる。

			　なにか、攻撃をするつもりだ。

			　あんな魔力を集めた攻撃は、とてもじゃないがサマンサやエリスたちが１階生たちを守りながら防げるわけがない。

			「私の生徒たちに、手出してんじゃねーー!!」

			　咄嗟に、無む詠えい唱しようでできる最大の魔術、炎を極め閃せん光こうにまで昇華した極熱を放った。

			　サマンサやエリスたちに多少被害があるかもしれないが、そんなことを気にしていては、きっとあのブラックウルフの気は引けない。

			　ドンッ!!

			　そんな地響きが起こり、辺りには粉塵が舞い上がり、視界を塞ぐ。

			　空中からの完全な不意打ち。

			　ワイバーンぐらいなら一撃で倒せるレベルの威力だ。

			　多少は効いているはず。その隙に生徒たちには逃げ出してもらって……。

			　だが、その考えは甘すぎたようだ。

			　だって、煙けむりが晴れる前に、こちらへとブラックウルフが飛んできて、私を正面に捉えると空中で静止したのだ。

			「……なんの冗談だよ」

			　空中を飛んでその場で静止するとか、ワイバーンや飛ぶ専門の魔物や、魔術を極めたリッチ系ぐらいしかあり得ない。

			　四足の魔獣に分類される動物型の魔物が、そんな高度な魔力制御を行えるわけがないのだ。

			　だから、目の前の光景を冗談としか思えなかった。

			「……小さき魔術使いよ。なぜ我を攻撃した」

			　そして、そのブラックウルフが喋しやべりだす。

			　もう、私の理解を超えている。

			　分かるのは、これを仕留めなければ生徒はおろか、学府と街が消え去ってしまうということだ。即ち、この大陸の最高戦力が敗北するということ、それは……。

			「答えよ」

			　目の前の怪物は、そう地の底から響くような声を上げる。

			　そう、学府が落ちれば、もう誰もこの怪物を止められない。

			「まったく、聖剣使いたちの計画の前に滅びるとか、笑い話もいいところだ」

			　あの人との約束のために、ここまで踏ん張ってきたのに、どっちかの答えが出る前にどっちも全滅とか、そんなの悲しいじゃないか。

			「……もう一度聞く。なぜ我を攻撃した」

			「うっさい、私はあんたを倒す!!」

			　どのみち、交戦は避けられない。言葉を交わして時間稼ぎをするにしても、この強さは時間を置いてどうにかなるレベルではない。

			　だから、今この場で倒すしかない!!

			　不意打ち、この近距離で狙えば!!

			　ズズーーン!!

			　そんな音が空中に響き渡る。

			「みんな逃げるんだ!!　私がここは抑えるから!!」

			　咄嗟にできた時間で、全力で地上にいる皆に叫ぶ。

			　何かこっちに向かって叫んでいるようだけど、ちゃんと聞いている暇ひまはなかった。

			　煙けむりの中からその怪物が飛び出して、その巨体で体当たりをしてきたのだ。

			「ぐうっ!?」

			　一瞬、空中浮遊の魔術が解けて落下しかける。

			　くそ、魔力防壁をあっさり抜いてきたよ。

			　というか、私レベルの魔力障壁でなければ、すでにミンチになってる。

			「もはや問うまい。我が身を傷つけたことを後悔しながら、死ね」

			　そう怪物が吠ほえると、いきなり数多あまたの氷槍が出現し、私に向かって飛んでくる。

			　うそ、魔術まで使いこなすの!?

			　私は必死に躱かわしながら攻撃を加えていく……が、攻撃を加えるたびに、心がひしゃげて潰れていくのが分かった。

			　まったく通じない。

			　不意打ち以降、まったく魔術が通らない。

			　攻撃すればするほど、自分と怪物の差を思い知らされる。

			　完全に実力が違うのだ。

			　唯一、優っているといえば、空中での戦闘だろう。

			　相手は四足の魔獣。だから、空中での戦闘に慣れていない分、私が優位に動き回れている。

			「ふっ、ふっ……」

			　もう、余裕などない、必死に怪物の一撃をもらわないように回避するしかできない。

			　今の自分の顔を見れば、あの時みたいに絶望に染まっているのではないだろうか？

			　そして、綱渡り状態はあっけなく終わる。

			　振り上げた前足を振り下ろされ、地面に叩きつけられた。

			「が、ぐっ、こほっ……」

			　咄嗟に衝しよう撃げきを緩和させたが、緩和しただけ。

			　前足を受けた右腕はへし折れているし、落下の衝撃で肋骨が折れる音が響き、内臓も傷ついたのか、吐血する。

			「ひゅー、ひゅー……」

			　自分の呼吸が変なことに気が付くが、もう体は言うことを聞かない。

			　意識が遠くなっていく。

			　……こんな結末か。でも、ある意味ふさわしいかもしれない。

			　だから、霞む視界を自ら閉じずに、最後までこの世界を見つめていよう。

			「……ん!!　だめ……!!」

			　気が付けば、視界にはエリスたちと一緒に来た小さい女の子があの怪物を相手に立っている。

			　その光景に、涙が溢あふれる。

			　女の子が死んでしまうという悲しみの涙ではない。

			　あの日、私を助けてくれた、あの人の影がなぜか重なった。

			　ああ、あなたはそうやって、私を助けてくれたよね。

			　最後に幸せを思い出して死ねるか……。

			　そうして、私の意識は途切れた。

			　

			　Ｓｉｄｅ：アスリン

			「もう、クロちゃん!!　駄目だよ、弱い者いじめしちゃ!!」

			　私は今怒っています。

			　クロちゃんがワイバーンさんを説得するために出てきたのは、良い子だと思います。

			　だけど、そのあと、学長さんとケンカをしちゃったんです。

			　クロちゃんの姿は慣れてないと怖いんだから、あれぐらいの攻撃で怒っちゃだめ。

			「し、しかし、姫。この小娘は、姫からブラッシングしてもらった体を焦がしたのです!?」

			「ちょっとだけ、焦げてるだけじゃない!!」

			　私はそう言いつつ、怪け我がをしている学長さんに回復魔術をかけていきます。

			　……診察でしらべたけど、結構な大怪我。

			　もう、ルルアお姉ちゃんやエルジュお姉ちゃんにいじゅつのことを教えてもらってなかったら、助けられなかったかもしれません。

			　本当に危ない状態でした。

			　早く、お兄ちゃんを呼んで治療してもらわないと。

			「で、でも、我にとっては大事でありまして……」

			　クロちゃんは、まだ言い訳を続けます。

			　もう、私はぷんぷんです。

			「悪い子は、今日ブラッシングをしてあげません!!」

			　私がそう言うと、クロちゃんはその巨体を仰あお向けにして、絶対服従のポーズをとり……。

			　きゅぅぅぅーーん。

			　と悲しそうに泣きます。

			　でも、駄目です。悪い子にはお仕置きが必要なの。

			　あとで、ワイバーンのワイちゃんと一緒にお説教です。

		

	
		
			　

			第２５３掘：主人公の使い道

			　

			　Ｓｉｄｅ：ユキ

			　一大空中戦は、最後には自力の違いでポープリが力尽つきて終わった。

			　もっとも、結果は負けとはいえ内容は悪くなかった。

			　そう、内容は。

			　ポープリ本人や、あの一方的な戦いを見ていた人たちにとっては絶望しか浮かばなかったかもしれないが、クロちゃんの身内である俺たちにとっては、勉強になる内容だったわけだ。

			「はー、学長って凄すごいね。あそこまで実力の差があったら、逃げるよ、僕」

			「たぶん学長は学府を、皆を守るために、最後まで残ったんだと思うよ？」

			「……トーリの言う通りだと思う。力の差が分からず戦うほど、中身は幼くない」

			　ケモミミ３人が、そんなことを話している。

			　そうだな、あの学長は出会いの印象こそ最悪だが、根はいい人なんだろう。

			　絶対に勝てそうもない相手に立ち向かったんだから。

			　ま、俺なら適当なところに誘導して、そのあと撤退の一手だけどな。

			　一対一で勝てそうにないなら、多数で囲んで勝てる状況を整えるしかない。

			　こういった時は、戦闘情報をいかに持ち帰るかが一番大事だ。

			　相手の動き、手札を明らかにするのだ。

			　どれだけ格上だろうが、動きを封じれば勝てるだろうからな。

			　でも、俺の考えていたことは、こうしたことではなかった。

			「リーア、あの戦いを見てどう思った？」

			　ケモミミ３人の意見は出ているので、リーアに話を聞いてみる。

			　あ、ちなみに俺たち以外は、その後、学長を連れて学府に帰った。

			　現在、俺たちは泊まっている宿屋に集まって話しているところだ。

			　学府への状況説明班と、学長の戦闘分析情報班で分かれている。

			　タイキ君はエオイド君の訓練中。

			　……と、質問をしたリーアが可愛かわいらしく首を捻って少し悩んでいたが、何か思いついたのか口を開く。

			「そう……ですね。あの時の戦いを見て思ったのは、学長が異常に長く踏ん張ったところが不思議に思いました」

			「んー？　それって学長が頑張ったからじゃないの？」

			　リーアの問いに、リエルが不思議そうに答える。

			　まあ、必死に頑張ったからこそ、あそこまで持ったと考えるのが普通だよな。

			「なるほど。頑張ったのは間違いないけど、リエル、本質は違うよ」

			「どういうこと？」

			「……空中戦の経験値が、まったく違ったんだと思う。クロは、空中でも地面と変わらない動きしかしていなかった」

			「あ、なるほど。そう言われればそうだ」

			　そう、力の差が歴然とあったのに学長とクロちゃんの戦闘が長引いたのは、経験の差が大きかったせいだ。

			　空中戦。

			　これは、本来翼のない人には無縁のことだ。

			　無論、地面で生きる獣けものたちも同様。

			　だが、地球の人たちにとっては、空中戦は戦争において一番大事なものになっている。

			　翼の役割を持つ飛行機や戦闘機が出てきて、地球の戦争は大艦巨砲主義から、空戦の時代へ移り変わった。

			　それを知らしめたのは、第２次世界大戦――地球の有史以来、最大規模の、ほとんどの国家を巻き込んだ戦争だ。

			　当時の動員兵数については色々な記録があるが、凡そ億単位。

			　そして、民間人を含めた死者が、凡そ５０００万人以上。

			　この第２次世界大戦のことは、ウィードに戦車やらを導入する時に皆に説明した。

			　無論、セラリアは絶句し、ルルアは失われた命の数に唖然とし、デリーユは黙って話を聞いて、シェーラは涙を流していた。

			　ま、そりゃそうだろう。

			　ウィードがある大陸の規模で考えれば、大陸全土の人間たちを兵士にしてようやく揃えられる兵士数だろうし、その兵士を養うための食べ物や物資の供給を考えると、それ以上の人がいる。

			　そして、そのうち５０００万人が死亡。

			　……と、そこはいい。

			　その戦いの中で、大艦巨砲主義は航空戦力によって薙ぎ払われた。

			　つまり、制空権の確保が何よりも重要だったということだ。

			　空中からは動きが丸見えだし、下から上への攻撃手段はとても乏しい。

			　今回の件も、そんな空中戦での性能の差が分かる内容だった。

			　クロちゃんはずば抜けた自身の性能のおかげで、被弾しても事なきを得たが、今後も同じとは限らない。

			　というか、相手の攻撃手段が魔術だったから助かったのだ。

			　現代のジェット戦闘機が相手では、クロちゃんはなす術もなく死んでいただろう。

			　音速から放たれる、超スピードの攻撃は、熱量、質量ともに並の魔力障壁では止められないし、戦車をぶち抜く対戦車ミサイルもある。

			　その類たぐいは、いくら装甲が厚くても意味がない。

			　パンツァーファーストやＲＰＧが有名だが、モンロー・ノイマン効果によるメタルジェットに硬さというものは意味がなくなる。

			　魔術は万能だぜ、ひゃっほい!!　ってイメージがあるが、実は違う。

			　いや、万能で間違いはないのだが、それでもどんな攻撃にも必ず防御力が上回るようなことはできないと、今までの研究から俺は判断している。

			　それは、なぜか？

			　まあ、魔力障壁が破れることもあるということを知っていれば簡単だと思う。

			　結局は、魔力障壁も硬さを有する物体なのだ。

			　どこでも構築ができ、硬さもそれなりだが、超圧力を受ければ装甲がユゴニオ弾性限界を超えてしまい、流動質になって爆風を防げなくなる。その一点で、現代兵器の攻撃を防ぐ術はない。

			　簡単に言えば、一定以上の質量と速度をもったものが当たると、当たった装甲は柔らかくなって、攻撃が抜けると思っていい。

			　そもそも、我らが地球の人々が戦車という分厚い鉄の箱をぶっ壊すために開発した科学の結晶ともいうべき兵器に対して、この中世ヨーロッパレベルの知識で防御しようとするのが間違いである。

			　ただし抜け道もあって、実際には直接攻撃を受けなければいいし、二重に障壁を張って受け流す態勢をとればいい。

			　まともに受けるのが間違いなのだ。

			　が、これは俺が意図的に、モンロー・ノイマン効果を利用する兵器に対して張れる専用障壁であって、誰でも使えるものではない。

			　……話がそれた。

			　つまりは、空戦の経験がなさすぎたから、クロちゃんは学長を相手に時間がかかったわけ。

			　これからは空戦の訓練を組みこまないと、いざという時に負けることになる。

			　一応、高射砲とかを用意してはいるが数は多くないし、あくまで地対空だからな。空対空を練習しないといけない。

			　魔術で浮遊できるといえば、リッチ系とかワイバーン系だよな。

			　戦闘機とか戦闘ヘリを使えればいいのだが、あまりそっち系は気がのらないんだよなー。

			　費用とか、訓練とか、鹵ろ獲かくされた時とか、空の気流とかも調べないといけないし……。

			「そうですね。クロちゃんはたくさん被弾してましたし、力任せの戦い方をしてたんですね」

			「だねー。クロの相手が僕たちだったら、攻撃を一発でももらったらノックダウンだもんね」

			「それを考えると、学長の空中での動きは素晴らしかったと思います」

			「……ユキは、これを言いたかった？」

			　カヤにそう言われて、空軍の編成計画をいったん頭の隅に追いやる。

			「ああ。まあ、もしそんな事態になったら、相手を地面に引きずり下ろせばいいんだけど」

			「どういうことですか？」

			「わざわざ相手の得意なフィールドで戦う必要はない。羽をもぎ取るとか、スキルや魔力の放出を無効化して、地面に叩き落とせばいい」

			「「「なるほど」」」

			　リッチ系もワイバーン系も、いや、この世界の空飛ぶ魔物は基本、航空力学を無視している。

			　たとえば、本来、鳥は自身の体重を極限まで減らして飛べる機能を保っている。どれぐらい極限かというと、鳥の飛べる構造を人に適用するならば、体重を10分の１以下にして自分の体積の２倍以上の羽を持たなければいけない。

			　まあ、これで分かると思うが、空飛ぶ魔物たちはこの条件を無視している。物理的に飛べるわけがないのである。

			　では、なぜ飛んでいるのか？

			　それは、ミラクル魔術や素敵スキルのおかげということ。

			　だからそれを無効化すれば、敵は飛べなくなって落下する。

			　質量を考えると、落ちただけで死にそうだけどな。

			　で、魔術とスキルを封じられ、羽を折られた魔物は、簡単に戦車砲や銃撃で片付けられるというわけだ。

			「さて、今回の戦闘についての反省はいいとして、聖剣使いが学長の戦いを観察していた。それについてどう思う？」

			　そう、あの時のクロちゃん戦は、俺たちだけではなく聖剣使いが覗いていた。

			　俺たちを追いかけてきて偶然見たのか、それとも意図的に仕組んだのか……。

			「今のままじゃなんとも言えないよ。でも、霧華からの情報待ちがいいと思うよ。ま、僕的には学長も見た目と違って長生きしてるみたいだし、聖剣使いたちと関係があっても不思議じゃないけどねー」

			「だね。こういう捜査は地道にやって、相手の逃げ場をなくしてから踏み込むべきです」

			　リエルとトーリの言う通り、今のままで白黒判定するのはやっぱり難しいか。

			　今後変な動きをすれば、そこから問い詰めていくしかないな。

			　というか、ここの学長が聖剣使いと関係があるかもしれないとか、良い情報源だよな。

			　先に丸め込んでおいて正解だな、こりゃ。

			「……と、そういえば、そもそもワイバーンと遭って、なんでクロちゃんが本来の姿を現す羽目になったんだ？」

			　そうそう、事の発端を聞いていなかった。

			　クロちゃんが大きくならなくても、トーリたちがいればどうにでもなっただろう。

			「あー、それがですね……」

			「サマンサとアマンダが頑張ってるから、僕たちが出にくかったんだ」

			「……私たちは守りに徹して、いざという時に手伝おうと思った。エリスも彼女たちの力量を把は握あくするいい機会だって言ってたし」

			「なるほどな」

			　確かに、サマンサやアマンダさんの実力は、あまり見てないから分からない。

			　サマンサお嬢さんには、一度無む詠えい唱しようの魔術を展開されたがそれだけだ。

			　実戦になれば、またスタイルが変わって評価も変わってくるだろう。

			「で、私たちは様子見だったんですが、戦闘中に小石が飛んできて、アスリンに当たってしまいまして」

			「それで、クロちゃんが躍り出たと」

			「はい。それで瞬またたく間に制圧して、アスリンにワイバーンの処しよ罰ばつを迫ったってわけです。その後は学長が飛んできて、戦ってという感じです」

			　あのバカ犬。

			　それで、ワイバーンを後ろに従えた姿を見られて、敵と勘違いされたわけか。

			「結局、ワイバーンはなんで一緒に学府に帰ったんだ？」

			　様子見をしていた理由は分かった。

			　しかし、ワイバーンを連れ帰ったのがよく分からん。

			　どう考えても騒動にしかならんだろう。

			「ワイバーンを連れ帰った理由は、アスリンがアマンダにワイバーンを譲ったんです」

			「は？」

			　意味が分からん。

			　なにがどうして、そうなった。

			「実は、クロちゃんと学長が戦っている間にアスリンちゃんがワイバーンと話をして、いつものようにお友達になったんですが、それをそのまま連れ帰ると目撃者が多数いるので、大問題になりかねなくて……」

			　ああ、トーリの言いたいことは分かった。

			「アスリンがワイバーンをテイムなんぞしたら周りは大騒ぎだから、ちょうどいいテイマーのアマンダさんがいるし、その面倒を押し付けたと」

			「はい。アスリンもエリスから事情を聞いて納得しましたし、一緒にワイバーンと話をしたアマンダにワイちゃんを譲るのは特に嫌がりませんでした。ワイちゃんも、アマンダのことは好いていたみたいですし」

			「仲、良さそうだったしな」

			　出かける前に、クロちゃんを見せて嬉しそうにしていたアスリンを思い出す。

			「クロちゃんと学長が戦っている間に、アマンダはすぐにワイバーンに騎乗できるほどのテイマーの才能を見せてましたし、それで皆を連れて離脱したわけです」

			「なるほど」

			　そうなると、アスリンがテイムしたなんて信じないだろうし、面倒事を背負う理由もない。

			　ちょうどいいアマンダさんに押し付けたわけか。ナイスだな、エリス。

			「そういえば、ユキさん。なんでタイキさんがエオイドの訓練に付き合ってるの？　僕、あの人苦手なんだよねー」

			「……正直、あいつは嫌い。近寄ると辱はずかしめられそう」

			「ですね。アマンダさんやサマンサさんは寛大に許してるみたいですけど、私だとバッサリ殺しますよ？」

			「……私も、ユキさん以外に、あんなことされたくないです」

			　……すげー評価だな、エオイド君。

			　いや、当然か。

			　あのラッキースケベを笑って許せるのは、好意を持ってる奴だけだろうしな。

			　前にも言ったと思うが、あれは普通に犯罪だしな。

			　嫁さんに手を出したら、リーアみたいにバッサリはしないけど、それなりの罰を与える所存である。

			「なんで訓練をっていうのは、俺たちの思い付きだな」

			「思い付き？」

			「俺たちが、あのエオイドのことを主人公だって言ってるのは知ってるだろ？」

			「うん、知ってる。けど、全然信じられない。僕たちにとっては、英雄で旦那さんなのはユキさんだけだもん」

			　リエルの言葉に全員が頷く。

			「気持ちは嬉しいけど、それって俺が学園で起こる問題を主人公の役割で解決しろってことなんだよな」

			「「「あ」」」

			　俺の言葉で、自分たちの発言内容の問題に気が付いたようだ。

			　俺にすべて押し付ける言葉なんだよな。

			「……なるほど。ユキとタイキはエオイドを成長させて、面倒事をあのスケベに押し付ける」

			　うん、カヤ、間違ってないけど、もうちょっとオブラートな言い方をだね。

			「それで私たちは、学長との話し合いなんかを通して、情報収集に手が出せるわけですね」

			　トーリの言う通りこっちは自由な時間が増えて、目的を達しやすくできるわけだ。

			「ついでに何かいい話があれば、その都度、エオイドたちの知り合いということで首を突っ込めるわけですね」

			　リーアもあくどいこと考えるようになったね。

			　いや、その通りなんだけどさ。

			　面倒事は任せて、こっちの欲しいものがあれば参戦する。

			　そんないい立場を確保できたわけだ。

			　都合のいいことに、アマンダさんがワイバーンをテイムしたことで、エオイドたちの戦力は上がっている。ワイちゃんについては、アスリンに頼んで、こっそりウィードに連れ帰って訓練させておこう。

			　もう、アマンダさんはワイバーンをテイムしたことで、確実にトラブルフラグを立てたわけだしな。

			「今頃、エリスが学長や副学長から頼まれる面倒事の解決を、エオイドたちに任せるように言っているはずだ」

			「「「うわー」」」

			　エリスは学長との交こう渉しよう役だから、最初からエオイドという主人公を便利屋として使う予定なのを話している。

			　学長としても、俺たちにこれ以上借りは作りたくないし、自分たちの手札で解決できるならそっちをとるだろう。

			　そして、そこにいい感じに便利度が上がったエオイドたちがいるから、エリスが提案すればすぐに話にのるだろう。

			　エオイド君の話を聞いたところトラブルは何度か退けたらしいし、サマンサお嬢さんやほかのクリーナだっけ？　……まあ、フラグも立ててるみたいだし、エオイドが主人公の話なら、俺たちは途中で出てくる修業パートの登場人物ってところだな。

			「これで学府での面倒事はほぼ回避できるし、あとはトーリの言った通りゆっくり焦あせらず、調べ物をしよう。学業は、まあそこそこでな。成績が悪すぎてもジルバとエナーリアの評価が悪くなるし、良すぎても、今後この学府に入学するであろう本当に学びたい生徒からしたら迷惑だろうしな。俺たちと比較されて」

			　あとは、のんびり目立たず、主人公というフラグを集めまくる奴に任せればいいのだ。

			　死んでもらったりすると後味が悪いから、それだけはないように強化策は取らせてもらった。

			　

			　――毎週、次の展開を６日も待つのは苦痛だった。

			　しかし、これからはリアルで見られるんだ。

			　ちゃんと、タイキ君とともにカメラを用意しておかないとな。

		

	
		
			　

			番外編　どきどき学園３　約束の校舎で

			　

			　時トキ々ドキ学園――その学園には、有名な言い伝えがあった。

			　曰いわく、将来を共にする相手と、約束の校舎で会うだろう。

			「約束の校舎」というのはよく分からないが、この学校での恋愛成就率は高いらしく、恋人を求めてこの学園に入学を希望する者は多い。

			　とはいえ、それなりに偏差値も高く、ただ入学したいといって入学できるものではない。

			　普通に進学校としても有名なのだ。

			「……俺は合格したんだ」

			　俺は受験票を片手に合格発表を見に来ていた。

			　そして、そこには自分の番号があった。

			　これで、時々学園に入学できるんだ。

			「やったー!!」

			　周りの人たちと同じように、喜びを全身で表した!!

			　来年には、俺にもきっと素敵な彼女ができるんだろうな。

			　そんな期待を胸に、俺は家族に合格報告をするために走って帰ったのだった。

			　

			　Ｓｉｄｅ：ユキ

			　そして、始まるオープニング。

			　学校を背景に、攻略可能な美少女やサポートキャラクターが色々と出てくるアニメーション。

			　べたべたの恋愛ゲームというやつだな。

			「バッカじゃねーの。学校に入っただけで、彼女ができるわけねーじゃん」

			　ギャルゲー、恋愛ゲーに対して究極の否定を口にするタイキ君。

			　気持ちは分かるが、こうでもしないと話が進まないからな。

			「タイキ君、落ち着け。一応、名作だからな？」

			「ドキドキメモリーズは知ってますけど、なんか違いません？」

			「そうは言ってもな。学園もののギャルゲーって言うとこれだろう？　ほかに何がおすすめだ？」

			「そうですねー。とりあえず、西鳩とか、枝鍵とか」

			「鉄板だなー。でも、西鳩はともかく枝鍵は感動系だろう？　というか、西鳩も基本的に幼馴染がいないか？」

			「いますねー。となると、この３作目がぴったりですかね？　幼馴染もいない問題作でしたよね？」

			「別に、問題作ってわけでもないがな。タイキ君が言うように、俺たちにはぴったりだろう？」

			「まあ、異世界に幼馴染なんていませんからねー。で、名前どうします？」

			　そんなことを話しているうちに、主人公の名前の入力画面になっている。

			「というか、なんで俺たち、２人で恋愛ゲームとかしてるんですかね？」

			「いや、普通に予習だろう？　俺たちは学園に行くんだから」

			「ああ、そういえばそうでしたね」

			　そう、なぜ俺たちが恋愛ゲームを始めているのかというと、これからランサー魔術学府に向かうので、学園生活を予習をするためにプレイしているのだ。

			　今さら妻子持ちの身で恋愛なんぞするつもりはないが、こういうお約束の舞台では、きっと何かが起こるのだ。

			　それで、なし崩し的に女学生を持ち帰ることになりましたとかは絶対避けたい事柄だし、学府に秘められた秘密を知って、世界の運命をかけた戦いに巻き込まれる……とかそういった鉄板な話を避けたいのだ。

			　すでに世界レベルの問題に対処しているので、学府の問題は学府でどうにかして欲しい。

			　俺たちは基本的に、情報集めのために利用するだけなのだから。

			　この大陸の魔力枯こ渇かつ現象、そして、前任者、魔剣、聖剣の秘密を知るために。

			　とまあ、こんな感じで俺たちの背景が最初から色々とフラグビンビンなので、タイキ君というサポーターを連れて行くわけだ。

			　これだけ問題が色々あるというのに、学府の女学生恋愛イベントなんかをこなしてる暇ひまはないからな。

			「で、名前なんにしましょうか？」

			「デフォルトはないのか？」

			「いや、ないみたいですね。ほら、このゲーム、名前を呼んでくれるタイプですから」

			「あー、そういえばあったな。そんな無駄機能」

			　いや、凄すごいとは思う。主に声優さんと収録班の人。

			　ゲームシステム的には使わないデータが山ほどできるわけで、アレな気がするんだよな……ああ、これはただの文句か。

			「とりあえず、タイキ君の名前でよくないか？」

			「えー。今さら呼ばれてもアレですよ」

			「んー。じゃあ、俺の名前で行くか」

			「あれ？　嫌じゃないんですか？」

			「今さら、名前を二次元の女性に呼ばれてもなー」

			「まあ、そうですよね」

			　本当に今さらだ。

			　すでに妻どころか子供がいるので、名前を呼ばれたところでときめいたりしないし、それを嫁さんたちに見られても慌てる必要もない。

			　このゲームは仕事の一環だからな。

			「じゃ、か、ず、や、と」

			「あ、そっちの名前入れるんですか。てっきり、ユキかと」

			「あー、なんかこういう時の名前って、本名を入れないか？　ほら、ＲＰＧとか友達の名前入れただろう？」

			「入れました、入れました。でも、これギャルゲーですよ？」

			「ま、いいだろう。減るもんじゃないし」

			　ということで、俺の名前を入れてゲームを開始する。

			　始まりは、まあ、いたって普通のギャルゲーだ。

			　明日から学校が始まる。

			　いい出会いがあるといいな。

			　そういうやつだ。

			「こんなことを考えて入学する奴いますかね？」

			「そこを突っ込むなよ。女の子を引っかけるゲームなんだから」

			「ナンパゲームになってません？」

			「ギャルゲーなんて、実際そんなもんだろう」

			　そんなことを話しながら序盤を進めていき、悪友たちと一緒に登校をすると、さっそくイベントが発生。

			　同じように登校している女生徒に目を奪われる。

			「目を奪われるような、そんな美女がいるわけねー」

			「はいはい。落ち着け。これはフィクションだ。まあ、だが、俺たちがこのイベントに引っかかることはなさそうだな」

			「ですね。俺もアイリが一番美人だし、ユキさんは美人を山ほど抱えていますし」

			「その言い方はやめろ。コレクションしているわけじゃないからな。全員大事な嫁さんだ」

			「あ、すいません。そういうつもりじゃなかったです」

			「ま、別に、悪意がないのが分かるからいいけど。でも、嫁さんたちにそれを言うと、今度こそ刺されるぞ」

			「肝に銘じておきます。で、校門のイベントは終わりですかね」

			「みたいだ……違った」

			　これで終わりかと思えば、校門前で服装チェックをしている風紀委員みたいなのがいて、主人公たちに声をかけてくる。

			　定番の服装注意だ。

			　そして、わざわざ服装を直してくれるという、純情少年にはつらい仕打ちをする。

			「こんな人いないって。わざわざ、知らない男の服装を直す女性がいると思います？」

			「いや、だから現実の話じゃないって。俺もそんな奴はいなかったよ。もちろん」

			「あ、すいません。つい、自分の学校生活と比べてしまって」

			「フィクションと比べるな。現実はそんなものだ」

			　学園のマドンナもいなければ、ドキッとする先輩イベントもない。

			　それがフツメンの行く道だ。

			「とはいえ俺たちが向かう学園には、こういうイベントがありそうだな」

			「確かに。新大陸で有名な魔術学府ですからね。服装とか案外うるさそうですね」

			「制服はキチンと着ていこうって話だな」

			「はい」

			　俺たちはそう言って、メモを取る。

			　服装要注意と。

			「こういう時は、その場でぱっと直すか逃げるかだな」

			「別に、アイリたちも連れて行くんだから、身内に直してもらうのも手ですよ」

			「あ、それもありだな」

			　嫁さんたちを連れて行くことは、かなり意義のあることだな。

			「やっぱり、奥さんがいると周りは遠慮するんじゃないですかね？」

			「確かにな。じゃ、嫁さんたちから離れずに活動だな」

			「まあ、俺たちはそれがいいでしょうね」

			　俺たちは頷いて、さらなるメモを取る。

			　迂う闊かつに単独行動をしない、奥さんと一緒。

			「あ、それで思い出したけど。それなら、アイリさんだけじゃなくルースも連れて行ったらどうだ？　イケメンだし。俺たちよりはそっちに集中するだろう？」

			「あ、それいいですね。人には側室を持てとかうるさいんで、これを機にルースに奥さんができるなら俺も安心しますし」

			　正当な理由を言っているように見えるが、要は……生いけ贄にえを増やすということだ。

			　フツメンよりイケメンの方に流れるのは世の必然!!

			　普通の女よりも美女がいいというのは、また必然!!

			　イケメンには美女というやつだな。

			　まあ、稀に美女と野獣のコンビもできることはあるが。

			　そういう例外はさておき、一般的な回避策を用いるのが大事だろう。

			　イケメンを連れて行くのが大事と……。

			「じゃ、先に進めるか」

			「はい」

			　ようやく学校前、校門のイベントが終わり、クラスへと入ることになる。

			　で、さらにお約束の同じクラスの可愛かわいい子。

			　委員長と元気なタイプだ。

			「まあ、委員長も、元気のいいタイプもいるよな」

			　というか元気なタイプはともかく、委員長がいない学校っていうのはなかなかないだろう。

			　学級崩壊でもしていない限り。

			「いますね。まあ、それから発展することなんてないんですが」

			「まあなー。わざわざ彼女が欲しいって思いで学校に来てない限りはそうだよな」

			「学校は、勉強するところですからね」

			　そう。学校は勉強をするところであって、出会いを求める場所ではないのだ。

			　将来のために勉学を身に付けるのが、学業の正しいあり方なのだ。

			　とまあ、委員長、元気なタイプには、挨拶だけしておけば特に問題はないだろうという話になった。

			　ただ話しただけで恋が始まるのなら、きっと俺やタイキ君にも彼女がいたはずだからな。

			　そんなことを話しつつ、物語を進めていく。美人の担任教師とかが出てくるのも、なかなか定番すぎて笑えた。

			　あんな美人の担任がいるわけがない。

			　決して、俺たちの学生生活が寂しかったという話ではなく、現実にはあり得ないということでだ。

			　そして、このゲームの鬼門が出てきた。

			「部活動ねー」

			「これ、いつも思うんですけど、入る必要ないですよね？　フラグなんて作りたくないんですから。しかも、この部活動を３回さぼると退部っていうのも、相当部活動に力を入れてる学校ですよね」

			「厳しいよなー」

			　いや、部活動に力を入れているなら当然なのか？

			　まあ、今回は特に攻略目標の女の子がいるわけでもなく、無難にフラグを作らないようにするためにプレイしているので、ここは「帰宅部」を選ぶことにする。

			「家に帰って、友達と遊ぶ方がいいですよねー」

			「部活動で汗を流して青春を送っている人たちに失礼だとは思うが、残念ながら自分も同じ意見だな」

			　自由に遊びまわれる放課後は、やはり自由がいい。

			　部活動に縛しばられるのは勘かん弁べんだ。

			　まあ、あくまでも自分の意見だがな。

			「といっても、帰宅部じゃフラグ立ちそうにないですけど、いいんですかね？」

			「今さらだな。フラグ対策って考えると、確かに部活動に入って色々なフラグを経験するのがいいんだよなー。でも、現実でも、最初から部活動に入らないのが手じゃないか？」

			「まあ、それもそうですね」

			　君子危うきに近寄らずって言葉があるぐらいだからな。そういう経験も必要なのは認めるが、まずは危険に近寄らないことが一番の安全策というわけだ。

			　まあ、それを言うならそもそも学園に行くなよという話にはなるが、それはできないので、こういう方法だな。

			　そんな感じで、主人公は部活動に入らず出会いを求めない帰宅部になった。

			　間違いなく、俺たちの分身と言えるだろう。

			　そして、それを純粋に繰り返す。

			　時折発生する女の子関係のイベントはスルーし、ただ帰宅部主将とミニゲームの運動会をこなし、勉強に励んでテストで１位をとり続け、最後には……。

			『……俺は、この学校に何をしに来たんだろう』

			　――という結末を迎えた。

			「いやいや、これだけいい成績を残して、学校に何しに来たんだろうはないだろう。進学しろよ進学」

			「次のステップで頑張るんだよ、きっと。というか、このゲームから学べたことは、基本的に何事もスルーしろだな」

			「ですね。迂う闊かつに関わるなって教訓でしたね」

			　俺たちは深く頷いて、ゲームのエンディングを見た後……。

			「さ、『本気の鬼ごっこ』でもやるか」

			「あ、いいですね。今度はユキさんを助けますよ」

			「いや、無理はするなよ。逃げられる時に逃げるんだ」

			「ポイント美味しいですし、いいですよ」

			　そんな話をしながら、恋愛ゲームは横にして、鬼ごっこゲームを２人で楽しむのであった。
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